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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　竜りゆうが帰ってきた。

　一度はこの世界から追放されたはずの竜が、世界の支配権を人間から奪うばうために、再び姿を現したのだ。

　前まえ触ぶれは、まずハワイで起きた。

　竜の存在を信じて対たい抗こうすべく力を蓄たくわえ続けた《クシナダ機関》、その長おさであり、また竜と闘たたかう戦士を育成する建たけ速はや学がく園えん理事長でもある霧きり雨さめ獣じゆう吾ごが行方ゆくえ不明となったのだ。

　獣吾は、対竜同盟ベイオウルフのトップであるボーマン元げん帥すいとの会談のためにハワイを訪おとずれていた。

　獣吾もボーマンも竜の襲しゆう撃げき以後、消息を断たっている。

　ただ竜の、それも強力な竜の反応を世界はハワイで観測し、世界の首脳は竜が帰ってきたことを知ったのだ。

　そのハワイから戻もどったベイオウルフ参さん謀ぼう長ちようザハール・アルバトフ中将は、自分の執しつ務む室ではなく元帥の部屋の前で立ち止まった。

「参謀長、元帥の許可なくお通しするわけにはいきません」

　生き真ま面じ目めな警けい邏らが、ザハールの前に立った。

「ボーマン元帥なら、既すでにお亡なくなりですよ。と言っても、聞こえませんでしたね」

　握にぎりつぶした警邏の頭部を、ザハールは床ゆかに捨て、もう一人の警邏に微笑ほほえんだ。

「通ってもいいですか？」

「う、うわぁぁぁぁぁっ」

　叫さけび声ごえと同時に、銃じゆうを構え放つ。

　弾だん丸がんがザハールの胸に当たり、ひしゃげ、跳はねた。不幸な警邏の脚あしを撃うち抜ぬき、今度は悲鳴が上がる。

「いや、さすがは元帥室の警備だ。良い腕うでをしていますね」

　拍はく手しゆしながらザハールが、崩くずれ落ちた警邏をのぞき込んだ。涙なみだと鼻水を流しながら、警邏が再び発はつ砲ぽうする。

　だが、結果は跳ちよう弾だんが警邏を襲おそわなかった以外、全く同じだった。

　ザハールの体に当たった弾丸は、全すべてひしゃげて跳ね散ってしまう。

　腕も、顔も、首も、どこでもだ。

「ひっ、ひひっ、な、なんで、どうしてっ」

「腕はいいが、頭はあまりよくないようですね。簡単な話ですよ、私の体が硬かたい、ただそれだけのことです」

　警邏の額に人差し指をあてがう。

　ゆっくりと押し、警邏の後頭部を壁かべにゴンッと当てる。

「いいですか？」

　警邏が答える間もなく、ザハールの指先が額にめり込んだ。そのまま突つき刺さし、壁にすら穴を穿うがつ。

「ま、私に言わせれば人間が柔やわらかすぎるのですけどね」

　警邏の服で指を拭ふき、ザハールは元帥室の扉とびらを、施せ錠じようがされた分厚く硬い扉を押した。ゴウンッと大きな破は壊かい音と共に、あっさりと扉を開ける。

「本来なら霧雨獣吾の首でも持ってきたかったんですけどね」

　元帥の椅い子すに座り、ザハールは各国官かん邸ていに繫つながる緊きん急きゆうホットラインのスイッチを押した。

　無数の画面が執務机の上に現れ、緊きん張ちようした面おも持もちの元首達の顔が映る。

　と、一人の老人がしかめた顔で口を開いた。

『ザハール、そこは元帥の椅子のはずだ。何故なぜ、参謀長のお前がそこに座っている。そもそも、ベイオウルフは竜の帰き還かんにどう対処するつもりだ』

　老人の顔を見て、ザハールはにこやかに笑った。

「いやいや、そういう決まり切った質問をいただけて幸いでした。どう切り出そうか、実は全く考えていなかったもので」

『どういうことだっ』

「簡単な話ですよ。私は、ボーマンなどというクズよりも上位の存在です」

　返答に、老人だけでなく他ほかの元首達も訝いぶかしむ。だがザハールは、元首達の疑問を無視して話を続けた。

「またベイオウルフは、竜の帰還に関して何の対応もいたしません。ああ、いや、決して怠たい慢まんではありませんよ？」

『なら、なんだと言うんだ』

「対応出来る能力がないというだけですよ」

『ふ、ふざけるなっ。我々が、どれだけの金を払はらっていると思っている。それでも対応出来んというなら、軍を引き上げ、単独でも対処するぞ！』

　老人の言葉に、元首達が頷うなずく。それを、ザハールは一いつ笑しように付した。

「ククク、貴方あなた達は本当に頭が悪い。まったく、こんな連中がこの世界の支配者を気取っているなど、たちの悪いジョークですよ」

『貴様っ、今すぐ参謀長を解任されたいのかっ。ボーマンの消息が分からなくとも、我々にはお前を解任する権限があるのだぞ』

「やれやれ、ただの人間に私をどうこうする権限なんてありませんよ」

　小指を耳の穴に入れ、小さく動かす。そして、指先についた耳みみ垢あかを息で吹ふき飛ばした。

「どうです、なかなか人間っぽい仕草だと思いませんか？」

『……何を言っている？』

「いやぁ、人間の代謝のような仕組みが我々にはないものでね。色々と仕草を研究したものですよ。頭とう髪はつなどという意味の無いものに執しゆう着ちやくする精神など、今もって理解しかねていますが」

『だから何を言っているんだっ、ザハール！』

「貴方の国をよく憶おぼえておきましょう。この私を、人間ごときが呼び捨てに、あまつさえ怒ど鳴なるなどあってはならないことだ。滅ほろぼし、血祭りに上げるのは当然としても、激しい苦しみの中で滅びるように手配しましょう」

　ゆっくりとザハールは立ち上がり、腕輪ブレスレツトを指で撫なでた。

　腕輪ブレスレツトから光が伸のび、ザハールの体を包み込んでいく。そして光がそのまま物質へと変へん換かんされた。

　それは金属的な光こう沢たくを放つ生き地じで、ザハールの全身を覆おおう。さらに関節の各所と、顔の輪りん郭かくに沿って装そう甲こうが施ほどこされている。

　かぎ爪づめのような装甲に覆われた指をザハールが開くと、三日月のような曲線を持った曲刀シヤムシールが虚こ空くうから現れた。その柄つかを両手でしっかりと握る。

『《竜殻ドラクーン》……竜将ハイドラゴンの証あかし……』

　老人が呻うめくように呟つぶやく。

　ザハールは、ニコリと笑う。

「呆ぼけてはないようで。そうですとも、貴方達をかつて絶望の淵ふちに叩たたき込んだ竜の鎧よろいですよ。そして、私は霧雨獣吾達のように《竜殻ドラクーン》を掠かすめ取った盗人ぬすつとではなく、この《竜殻ドラクーン》の正式な保持者……つまり、貴方達は今、幸運にも竜の姿を見ているわけですよ」

　元首達は、もう何も言えない。ただ口を開き、おののくだけだ。

「貴方達に宣言しましょう。まもなく、我らの本隊がこの世界に現れます。そして、この世界の支配者は人間から竜となります」

　ザハールの体が、フワリと浮ういた。

「いやぁ、重ね重ね皆みなさんは運がいい。人間の抵てい抗こうなど無意味だということを、その目で見られるんですからね。では、対竜同盟ベイオウルフの最後を、衛星からじっくりと楽しんでください」

　その日、竜によってベイオウルフの中ちゆう枢すうが壊かい滅めつした。全ての武器、全ての兵器が鉄てつ屑くずだった。

　そして元首達は、監かん視し衛星の沈ちん黙もくと共に上演会が終わったことを知ったのだった。
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「やれやれ、派手にやってくれたものじゃな」

　神みわ真しん一いち郎ろう率いる竜りゆう槍そう師団によって崩ほう壊かいした建たけ速はや学がく園えんの瓦が礫れきの上で、霧きり雨さめクラヒメが苦く笑しようを浮かべた。

　巫女みこ装しよう束ぞくを着た、銀ぎん髪ぱつ褐かつ色しよくのまだ幼い容よう貌ぼうの美少女だ。

　だが、実際には建速学園の学園長であり、《屠と竜りゆう戦せん争そう》の英えい雄ゆうでもある。その実際の年ねん齢れいを知るものはいないとの噂うわさもあった。

「何を吞のん気きなこと言ってんですか」

　叶かのう紗さ英えは、ゆっくりとした動作でクラヒメの足あし下もとの瓦礫に腰こしを下ろした。それだけの動作で、全身が気け怠だるくなる。

　三日前の真一郎との戦せん闘とうで鎖さ骨こつ肋ろつ骨こつなどを折られ、多くの血を失ってしまったのだ。そのことを知るクラヒメが、少し意外そうな顔で見下ろす。

「なんじゃ紗英、もう動けるのか？」

　クラヒメの問いに、紗英はジャージの袖そでをまくって力こぶを作って見せる。とても女性のものとは思えない見事な力こぶだ。実際彼女は百七十センチほどの鍛きたえ抜かれた体を持ち、腹筋も見事に割れている。しかも化け粧しようっけもなく、髪かみも雑にポニーテールにしているだけだ。

　ただ、それらは紗英から美しさを奪っているわけではなく、むしろ健康的、いや野性的な美しさを与あたえている。

「《竜殻ドラクーン》の治ち癒ゆ力は、人間にしてみれば強すぎるほどなんすよ」

《竜殻ドラクーン》、竜の中でも選ばれた竜将ハイドラゴンが纏まとうパワードスーツだ。元々、人間、いや人間界の兵器を凌りよう駕がする力を持つ竜を、さらに強化する。そこには数多くの《異い則そく》が搭とう載さいされ、その多くがまだ解かい析せき出来ていない。

　治癒の力も、そんな中の一つだった。

　元来、生物的に人間とは比ひ較かくにならないほど強力な竜を癒いやすその《異則》は、人間にとって奇き跡せきとしか言いようがない治癒力を発揮する。

　現に紗英は骨折の多くが既に癒えている。ただ失った血と根本的な体力だけはどうしようもなく、まだ動く度たびに気怠さが纏わり付いてくるが……。

「《屠竜戦争》で竜より奪うばった《竜殻ドラクーン》同士が、まさか闘たたかうことになろうとはな」

　クラヒメが、空を見上げた。

「私は、真一郎の野や郎ろうと獣じゆう吾ごのクソオヤジが袂たもとを分かった時から、こうなるのは想像してましたよ。もっとも、その相手がクソオヤジじゃなくてこの私とは思いませんでしたけどね」

　紗英は十年前、約一年にわたって続いた《屠竜戦争》が終結した日に思いを馳はせた。当時まだ自分は十五歳になったばかりだった。

　その若い目にも、獣吾と真一郎の決けつ裂れつは決定的なものに見えたのだ。

　霧雨獣吾、神真一郎、霧雨クラヒメ、叶紗英は、《屠竜戦争》を勝利に導いた英雄であり、竜を狩かった《竜りゆう倒とう五将》だった。

　しかし竜に勝利したその日から、真一郎は仲間達と袂を分かった。

　竜の力を畏おそれ、神として敬う信しん奉ぽう者の指導者となり、竜槍師団という武力集団を作り上げ、人間と戦い続けてきたのだ。

　ゆっくりとクラヒメが首を左右に振ふった。

「愚おろかしいことじゃな。竜と闘うために力を合わせこそすれ、互たがいに闘い合うなどあってはならぬことだと言うに」

「ま、原因にしてみれば辛つらいところでしょうね」

「紗英、辛いことを言うでない」

「クラヒメ様に責任がないのは分かってますって。ただまぁ、男と女ってのは、種族が違ちがっても厄やつ介かいなもんだなぁって思うだけですよ」

　紗英は、瓦礫に背中を預けて寝ね転ころがり、上空を見上げた。

　その視線を追うようにクラヒメも、上空の一点を見つめる。

「なるほど、厄介じゃな」

　そこには、警けい戒かい飛行から戻もどって来た叶零れい士じと杵き築づき弓ゆ美み香か達の姿があった。




　　　　※　　※　　※




「学園を取り囲んでいる竜槍師団に、現在のところ動きはありませんでした」

《竜殻ドラクーン》を纏った零士が、音も無く紗英とクラヒメの前に降り立った。

「どうじゃ零士、お主の母タカヒメが纏っていた《竜殻ドラクーン》の着き心地ごこちは」

　クラヒメが聞くと、零士は少し照れた様子で頭を搔かきながら自分を見回した。

　銀色に輝かがやく、鎧というにはやや薄うすい装甲だ。全身のラインに沿って薄く銀色に輝く装甲が装着されている。所々、昆こん虫ちゆうの外骨格を思わせる鎧があるが、隣となりに降り立った弓美香の《竜鱗機プラウダー》と比較すると、外見は心こころ許もとない。

　だが、零士は確かに感じていた。

　いや、零士だけではなく《竜りゆう因いん子し》を持つ人間は全員が感じている。

《竜殻ドラクーン》を纏った零士が、《竜鱗機プラウダー》を纏う戦士達とは根本的に異なる存在だということをだ。

「なんでしょうね。軽いとか、肌はだの一部ってより、これを装着していると、俺がなんだか別の何かになっている気分がしますよ」

「はっ。さすがは血けつ縁えんよな」

　感心したと声を上げたクラヒメの隣で、紗英が自じ嘲ちよう気味に笑う。

「ええ、奪った《竜殻ドラクーン》を纏っている私達とは違うみたいで」

「奪うって紗英姉ねえ、どういうことだよ。いや、俺は他ほかにも母さんのこととか、色々と聞きたいことが──」

「零士、待った」

　身を乗り出した零士の顔の前に、紗英が掌てのひらを向ける。

「クラヒメ様、弓美香ちゃんにも聞かせていいっすかね？」

「構わぬ。弓美香にも関係がある話じゃからな」
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「私にですか？」

　弓美香が、少し驚おどろいたような顔をした。いや、それは零士も同じだ。確かに零士は幼い頃ころに弓美香を護まもると、彼女自身と誓ちかった。

　しかし、それと零士の母親のことがどう関係するのだろうか。

「零士、弓美香ちゃんが特別なことは分かっているだろう？」

　紗英が諭さとすように言う。その言葉に、弓美香が微かすかに唇くちびるを嚙かむ。

「巫女みこ姫ひめ、ですか？」

　零士が答えると、紗英が深く頷うなずいた。

「《クシナダ財団》は、元々日本政府の直ちよつ轄かつにあった《クシナダ機関》が、《屠竜戦争》が終わった時に大国連中に取り込まれるのを避さけるために、姿を変えた組織だ。それは知ってるね？」

「そのくらいは」

「もっとも逃にげ出す時に色々と揉もめたらしいけどね。最後は獣吾のクソオヤジが強ごう引いんにとりまとめたらしいけど。でもね、《クシナダ機関》も、元々日本政府が作ったものじゃないんだよ」

「もしかして、獣吾小父おじ様達が作ったとか？」

「あのクソオヤジが作ったんなら、人なんて誰だれも集まらないさ」

　紗英が苦笑し、一転顔を引き締しめた。

「遠い昔から、あったんだよ」

「遠い昔から？」

「そうさ。竜が、まだこの世界に居た昔から、竜に対たい抗こうする組織としてあったんだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、紗英姉。竜が昔から居ただって？」

　慌あわてた零士に、紗英は微笑ほほえみ空を見上げた。

「そうさ。どこの国にだって、どこの地域にだって竜の伝説はあるだろ？」

「そりゃそうだけど……」

「遠い昔、確かに竜はこの世界にやってきていたのさ。人間を支配し、そして退治された。なあ、零士。竜は、なんでこの世界にやってくるんだと思う？」

「なんでって……そりゃ、この世界を支配したいんだろ？」

「なんで支配したいのさ」

「え……それは」

「この世界を支配するメリットがなけりゃ、連中だって侵しん略りやくなんてしてこないさ。それも、大昔から執しゆう念ねん深ぶかくね」

　紗英が言うことは分かる。人間同士の戦争なら、資源や歴史的怨えん恨こんなど幾いくつか思い浮うかぶ。戦争したいから戦争をするなんてことは、滅めつ多たにない。

　だが、相手が竜となれば全く想像が付かない。

「私はさ、竜と闘った。だから分かるんだよ。連中も、メンタリティはそう人間とは変わらないんだよ。目的があって、この世界に侵略してる」

「紗英姉は、その目的を知ってるって言うのか？」

「私じゃない、《クシナダ機関》いや、もっと古くからある《クシナダ》が知ってるのさ。かつての竜──ヤマタノオロチのおかげでね」

「ヤマタノオロチって、出雲いずもの？」

　零士が驚くと、紗英がニヤリと笑う。

「そうさ。スサノオノミコトが、生いけ贄にえのクシナダヒメを助けるために倒たおした竜、それがヤマタノオロチってわけさ」

「クシナダヒメ？」

「お、いいところに気が付いたじゃないか。そうさ、クシナダヒメこそが《クシナダ》の始まりってわけなんだよ。そして、クシナダヒメがヤマタノオロチに狙ねらわれた理由こそが、竜がこの世界を欲ほつしている理由だ」

「いや、ちょっと待ってくれ。女性が欲ほしい？　いや、そもそも伝説上の人でもう生きてないだろ」

　零士の疑問に、紗英がハァとため息を吐つく。そして、チラリと弓美香を見て辛そうな顔を作った。

「クシナダヒメを手て籠ごめにしたいとか、そんな低てい俗ぞくな理由じゃないんだよ。いいかい、竜が欲しているのは、この世界の法則なんだよ」

「ごめん、紗英姉。言っていることがさっぱり分からない」

「そりゃそうだろう。いいかい、《異則》を思い出してごらん。過程を経ずに、結果だけが具現化する力、それが《異則》だ。ガスもないのに火を吐はき、重力を無視して空を飛び、叩たたき直すわけでもないのに装そう甲こうを強化する。それが《異則》だろ？」

　その通りだ。奇跡と言ってもいいほど、《異則》はこの世界の法則とは異なっている。

「でもね竜は、元々《異則》を持ってなかった。あれは奪った、あらゆる世界を巡めぐってその世界の《異則》を奪ったものなんだよ」

「なら、竜はこの世界の法則を奪おうって言うのか？」

「ちょっと違うね。いいかい、竜は過程を無視して結果を具現化出来る。でもね、逆に言えば竜は過程を知ることが出来ないんだよ。言い方を換かえれば、私達は過程を知ることが出来るんだ」

「過程を知ることが出来る？」

　どうにもピンと来ないで、零士は小首を傾かしげてしまった。

「そうさ。だから私達は、過程を変えることで新しい結果を生み出すことが出来る。それが、この世界の支配者である人間の力なのさ」

「ええと、技術を進化させることが出来るってわけ？」

「そうだね、この世界だけが真理に近づける、過程が必要だけど結果を使い放題って言ってもいいね。私達は、温度がどうして高くなり低くなるかを分子運動で知ることが出来たし、知ったからこそ操あやつることも出来る。いや、原子、素そ粒りゆう子しと世界を知り、知ったことで干かん渉しようすることが出来る。でもね、結果しか知ることが出来ない竜には、それが出来ないんだよ」

「教えてもらっても？」

「そうさ。《竜殻ドラクーン》も、元々は竜が人間に作らせたものだしね」

　紗英が断言する。

「そして竜にとって厄介なことに、私達のこの知る力は《異則》じゃない。だから奪えない」

「なら連中は何がしたいんだよ」

「この世界の支配者になりたいのさ」

「人間を滅ほろぼして？」

「違う」

　紗英が首を左右に振ふる。

「この世界の法則を書き換えるのさ」

「は？」

「この世界の法則を知る、つまり観測出来るのは、法則にそう書かれているから。竜りゆうはそう考えたんだよ。だったら、法則を見て知ることが出来る人間に、法則を書き換えさせればいい。そう竜は考えたんだよ」

「そんな無茶な」

「そう無茶さ。でもね、竜は考えたんだよ。《異則》を奪うばう力を持つ自分達と、《異則》を産む法則を知ることが出来る人間、その混血ならどうだろうってね」

「な……」

「世界中で竜は手当たり次し第だい、女性をさらって混血を作った。おかげで、《竜因子》を持つ人間が世界中にいるわけだ。そしてヤマタノオロチもそうさ、私も零士も、その血を引いてるってわけだ」

　紗英の言葉に、零士は思わず自分の掌を見てしまった。この中に、ヤマタノオロチの血が流れている、竜の血が……。

「そしてとうとうヤマタノオロチは、法則に干渉するだけの意志の力を持った混血児を生み出したってわけだ。それが、クシナダヒメだ」

「でも、ヤマタノオロチは倒されたんだろ？」

「そうさ。ヤマタノオロチの子供達によってね。他ほかの竜達も似たようなものさ。みんな、自分達がばらまいた自分達の血によって滅ぼされた。何しろ、薄まりまくった私達と違ちがって、混血したばかりの人達だからね。まあ、その後にクシナダヒメと竜の血を受け継つぐ人々──《クシナダ》の者が竜の結界《異則》を調べあげ、その成果からクシナダヒメが法則に干渉して世界に結界を張り、竜から守まもったってわけ」

「結界を？」

「そうよ。クシナダヒメも、そしてその直系の子孫達も、ずっと結界を張り続けてきたの。ヤマタノオロチに与あたえられた強大な意志の力──竜に匹ひつ敵てきする《竜因子》を使ってね」

　と、今までただ聞くだけだったクラヒメが、紗英の隣に降りてきた。

「儂わし達は、長年にわたって結界を壊こわそうとしてきた。そのために、また新たな世界へ行き《異則》を集めもしたのじゃ」

「わ、儂達？」

　思わず繰くり返した零士に、クラヒメが微笑み話を続ける。

「そしてついに、十八年ほど前に結界に穴を穿うがつことに成功した。儂と妹のタカヒメが、この世界に先せん遣けん隊たいとして派は遣けんされたのもその時じゃ」

「ちょっと待ってください。どういう意味ですか、クラヒメ様。そもそも、タカヒメって俺の母さんなんだし」

「言ったであろう。儂はお主の伯母おばだと」

「それは聞きましたけど、そこじゃなくてっ。今の話だと、まるで、その……」

「儂とクラヒメが、竜のようじゃと？」

「……………………はい」

　クラヒメの言葉に頷くことは、とても勇気が必要だった。このまま話を続けてしまえば、聞きたくない事実が出てくる。そのことが、分かってしまう。

　それでも、零士は静かに頷いた。

　薄うす々うすと、その事実は感じていたことでもあるのだ。

「その通りじゃ。儂も、タカヒメも、竜じゃ。つまり、お主は竜と人間のハーフということじゃな」

「やっぱり、そうなんですね」

「そうじゃよ。故ゆえに、獣吾も真一郎もお主に期待したわけじゃ。そして、《竜殻ドラクーン》を自然と使いこなすのも、そのおかげじゃな」

「なんとなく、そうは思っていましたけど……」

「ほらほら、零士。そんな深刻な顔をしない」

　紗英が、ピンッと指先で零士をはじいた。

「紗英姉……」

「残念ながらお母さんは、私と零士で違うけどお父さんは同じなんだからね。アンタが私の弟であることは、何一つ変わってないさ」

「そうだね、ああ、そうだ」

「それに、アンタが弓美香ちゃんを護まもらなけりゃいけないことも、同じだろ？」

　言われて、零士は慌てて弓美香に振り返った。すると、弓美香がニコリと笑ってくれる。それは、彼女にとっても零士が何も変わらないと言ってくれたのと同じだ。

「弓美香ちゃんは弓美香ちゃんで大変だしね」

　紗英の言葉に、慌あわただしく零士はまた向き直る。

「クシナダヒメの結界が破れたことで、弓美香ちゃんは二代目クシナダヒメとして産まれたのさ」

「ちょっと待って。どうして弓美香先せん輩ぱいだけがクシナダヒメなんだ？」

「一つは、弓美香ちゃんがクシナダヒメの直系の子孫だってことだね」

「でも、今までだって子孫は……」

「今まではクシナダヒメが張った結界があったからさ。クシナダヒメの《竜因子》は、直系一人に受け継がれてきた。でもね、結界を維い持じするために《竜因子》を受け継ぐと同時に、その力の全すべてを結界に献ささげてきたんだよ。だから、結界が壊れたことで弓美香ちゃんは、クシナダヒメの《竜因子》の力を全て受け継ぐことになってしまったってわけさ。ま、壊したのはクラヒメ様達だけどね」

　クラヒメが、紗英をジロリと睨にらんだ。

「儂に壊す力なぞないわ。皇コウ竜リユウとタカヒメの力よ。それに、その責任を感じてタカヒメは竜将ハイドラゴンと闘たたかい死に、生き残った儂もクシナダの結界の代わりに己おのが手で結界を張り続けておった」

「分かってますよ。でも、弓美香ちゃん。今までの話に間ま違ちがいはないだろ？」

　紗英が呼びかけると、弓美香はそっと自分の胸をかき抱いだいた。静かに目を閉じてから、一度深い深呼吸をする。

「紗英様の仰おつしやる通りです。私の中にはクシナダヒメから受け継いだ、世界の法則に干渉する力が眠ねむっています」

　弓美香の言葉を聞きながら、零士はふと思った。法則を好きに変えることが出来るのであれば、自分達を強く、もしくは竜を弱くすることも出来るのではないだろうか。いや、そもそも竜がこの世界に来ることが出来ないようにも出来るはずだ。

　まるで神のように、多くの奇き跡せきを起こせるのではないだろうか。

　すると、零士の疑問を察したのか弓美香が力なく首を左右に振り、きっぱりと否定の言葉を発した。

「零士くん、私の力は使ってはいけないのよ」

「使ってはいけないって、どうして？」

「人の命を、大勢の人の命を吸うことになるからよ。百万、千万の人々の命を献ささげて初めて、法則に干渉出来る。そういう類たぐいのものなのよ」

「もっとも、獣吾のクソオヤジは最後の最後には、そうするつもりだったみたいだけどね」

　弓美香の言葉を引き継いで、紗英が苦く言う。

　と、クラヒメが零士の肩かたを摑つかんだ。

「弓美香とお主をのぞけば、損得勘かん定じようじゃ。竜が現れた時に大勢の犠ぎ牲せい者しやが出る。その数と、法則に干渉する際の犠牲者、どちらが多いかじゃ。そもそも、再度現れる竜を倒たおせるかどうかもあるがの」

　クラヒメの言い方に、零士は何か嫌いやなものを覚えた。

　当事者である弓美香だけではなく、なぜ自分も除外対象なのか。

　弓美香を護るという自分の誓ちかいに、それはもしかして何か関かかわるのではないだろうか。

「ふむ、勘かんが良いな」

　苦い顔をした零士を見て、クラヒメが軽く肩をすくめた。

「法則に干渉すれば、弓美香の魂たましいは雲うん散さん霧む消しようする。おそらくは、体も崩ほう壊かいするであろうな」

「なっ」

「神の真似まね事ごとをするのだ、当然であろうよ。故に、お主らには得はない、損しかないというわけじゃ」

「弓美香先輩は、このことをっ」

　慌てて弓美香を向くと、彼女は静かに頷うなずいた。

　そして、笑う。

「知っているわ。そして私も、竜を倒す術すべがなくなった時、被ひ害がいが多く出るところまで追い込まれた時に、決断をする覚かく悟ごはしているのよ」

「そんなっ、自分が死ぬっていうのに？」

「大勢の人を巻き込むのだから、むしろ死は救いよ」

「救い？」

「ええ、大勢の人の命を吸って世界を救った後、私はその罪に耐たえる自信はないもの」

「それは……」

　必要なこととはいえ、百万千万の命を奪うという事実は、今の零士には想像も出来ない。きっと弓美香にも想像出来ないだろう。

　ただ一つ、それが重すぎるほどに重いだろうということ以外はだ。

「でもね、零士くん」

「は、はいっ」

　弓美香に名前を呼ばれて、零士は思わず背筋を伸のばした。

「難しく考えることはないのよ。要は、竜を倒してしまえばいいだけなのだから」

「そ、それはそうですけど」

「そして、私は零士くんを信じているもの。だって私を護ってくれるんでしょう？　だったら、竜を倒すしかないじゃない」

　弓美香が明るく、とんでもないことを言う。

「…………な、なるほど。それはそうですよね」

　思わず頰ほおを搔かいた後、零士は苦く笑しようと共に頷いた。

　弓美香が言う通りだ。竜さえ倒してしまえば、それで全ての問題は解決なのだ。

　そして、弓美香を護ることと、世界を守ることが重なることは、零士にとっても願ったり叶かなったりだった。

「やれやれ、軽く言ってくれるね」

「ま、若さじゃな」

　紗英とクラヒメが苦笑する。

「クラヒメ様、実際のところ竜の動向はどうなのですか。クシナダヒメの結界が壊された後、《屠竜戦争》の終結と同時に張ったクラヒメ様の結界もまた、もう破れてしまったのでしょう？」

　弓美香の問いに、クラヒメは少し唇くちびるを尖とがらせた。

　竜ではあるが、その仕草もあって少女にしか見えない。

「破れたのではないぞ。儂が自ら、結界を解除したのじゃ」

　零士はそれを聞き、思わず唇を嚙かみ締しめた。

　結界機に入り結界を張っていたクラヒメが、その中から出てきたのは、零士が真一郎に敗れたからだ。零士と弓美香を助けるために、クラヒメは結界を解除するリスクを冒おかしてでも、真一郎の前に立ったのだ。

「零士、そう気に病やむでない」

　クラヒメが優やさしく言う。

「結界は、どうせ保もってあと一年といったところだったのじゃ」

「壊されそうだったんですか？」

「そうではない。儂の力が、保ってあと一年だったのじゃ。世界を包み込む結界というのは、とてつもない力を消しよう耗もうするものじゃ。代々、この結界を作ってきたクシナダの血統には正直、驚おどろかされるの」

　クラヒメが、コキコキと首と肩を鳴らした。正直、あまり少女の姿には似つかわしくない仕草だ。

「で、クラヒメ様。弓美香ちゃんも聞きましたけど、竜はいつ頃ごろこっちにやって来そうなんすか？」

　紗英の言葉に、クラヒメがハァとため息を吐つく。

「そうせかすな。結界機から儂が出たとはいえ、結界は即そく座ざに雲散霧消するようなものでは、ない。あと三日は形を残しているであろうよ」

「三日……。はぁぁぁぁ、今から何か出来る時間はないってことじゃないすか」

　紗英が、ボリボリと髪かみの毛けを搔き毟むしる。

「紗英姉、ベイオウルフは？」

　対竜同盟ベイオウルフ、各国が竜と闘うために作り上げた軍事組織だ。今こそ、その働き時と言える。

　が──。

「大混乱で全く当てにならないね」

　紗英が呆あきれた様子を隠かくそうともせずに言う。

「ボーマン元げん帥すいは行方ゆくえ不明、あげくに本部は壊かい滅めつさ。右う往おう左さ往おうどころか、空中分解してやがる」

「本部が壊滅？　紗英様、何があったんですか？」

　弓美香が思わず身を乗り出すと、紗英の代わりにクラヒメが口を開いた。

「参さん謀ぼう長ちようのザハールじゃ。あやつがぶち壊こわしおった」

「壊すって……」

「一人で暴れてな。本部の軍は、壊滅したそうじゃよ。ザハールたった一人に太刀たち打うち出来ずにの」

「もしかして……」

　紗英の呟つぶやきに、クラヒメが頷く。

「竜槍師団と通じていると獣吾は考えておったが、大外れじゃったのよ。ザハールめ、竜槍師団のスパイどころか親玉じゃった」

「親玉って神真一郎なんじゃ？」

　零士は、《竜殻ドラクーン》を纏まとった真一郎の姿を思い起こした。獣吾のように盛り上がった筋肉ではなく、引き締まった精せい悍かんな肉体、そして鋭するどい眼光──静かだが、抜ぬき身みの刀のような印象だった。

　まさに、武装集団、しかもテロリストとすらいえる竜槍師団を率いるに相応ふさわしい男だ。

「竜槍師団の師団長は確かに真一郎じゃ。いや、竜を畏おそれ敬い平ひれ伏ふす人間、信しん奉ぽう者をまとめている男でもあるの。じゃがな、信奉者だからこそ、真一郎の上には本当の親玉がおるであろうが」

「おるであろうがって……」

「まさか、クラヒメ様」

　首を傾かしげた零士の隣となりで、弓美香が硬こう質しつな声を上げる。

「さすがは優等生じゃな。落ちこぼれとは違ちがうようじゃ」

「入試成績悪くてすいませんね」

　深刻な話の最さ中なかなのに、思わず拗すねた声を上げてしまった。

「ま、成績など今は何の関係もないからの。じゃが、弓美香が想像した通りよ。ザハールは、竜じゃったのよ」

　竜、人類の敵、《屠竜戦争》で世界から追放した存在、そして今、忍しのび寄りつつある脅きよう威い。

　その竜が、既すでに世界に存在している？

「零士、そこまで驚くこともあるまい。現に、目の前のこの儂わしも竜じゃからな」

　クラヒメが苦笑する。

「そ、そうは言っても……」

「ま、儂は結界を破は壊かいした直後に、物もの見み、先せん遣けん隊たいとして妹のタカヒメとこの世界に派は遣けんされたわけじゃが。ザハールめは、おそらくは儂の力が弱まっておるここ数年の間に、儂自身が気が付かなかった結界の綻ほころびから侵しん入にゆうしたのであろうな」

「であろうなって、それって完全にクラヒメ様の失態じゃないすか」

　紗英の突つっ込みに、クラヒメが唇を尖らせる。

「失態などではないわ」

「じゃあ、なんすか」

「お茶目じゃ」

「なっ、クラヒメ様……」

「冗じよう談だんじゃ、冗談。実際のところ、綻びから侵入される危険性は獣吾と既に話し合っておった。綻びを予見して、《クシナダ財団》が《竜鱗機プラウダー》を派遣したりの。実際、竜の侵入自体は何度か儂らも確かく認にんしておる。じゃが、その多くは儂らが見つける前に真一郎によって狩かられておる」

「竜槍師団の師団長がですか？」

　零士が尋たずねると、クラヒメがしっかりと頷いた。

「そうじゃ、竜が持つ《異則》を簒さん奪だつして自分の物とするためにな」

「どういうことですか」

「もちろん、竜を倒すためじゃ。真一郎は、竜を滅ほろぼすために闘たたかっておる。竜に近づいたのも、そのためじゃ。竜を知り、竜を滅ぼすつもりよ。竜を遠ざけることで人間を護ろうと考えた獣吾とは、真逆じゃの」

「だ、だったら、竜が現に迫せまった今は、俺達と神真一郎が闘う意味がないんじゃ……」

「の、はずなのじゃがな。真一郎め、己おのれ一人でどうにかなると思っておる」

　紗英が、舌打ちする。

「そーいうのを、無理無茶無む謀ぼうってんですよ。確かに、十年前より遥はるかに強くなってますけどね、とてもとても竜を一人で滅ぼすだけの強さはないでしょうが」

「儂もそう思っておる。じゃが、儂が感じたところ、三日前の襲しゆう撃げきな、あの時の真一郎はまだまだ多くのものを隠しておったと見るぞ」

「手を抜かれたってんですか」

「さてな。そもそも結界を壊すために、結界機を破壊することが奴やつの目的であったからな。儂が結界機から出た段階で、一つ目的は果たしたのであろうよ」

「弓美香ちゃんを亡なき者にするって目的は？」

「事のついでかの」

　あっさりとクラヒメが言う。

　その時だ。

　ドンッと地下から突き上げるように大地が揺ゆれる。

　零士が紗英を、弓美香がクラヒメを抱かかえて、慌あわてて飛び立つ。

　その視線の下もとで、瓦が礫れきが激しい音を立てて崩くずれていく。

「ふむ。これは儂の失態じゃな」

　啞あ然ぜんと見下ろす零士達に、クラヒメが低く呟いた。

「まさか!?」

「そのまさかじゃ、紗英。なけなしの結界が、引き千切られようとしておる。放ほうっておけば数日で消えるものを、随ずい分ぶんとせっかちじゃな」

　そこで言葉を切り一いつ瞬しゆん考え込むと、クラヒメは紗英に指示を飛ばした。

「紗英、全生徒、全職員を臨時司令所に集めるのじゃ」

「学園を取り囲んでる竜槍師団はどうすんすか！」

「無視じゃ。真一郎にいかほどの自信があろうとも、竜が出てくれば竜槍師団など気にしておれん。よいか、おそらくは竜の支配者皇竜が自ら来るはずじゃ。奴自身も、そして奴を護まもる竜将ハイドラゴン達も、《屠竜戦争》の竜将ハイドラゴンを超こえる強さなのじゃぞ」

「…………合点承知」

　息を吞のんだ後、紗英が強く頷うなずく。

「零士、放しておくれ」

「紗英姉？」

「《竜殻ドラクーン》を私も纏まとうのさ」

「でも、まだ怪け我がが」

「そうも言ってらんないだろ。お姉ちゃんに抱だきついていたい気持ちは分かるけどね」

「なっ……わ、分かった」

　自分でも一瞬顔が赤くなったのを自覚しつつ、零士は紗英を空中で解き放った。

　目の前で、紗英が零士と似た薄うすい装そう甲こうで身を包んでいく。違うとすれば、その銀色に輝かがやく零士とは異なり、赤く輝き、まるで炎ほのおを纏っているかのようだ。

「零士、弓美香ちゃんとクラヒメおばさんを頼たのむよ」

「だ、誰だれがおばさんじゃ！　今のは明らかに、年とし増まの響ひびきがあったぞ！」

　抗こう議ぎの叫さけびを上げたクラヒメに紗英はニヤリと笑い、各部隊に指示を出しながら飛び去っていった。
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　突き上げるような衝しよう撃げきが、何度も何度も続いた。

　瓦礫が高く高く跳はね、崩れ落ちていく。瓦礫は互たがいにぶつかり、砕くだけ、粉々となり、やがてもうもうとした砂すな埃ぼこりへと変わった。

　一面に立ち籠こめる砂埃が突とつ然ぜん収縮し、渦うずを巻き、天へと昇のぼっていく。

　深い深い穴がある。

　かつてクラヒメが眠ねむりについていた結界機があった穴だ。

　その穴から、五人の男が姿を現した。

「此これが根源世界か？」

　金色の《竜殻ドラクーン》を纏った大おお柄がらな男が、周囲を見回した。その周囲の宙に浮うく男の一人が、頭を下げる。

「御ぎよ意い」

　大柄ではあるが、やや手足が短く丸い印象を受ける。纏う《竜殻ドラクーン》は漆しつ黒こくで、輝くことすらしない。

「ザハールの野や郎ろうめ、出で迎むかえもなしかよ」

　鮮せん血けつのような赤い《竜殻ドラクーン》を纏った男が、吐はき捨すてるように言う。

「お主も赤せき竜りゆうの称しよう号ごうを持つのだ。もう少し、言葉遣づかいに気をつけるがよかろう」

　マリンブルーの《竜殻ドラクーン》が、赤竜と呼ばれた男を見もせずに呆れ声を上げた。

「はっ。悪いが青せい竜りゆう、俺は実力で皇竜様から赤竜を頂いたんだ。言葉遣いなんて知るかよ」

　赤竜の言葉に、青竜が大おお仰ぎようにため息を吐く。

「やれやれ、野や蛮ばんなことよ」

「ああっ!?」

「…………………………黙もくせ」

　白い《竜殻ドラクーン》が、ゴキゴキと指を鳴らし、殺気を周囲に放った。その気配に、赤竜と青竜が一瞬、体を震ふるわせ共に息を吐いてから、口を噤つぐんだ。

「白はく竜りゆう、陛下の御おん前まえで殺気を放つのはよさんか」

　漆黒の《竜殻ドラクーン》が言うと、白竜と呼ばれた男は黙だまったまま頷いた。

「黒こく竜りゆう、よい。余は気にならぬ」

　金色の《竜殻ドラクーン》の言葉に、黒竜は静かに頭を下げる。

「陛下、未いまだ結界の完全破壊には至っておりません。現状、結界に穴を開けてこちら側に侵入するだけの力がある竜は、我ら五名のみ。その間、陛下をお守りする者は我ら四竜と、既にこちらに送り込んだザハールら竜将ハイドラゴン、そして信奉者なる奴ど隷れいからなる竜槍師団のみ。その戦力の中ちゆう核かくたる、我ら四竜には仲なか違たがいなど許されぬことにて」

「黒竜よ、其その方ほうは余の力を侮あなどるか？」

　瞬しゆん間かん、大気が振しん動どうする。ビリビリと大地もまた震えた。

「め、滅めつ相そうもありません」

　頭を下げた黒竜を見ることなく、皇竜は一点を見つめた。

「裏切り者の気配ぞ。余が世界の支配者となる前祝いに、あの女め狐ぎつねめの首が見たい」

「皇竜様、その役目、俺に頼む」

「何を馬ば鹿かなことを。処しよ刑けいは是ぜ非ひ、この青竜めにお任せください」

　赤竜と青竜が皇竜の前に、先を争いながら出る。

　すると皇竜は、黒竜をチラリと見た。

「御意。二人とも、この場所は猿さる共が我らに刃は向むかう根こん拠きよ地だ。何かしらの準備が為なされていてもおかしくない」

「それがどうしたってんだよ、黒竜のおっさんよ」

「強者とは弱者にも油断はせんということだ。赤竜、青竜、共にクラヒメの下に行き、そっ首を陛下の前に献ささげるがいい」

「赤竜と？　はぁ、やれやれ気が重い」

「それは俺の台詞せりふだってんだ」

　青竜が大おお仰ぎように頭かぶりを振ふり、それを赤竜が睨にらんだ。

　と、ほぼ同時に二人は大きく息を吐き、顔を上げ、その後で恭うやうやしく皇竜に頭を下げる。

　そのまま猛もうスピードで後方へと飛び、クルリと猫ねこのように体勢を直して去って行った。
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「いかぬな」

　クラヒメが、臨時司令所で呟つぶやいた。

　臨時司令所、と言っても《竜鱗機プラウダー》を収容整備し、使用者に装着を行うガントリーが無数に置かれた巨きよ大だいなハンガーに過ぎない。

　中央部に幾いくつかのコンソールと椅い子すがあり、スタッフが慌ただしく走り回っている。

「コニー、状じよう況きようを報告せい」

　パイプ椅子の上であぐらを搔かいたまま、クラヒメは傍かたわらに立っているコニーに声を掛かけた。

「はい。三年生の部隊は、ベイオウルフの混乱に巻き込まれていて、まだ帰き還かんの目め処どが立っていません。一年生、二年生は先の竜槍師団の襲撃で、六名の戦死者が出ています。重傷者七名は既すでに学園から避難済みです。残る全機はオーバーホールが終わっています」

　二年管制科のコニーが、手に持った電子ペーパーに目を走らせててきぱきと答える。彼女のクラスメイト達にも戦死者が出ているが、少なくとも声は平静を保っている。

「紗英は既に学園の人員を全員集めたのじゃな」

「はい。ここに全員集まっています」

「うむ。戦力としては百八十七の竜鱗機プラウダーか。十分に、人間側の戦力になる数字じゃの」

「しかし、一年生はまだまだ訓練が」

「分かっておる。やはり三年や、財団の部隊との連れん携けいが必ひつ須すじゃな」

　ぴょんとクラヒメがパイプ椅子から飛び降りて、コンクリートの床ゆかに立つ。

「もっとも獣吾のおかげで、財団の部隊にもかなりの被ひ害がいが出ているようじゃがな。さてじゃ」

　クラヒメがコンソールを弄いじり、コニーの電子ペーパーにデータを送信する。

「クラヒメ様、これは？」

「撤てつ退たい場所じゃ。おそらく三年も、財団の部隊もここに向かうはずじゃ」

「学園ではなくてですか？」

「うむ。何しろ、まもなくここは竜の手に落ちるしな」

「何をっ」

「そのままの意味じゃ。コニー、直ちに撤退の準備を開始せい。今後の指揮は、弓美香に任せる。非戦せん闘とう員もしっかりと撤退先に連れて行くのじゃぞ」

「クラヒメ様は？」

　コニーの問いに、クラヒメは目を閉じた。

「昔なじみに会わねばならんのでな」

　そう言うと、ハンガーの中を外へ向かって歩き出す。その背を慌あわてて追おうとしたコニーを、片手で制する。

「お主は、お主の仕事を急げ。もう、時間がない。今は一分一秒が宝石よりも貴重じゃぞ」

　その声の響きに、コニーは逆らえない重さを感じた。そして、クラヒメの背に悲ひ壮そうな覚かく悟ごを感じてしまう。

「……分かりました」

　頷き、コニーは弓美香との回線を開いた。そして矢や継つぎ早ばやに状況を説明し、クラヒメの命令を説明していく。

　その様子を背中で感じながら、クラヒメは満足げに頷いた。

「一人でどうにかなりますか？」

　いきなり、竜りゆう崎ざき忍しのぶが声を掛けてきた。一年生が学園長に取る態度とは到とう底てい思えない気楽さでだ。

「なるほど、そういうことじゃったのか」

　クラヒメが、立ち止まることなく、答えになっていない答えを返す。忍はその答えに苦く笑しようしながら隣となりに並んだ。

「まあなんです。健けん闘とうを祈いのってますよ」

「ほう、意外じゃな」

「なあに、俺としてももう少し零士達に付き合ってたいんで」

「儂わしからは言うことがあるとすれば、一つじゃな」

「伺うかがっておきましょう」

「あまり零士と弓美香を悲しませぬようにな」

「………………胸に留めておきますよ」

　足を止めて、忍はクラヒメの背中に小さく頭を下げた。

　クラヒメはもう何も言わず、大きく息を吸い、吐いた。そして吸い、力を込こめる。

　一歩踏ふみ出すごとに、体が成長していく。学園内でも、弓美香ですら敵かなわない豊満な体を持った、成熟した女性へと変わっていく。
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　巫女みこ服は輝き、クラヒメの体を光で包み込んでいく。

　金色に輝く薄い装甲が、その豊満な肉体を包み込んだ。

「研究のために色々と弄ったが、まあ、平気であろうよ」

《竜殻ドラクーン》を纏まとったクラヒメは、ハンガーから外に出て空を見上げた。

　二人の竜が、腕うでを組んで飛んでいた。
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「へぇ、自分から出て来やがったぜ」

　赤竜が、青竜をからかうように言う。

「好都合というだけだろう」

「いやいや、逃にげられないようにクラヒメだけを、どうやって誘おびき出すか考えていたのに、ご愁しゆう傷しよう様さまってだけさ」

「陛下のために万ばん全ぜんの策を考える。そのことのどこが悪いと言うのだ」

　青竜が、苛いら立だたしそうに話す。

「万全の？　無む駄だの策の間ま違ちがいじゃねぇか」

「どうやらお主は、喧けん嘩かを売っているようだな」

「へ、てめぇにならいつだって喧嘩を売ってやりたいし、買ってもやりてぇがな。今は、別だ。まずは皇竜様がご所しよ望もうの首を狩からねぇとな」

「悔くやしいがその通りだな。では、雑魚ざこを血祭りにあげるとしよう」

　言うや否いなや、青竜は両手の先から鞭むちを伸ばした。隣では赤竜が、直刀を抜ぬく。

　クラヒメは、前方の空間で指先を横一いち文もん字じに動かす。すると、じわりと一本の槍やりが姿を現した。

　その柄を握にぎり、赤竜目掛けて一直線に飛ぶ。

「ははっ、俺との勝負が望みってのか！　おい、青竜。手を出すなよ！」

　赤竜が高らかに笑う。

「良かろう」

　頷うなずいた青竜をチラリと見た後、赤竜がクラヒメに正面から突つき進んだ。

「一対一とは、なかなか男気があるではないか」

　クラヒメの言葉に、赤竜が笑う。

「戦士ってのは、そういうもんだろ！」

「よい覚悟じゃ！」

　クラヒメが槍を突き出す。その穂ほ先さきを赤竜が刀で弾はじく。刹せつ那な、クラヒメが槍を引き、再び突き出した。

「おっとっ！　なかなかの槍やり捌さばきじゃねぇか」

　赤竜の脇わき腹ばらを槍が、擦こする。

「何のこれからじゃっ」

　再び槍を突き出し赤竜が避さけた瞬しゆん間かん、

「大気の水よ！」

　空中に水の渦うずが無数に生まれた。

「なんだとっ!?」

「儂のことを甘く見過ぎじゃ！　儂とて、かつては竜将ハイドラゴンと呼ばれた身じゃぞっ」

　渦の中心から、赤竜目掛けて水が槍となって突き出した。

「この水圧に貫つらぬけぬものはないっ」

　ジュッ。

　水が蒸気となって、立ち消える。

「なっ!?」

「お前が竜将ハイドラゴンだっただ？　知るかよ、俺は皇こう帝ていを護まもる四竜だぜ？」

　赤竜の周囲が歪ゆがむ。あまりの高熱に、揺ゆらめくのだ。

「高熱系の《異則》じゃな！」

　クラヒメが、再び槍を突き出す。

「いいや、そうじゃねぇんだ」

　あっさりと、赤竜が片手で穂先を摑つかんだ。

　その手の中で、穂先がまるで自じ壊かいしたかのように砕くだけ散る。

「な……ヒヒイロカネじゃぞ!?　硬こう化かも施ほどこしておるっ」

　砕けた穂先を、クラヒメが呆ぼう然ぜんと見た。その瞬間だ。

「周囲への警けい戒かいがおろそかすぎるな。とても戦士とは呼べぬな」

　一本の鞭が、クラヒメの体に絡からみつく。絡みついた鞭から無数の枝が分かれ、瞬またたく間まにクラヒメの体を拘こう束そくしてしまう。

「なっ……一対一とっ」

　驚おどろくクラヒメに、赤竜と青竜が共に嘲あざけるように笑った。

「馬ば鹿かじぇねぇの、お前。勝ちゃいいんだよ、勝ちゃ」

「我らが優先すべきは何よりも、陛下のご命令よ。その前では約束など、ただのゴミでしかないな」

「お、おのれ腐くさり果てた連中め……ひあっ！」

　青竜がもう一本の鞭で、クラヒメを打った。

「良いか、二度は言わぬぞ。我ら《竜》を愚ぐ弄ろうすることは絶対に許さん」

「愚弄？　儂は愚弄などしておらんぞ。腐り果ててるのは事実じゃからなっ」

　青竜の鞭が、クラヒメを乱打する。

「ひっ……ぐっ、くぅっ……あっ、くっ……ひんっ……ああっ」

　悲鳴を堪こらえようとしても、クラヒメの口からどうしても声が漏もれる。青竜はその姿に、顔を歪めて笑った。舌なめずりをし、さらにクラヒメを打っていく。

「ククッ、我が鞭は《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうの上からでも、響ひびくであろう」

「ったく、楽しむのはいいけどよ。ほどほどにして、さっさと首を皇竜様に持って行こうっての」

　赤竜が呆あきれながら提案した。だが青竜は、鞭の動きを一いつ瞬しゆんたりとも止めることなく答える。

「待て。この痴しれ者ものは、我ら《竜》にまだ謝罪しておらん。その言葉を聞くまでは、楽にしてやらん」

「うっとり顔で言う台詞せりふじゃねぇっての。ったく、素す直なおに俺に殺されてれば楽だったってのによ」

　鞭むち打うたれるクラヒメを見つつ、赤竜は興味なさそうに大きな欠伸あくびを一つしたのだった。
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　惨さん状じようは、《竜鱗機プラウダー》と《竜殻ドラクーン》の視界からもハッキリと見えた。

「クラヒメ様……」

　弓美香が唇くちびるを嚙かんだ。彼女の下もとでは、学園の非戦せん闘とう員を乗せた最後のトラックが出て行くところだ。

「零士、助けに行こうよ！」

　リタ・ベラスケスが、零士の後方から叫さけぶ。

　弓美香を隊長にして、零士、リタ、竜崎忍、エミリー・グラントの五人が撤てつ退たい作戦の殿しんがりだった。

「私もそう思いますわ。このままでは、学園長が……」

　エミリーが、零士の隣に来て言う。

『ダメだね』

　無線が、入った。紗英からだ。

「紗英姉、なんで助けに行ったらいけないんだよ！」

　零士が叫ぶと数秒の沈ちん黙もくの後に、沈ちん痛つうな紗英らしくない声が響いた。

『クラヒメ様は、もうまともに闘たたかう力が残ってないんだよ。これから《竜》と闘う上で、もう戦力にはならないのさ。でもね、《竜》にとっちゃ違う。クラヒメ様本人には、《竜》の裏切り者としての価値がある』

「最初から自分を犠ぎ牲せいにして囮おとりに？」

　エミリーが震ふるえる声で言う。

「そうよ。クラヒメ様は、死ぬつもりであそこに残って下さったのよ」

　弓美香が、そう言って目を閉じた。

「で、でも、リタ達が援えん護ごすれば、撤退の時間も稼かせげて、クラヒメ様も一いつ緒しよに帰れるかもしれないんじゃっ」

『うぬぼれるんじゃない、リタ・ベラスケス。皇竜とその側近達を、人間がどうこう出来るわけないんだよ。じっくりと作戦を立てないとね』

　紗英の指し摘てきに、リタが視線を落とした。

『なにより、後々の反はん攻こうのために、今ここで零士と弓美香を失うわけにはいかないんだ。いいか、クラヒメ様の覚かく悟ごを無駄にしないためにも、さっさと撤退するよ。これは、クラヒメ様から指揮を引き継いだ、この私の命令だ』

　紗英が厳命した。その有う無むを言わせない響きに、零士は拳こぶしを握りしめた。肩かたまでもが震える。

　納なつ得とく出来るわけがなかった。

「零士くん」

　いきなり、弓美香が零士の目の前に現れた。

「ゆ、弓美香先せん輩ぱい」

「残ざん酷こくなことを今から言うわね」

「え……」

「零士くんが護ると誓ちかってくれたのは、この私かしら。それとも、クラヒメ様かしら」

「そ、それは……弓美香先輩、です。でもっ」

「でもは、なしよ。人は、時には選せん択たくしなければいけないのよ。そして選択は、何かを選ぶことであると同時に、何かを捨てることでもあるわ」

「弓美香先輩、俺は……」

「辛つらいことよね。私なんて、小さい頃ころからずっとクラヒメ様にはお世話になりっぱなしで、何一つお返ししてないもの。でも、クラヒメ様本人とクラヒメ様の決意であれば、私は決意を選ぶわ」

「……………………分かりました」

　零士は、言葉と決断を絞しぼり出したのだった。

『安心しなとは言えないけど、私も一つ手を打ってある』




　　　　※　　※　　※




「おい、青竜。いい加減にしやがれ」

　何度目かの欠伸をした後、赤竜が青竜に声を掛かけた。だが青竜はその言葉にも止まらずに、クラヒメを鞭打ち続ける。

　やや弱く打ち、クラヒメがなんとか悲鳴を上げずに耐たえた瞬間、より強く、しかも逆から打つのだ。堪たまらずクラヒメが「くあぁっ」と悲鳴を上げると、青竜は蛇へびのように長い舌を出して自分の唇を舐なめ回す。

　時にはより強くより強く連続で打ち、思う様に悲鳴を上げさせて楽しむ。

「ったく、いつまでやってんだ。何が楽しいのか、俺にはさっぱりだぜ……」

　ため息を吐つく赤竜に、青竜がようやく言葉を返す。

「野や蛮ばんなお主と違い、儂わしは芸術をたしなむのだ」

「芸術だぁ？」

「そうとも。美しい女を打ち、その悲鳴を好きに操あやつり楽器とする。これほど美しき楽器は他ほかにあるまいよ」

「……やれやれ、どっちが野蛮なんだか。だがな青竜、皇竜様をいつまでも待たせるわけにはいかねぇだろ」

　赤竜の指摘に、青竜の手が一瞬止まる。皇竜がいる方向をチラリと見て、それから青竜は息を吐いた。

「お主の言は聞くべきところ大だな。分かった。最後に腕うでの一つでも落として、最高の音を奏かなでて終えるとしよう」

「わぁったよ。さっさとすませろよ」

　赤竜が答えると同時に、青竜は自分の左鞭によって拘束され身動きが取れないクラヒメに舌なめずりしながら笑え顔がおを向けた。

「ククク、いい音を奏でてくれよ」

「ぐぅっ、どうやらお主、本物の変態のようじゃな」

　クラヒメが、痛みで紅潮した顔に精せい一いつ杯ぱいの嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「何とでも言え。芸術とは、他と異なるが故ゆえに美しいのだ。喜べ、お主のような平へい凡ぼんな竜をこの儂が、芸術に仕立て上げてやろう。その美なる悲鳴は、儂の中で永遠に生きるのだ」

　言葉と同時に、鞭がヒュンッと音を立てて空気を切り裂さいた。クラヒメが思わず目をギュッと閉じる。その表情は、学園長でも、戦士でも、竜でもなくただ痛みに怯おびえる女のものだ。

　その表情がより青竜を喜ばせる。

「ほぉれ！」

　バチンッ。

　大きな音を立て、鞭の先せん端たんが切り離はなされ、クルクルと回転しながら宙を舞まった。

　その様子を、青竜が呆然と見つめた。

　痛みが襲おそって来ないことに不ふ審しんを覚えたクラヒメが、恐おそる恐る目を開ける。その目の前を破は片へんとなった鞭の先端が、落下していく。

　と、クラヒメを拘束している青竜の左鞭に、強い光が当たり、バチンとまたもや断たち切られた。

　クラヒメを拘束していた鞭が、植物が枯かれるように力を失い、バラバラと落下していく。

「ちっ、光の《異則》か。隠かくれながら攻こう撃げきとは、乙おつなことをしてくれるじゃねぇか。だがなっ」

　赤竜が、開いた左手を天へかざし、握にぎった。

　冷気が一いつ瞬しゆん吹ふきすさび、霰あられが降り始める。コツコツと赤竜や青竜、そしてクラヒメに霰がぶつかる。

　そして、何もないはずの空中にも霰が当たり跳はねる場所が一点、あった。

「青竜っ」

「分かっている」

　青竜が切られた鞭を振ふるった。

　その過程で、切られた箇か所しよから無数の先端が生え、狙ねらった場所へ襲い掛かっていく。

「小細工はやはり、きかんか」

　男の声が響き、無数の鞭の先端が燃え落ちる。

　その揺ゆらめく空気の奥で姿を現したのは、《竜殻ドラクーン》を纏まとった真一郎だ。

「何故なぜお主が……」

　クラヒメの問いに真一郎は笑い、ショルダーアーマーを微かすかに揺らした。

「紗英の奴やつがな、お前が単機で足止めをすると教えてくれてな。まさか獣吾の奴が、紗英に連れん絡らく先さきを教えているとは思わなかったな。さてと……」

　真一郎が、クラヒメと赤竜そして青竜との間に入り、二機を睨にらんだ。

「俺の女に手を出した覚悟は出来ているんだろうな」

「ふ、古いことを言うでないっ」

　慌あわてたクラヒメが抗こう議ぎの声を上げる。

「俺が諦あきらめなかったのは、お前の力を吸い取って消しよう滅めつさせるあのクソ結界をぶち壊こわして、トカゲ共を全ぜん滅めつさせようとし続けていたことで、よおく知っているだろう」

　青竜が、赤竜の前へ出た。

「なるほど、お主が下僕共の頭かしらの神真一郎か」

「ザハールから、名前だけは聞いていたか。光栄だな」

「こちらから我らの世界に送れるデータは極小だったものでな、簡単な状じよう況きようしか分かっておらん。だが、それで十分であろう？　貴様ら人間などを相手にするのだからな」

「ハッ、十一年前をもう忘れたようだな」

　真一郎が長ちよう剣けんを初めて構えた。

「あの連中と、我らを比べてもらっては困るなっ」

　青竜の二本の鞭がしなり、左右から飛ぶ。

　長剣が閃ひらめき、鞭の先端がバラバラと切り落とされる。だが、その瞬しゆん間かんから再び伸のびて真一郎を襲う。

「なるほど、再生力の《異則》か」

「儂の力は無限よ！」

　無数の鞭がまるで包み込むように、真一郎へ呻りを上げて迫せまる。切っても切っても、続々と生えていくのだ。

「真一郎、もう一人がいくぞ！」

　クラヒメが叫さけんだ。真一郎の死角で鞭が左右に割れる。

「遅おそいっ、灰になりな！」

　勝ち誇ほこった赤竜の顔が、鞭の中から現れた。刀を振り下ろす。

　が、刀が何の手て応ごたえもなく真一郎を斬り裂く。微かに、真一郎の体が揺れて消えた。

「蜃しん気き楼ろうだとっ」

　いや、鞭の一本に触ふれて蒸発させる。

「なるほどな」

　赤竜の肩が、いきなり摑つかまれた。

「貴様ぁっ！」

　怒ど声せいと共に赤竜が振り返ろうとして、顔を苦痛に歪ゆがめる。

「ぐっ、ぐあぁぁぁぁぁぁっ、な、なんだこれはっ、俺の、俺の熱が止まらねぇっ」

「馬ば鹿かなっ。お主の力は、熱運動そのものではないかっ。なぜ冷やせぬ！」

　青竜が叫ぶ。

「分からねぇっ、コントロール出来ないんだっ……ぐっ、ぐあぁぁぁぁぁっ！」

　苦しむ赤竜の胸から、長剣の切っ先が突つき出た。

　口から血を吐き、赤竜が白目を剝むいて、痙けい攣れんし、そして一分も経たたずに絶命した。

「ば、馬鹿な……」

　呆ぼう然ぜんと青竜が呟つぶやく。

「簡単な話だ」

　真一郎が、赤竜の背中を蹴けり飛ばし、無造作に長剣を引き抜ぬく。そのまま、赤竜の亡なき骸がらは地上へと落下していった。

「俺は元々冷れい却きやく系の《異則》を持っていた。だから《異則》の相あい性しようが良くてな、労せずに奪うばえたわけだ」

「奪った……だと？」

　青竜の顔に、驚きよう愕がくと恐れが同時に広がる。

「なるほど、簒さん奪だつ者しやの簒奪者たる所以ゆえん、見させてもろうたぞ」

「こ、皇竜っ！」

　クラヒメが顔を上げて、擦かすれた声で叫ぶ。

　青竜の頭上に、三機の《竜殻ドラクーン》がいた。皇竜と、黒竜、白竜だ。

「この根源世界の法則を知覚出来る下等な猿さる共と、我ら奪う力を持つ竜の混血、その子孫共の下げ劣れつな力よな」

「陛下、我らの後ろにお下がり下さい。この真一郎なる男、いったい幾いくつの《異則》を奪ってきたのか分かりません」

　黒竜の進言に、皇竜が苦く笑しようする。

「結界の揺らぎに乗じて余が送り込んだ竜の数、それ以上の《異則》は奪っておらぬが道理よ」

「それは、さようですが……」

「それに人間は余らと違ちがい、《異則》を他者へ複製して渡わたせぬ。つまり、こやつをここで誅ちゆうせば、奪われた《異則》のほとんどが猿から消え去るということよ」

「御ぎよ意い。陛下がそこまで仰おつしやられるのであれば、拙せつ者しやに否いなやがあるわけありませぬ。ですが、その役目は我らにどうか御お命じ下され」

　黒竜の言葉を聞いた白竜が、拳こぶしを握りしめる。

　殺気が放たれ、真一郎の肌はだをヒリヒリと打った。いや、真一郎だけではなくその後ろに庇かばわれているクラヒメをも巻き込んでいる。

「真一郎、ここは……退ひくべきじゃろう」

「馬鹿を言え。せっかく、トカゲの親玉を倒たおす機会なのだぞ」

　振り返らずに、真一郎が答える。その視線の先では、皇竜が目を閉じて思案している。

「お主とて感じているのであろう。赤竜、青竜とあの三人は格が違う。いくらお主が、幾つもの《異則》を簒奪しているとはいえ、易やす々やすと奪い勝てる相手ではない」

「だが、他の竜将ハイドラゴンが現れてからでは厄やつ介かいだ」

「逆に考えい。《異則》を奪えるチャンスが増えるとな」

「………………分かった」

　渋しぶ々しぶと真一郎が頷うなずく。

「もっとも、逃にげ出すこともまた困難じゃがな」

　クラヒメの悩なやみに、真一郎は静かに首を左右にした。

「手は打ってある」

　そう答えると、真一郎は待機させていた竜槍師団に指示を出した。

『手て違ちがいがあったが、皇竜様は我らと謁えつ見けんして下さる』

　と、だ。

　一いつ斉せいに、周囲に伏ふせていた竜槍師団の竜鱗機プラウダーが集まってくる。みな、真一郎の子飼いではなく生きつ粋すいの信しん奉ぽう者達だ。

　真一郎と竜りゆうとの戦せん闘とうという事態を見た彼らの困こん惑わくが、瞬またたく間まに狂きよう信しん的な歓かん喜きに塗ぬり代わっていた。

　一斉に、親鳥に集まる雛ひなのように皇竜へ集まっていく。

　我先に、組織行動などなくだ。

　そこに真一郎がさらに追い打ちを掛かける。

『皇竜様は皆みなの力を試ためされる。めげずに向かうのだ』

　瞬く間に数機が、青竜の鞭むちで粉ふん砕さいされた。それでも、この言葉で怯ひるむ竜鱗機プラウダーは一機も見当たらない。

「真一郎、お主はっ」

　クラヒメの抗議を無視して抱だきかかえると、真一郎は飛び去った。

「…………所しよ詮せんは人間の裏切り者達だ。同情する必要など感じんな」







　二章







　皇コウ竜リユウの出現から十三日が過ぎた。

　初め、皇竜とその側近の四竜のみであった侵しん略りやく者は、徐じよ々じよにその数を増やして、今では百を数える竜がこちら側の世界に入り込んでいた。

　本来、竜と闘たたかうべき人間側の組織『ベイオウルフ』は、ザハールによる中ちゆう枢すう破は壊かいから未いまだ立ち直ることは出来ず、各国が独自に──といえば聞こえは良いがバラバラに──対たい抗こうして、次々に壊かい滅めつしているのが現状だった。

　確かに、十一年前の《屠と竜りゆう戦せん争そう》以降、人間が竜と闘うための術すべである《竜鱗機プラウダー》がその数を大いに増やし、各国の軍隊に配備されていた。それが、竜に対する備えではなく、同じ人間の国家間の備えであったとしても、確かに《竜鱗機プラウダー》はその数を増し、性能すら増していたのだ。

　だが、《屠竜戦争》において人間と闘ったのは六頭の竜将ハイドラゴンだった。そして竜りゆう倒とう五将と呼ばれる五人の英えい雄ゆうが居た。

　今、皇竜に率いられ各地で軍勢を殲せん滅めつしているのは、四竜と呼ばれる三頭の竜りゆう帥すいに率いられた百を数える竜将ハイドラゴンであった。

　次々と各国の軍勢は敗退し、殲滅され、やがて人々は逃げ惑まどうことしかしなくなりつつあった……。




　　　　※　　※　　※




「と、まあ状況は絶望的ってわけだ」

　霧きり雨さめ獣じゆう吾ごが、頰ほおの無ぶ精しよう髭ひげを指先で弄いじりながら、内容とは裏腹に吞のん気きに言った。

　その瞬間だ。

　グシャッと潰つぶれる音がして、水すい滴てきを撒まき散ちらしながら紙コップがその顔面へと飛ぶ。

「おいおい、汚きたないじゃねぇかよ。そもそも、物資だって余よ裕ゆうがあるわけじゃねぇのに、もったいねぇな、紗さ英え」

　紙コップをひらりと避よけた獣吾が、肩かたに掛かった水を払はらいながら苦く笑しようする。

「っざけんな！」

　叩たたき割るのではないかと思える勢いで、紗英が両拳をドンッと司令室の机に振ふり下ろした。

「ふざけてなんかいねぇさ。このクシナダ財団第二司令部に辿たどり着いたお前達に下った、理事長命令があるまで待機ってのも、俺が大おお真ま面じ目めに出した指令だよ」

「それが気にくわないってんだよっ。どうして、この私達が闘っちゃいけないんだ。一年、二年は分かるよ。確かにまだ未熟だ。でもね、ここには、十分に実戦経験を経た三年も、そして何より財団の本隊だっているんだよ！」

　再び紗英が、机を叩く。ミシリと、確かに机が悲鳴を上げたのを聞きながら、零れい士じは改めて現状を思い起こした。

　崩ほう壊かいした建たけ速はや学がく園えんに現れた皇竜達から、零士達は紗英に率いられてこの財団第二司令部へと逃のがれた。

　富士の青あお木きヶが原はら樹海の一角、溶よう岩がん流りゆうによって出来た巨きよ大だいな風ふう穴けつの奥にある巨大な地底湖に第二司令部は設置されていた。

　紗英達が辿り着いた時、第二司令部には既すでに三年生約四十と、財団の二百を超こえる《竜鱗機プラウダー》とその乗り手、そして千人近い財団の職員が収容されていた。そのほとんどが、学園が竜と闘うために育て上げた卒業生達だ。

　これだけの人数と《竜鱗機プラウダー》があれば、竜達に発見されそうなものだが、研究員達によれば、樹海の磁場だけではなく竜脈も関係して、この地は《竜りゆう因いん子し》による探知が極きわめて困難な場所らしい。

　当然、紗英はこの戦力を率いて打って出ようとした。

　一部戦力でも出しゆつ撃げきさせ、全く連れん携けいが取れないままに殲滅されていく各国の軍勢をまとめ、最低でも戦力を温存させたまま退たい避ひさせ、襲おそわれ逃げ惑う民衆の誘ゆう導どうなどを行おうとしたのだ。

　だが、そんな紗英の前に立ちはだかったのが、獣吾の待機命令だった。

　何より、この時になって初めて、獣吾が死んでいないことを紗英も、零士も、弓ゆ美み香かも知ったのだ。

　学園の人間、あのクラヒメにすら獣吾は知らせずに、独自に活動していたのだ。

「いいか、よく聞け。俺はザハールの野や郎ろうにまんまと騙だまされた時に初めて、真しん一いち郎ろうの野郎が学園に迫せまってることを知ったわけだ」

　獣吾が、少し宥なだめるようなトーンで紗英、いや、零士や弓美香にも話し出す。

「で、思ったわけだ。クラヒメの結界は、間ま違ちがいなく破は壊かいされるってな。何しろ、紗英、お前は今の俺より強いと思うが、真一郎には勝てねぇ。そうだろ？」

「…………悔くやしいけどね」

　紗英が、チッと舌打ちしてから頷く。

「クラヒメだってそうだ。たとえ結界機から出てきて本気を出しても、真一郎には無理だ。零士や弓美香は、問題外。俺は、そう判断した」

「零士は、対等にやりあったってクラヒメ様は仰おつしやってたけどね」

　揶や揄ゆするように紗英が言うと、獣吾がボリボリと頭を搔かいた。

「ああ、そこは俺の判断ミスだ。認める。だが、俺がそう判断したんだ。で、あれば、竜に備える態勢が必要だった。だから、世界中に散っていた財団の戦力を、まずはまとめることにしたんだよ」

「そんなの、メールでも電話でも、連れん絡らくすれば終わるんじゃ？」

　零士の疑問を獣吾は鼻で笑った。

「馬ば鹿か言えよ。ザハールの野郎は、ベイオウルフ上層部にまで食い込んでたんだぜ？　あっというまに盗とう聴ちようされて、先手を打たれるのが落ちさ。ことは極ごく秘ひ裏りに動く必要があったんだよ。だから、一いつ切さいの被ひ害がいなく、俺は戦力をまとめられた」

「でも小父おじ様、学園には物的だけではなくて、人的な被害も出ています」

　零士に代わるように弓美香が聞く。

　その答えは、獣吾からではなく紗英から出た。

「戦力として、天てん秤びんに掛けたね、アンタ」

「さすがは紗英だ。実戦をくぐり抜ぬけてきただけあるじゃねぇか」

「紗英姉ねえ、どういうことだ？」

　振り向いた零士に、紗英が唇くちびるを一度嚙かみ、それからゆっくりと話し出した。

「財団の戦士や職員、そして三年生の戦士達、彼らはもう育成が終わってる、そして経験を積んでんだよ。それに対して、学園の一年二年は、まだまだ未熟だ。このオヤジは、最弱は後回しにしたってわけさ」

「なっ……」

「おいおい、零士。そんな目で睨にらむなよ。俺だって心は痛んだんだ。それに、学園には紗英もクラヒメも弓美香も、おまけでお前もいたからな。どうにかなると、ま、そう踏ふんだんだよ」

「さっきは、俺が戦力にならないと判断したってのに？」

　後回しにされた人間として、正当な怒いかりが湧わいてくる。

「真一郎に勝つのと、逃げるのは違うさ」

　だが、獣吾は零士の怒りを飄ひよう々ひようと受け流してしまう。

「過ぎたことは、全部終わってから獣吾小父様を責めればいいのよ、零士くん」

　弓美香がポンポンと零士の頭を叩いた。

「弓美香先せん輩ぱい……」

「私はね、それよりも聞きたいことがあります、獣吾小父様」

「なんだ、弓美香」

「戦力は既に集結しました。そして、世界中で状じよう況きようを調べてきた獣吾小父様ももう戻もどりました。だのに、出撃許可が下りない、いいえ、その作戦すら立案されないのは、どういうことでしょうか。それとも私達は、ここが発見されにくいのをいいことに、ずっとここに閉じこもっていろと仰おつしやるんですか？」

　静かに、落ち着いた声だ。だが、だからこそ、凜りんとした弓美香の怒りが伝わってくる。さしもの獣吾も、その顔から飄々とした様子が消えて真顔になった。

「閉じこもっていたところで、いつかは見つかる。その時、俺達には勝ち目なんてないだろうな」

「私もそう思います。にもかかわらず、出撃しない理由をお聞かせください」

「誰だれも出撃しないなんて言ってないさ。ただ、他ほかの連中を助けるための出撃はしないって言ってるだけだ」

「どういうことでしょうか？」

「簡単な話さ。あの連中の戦力は、あてに出来ない。闘うのは俺達だけだ」

「それこそ、無む謀ぼうでは？」

　弓美香が、首を軽く左右に振る。零士も弓美香に同意見だし、紗英もまたそうらしく眉み間けんに皺しわを寄せている。

「もちろん正面切って闘おうなんて思わねぇさ。俺が考えているのは、結界機だ」

「結界機って、クラヒメ様が入っていたあのカプセルですか？」

　零士は、大人の姿のクラヒメの本体が眠ねむっていたカプセルを思い出した。彼女の言葉が本当ならば、クラヒメはあのカプセルの中で眠り、そして竜りゆうの侵しん入にゆうを阻はばむ結界を張っていたことになる。

「ああ、そうだ。あいつは、《竜鱗機プラウダー》の応用でな。結界機なんて言ったが、あの機械そのものには結界を張る機能はない。あれは《竜因子》のブースターになってる。結界そのものは、クラヒメが持っている《異い則そく》だったんだよ」

「ブースターってことは、あれを使えば強くなれるとか？」

「馬鹿いえ、零士。あれの中に入れば精神以外は眠りにつく。そんな状態で戦せん闘とうなんて出来るかよ。まして、全身を覆おおわれるんだからな」

　獣吾の言葉を聞いていた紗英が、ピクリと眉まゆを跳はねさせた。そして口を開きかけて、また押し黙だまった。その様子をチラリと獣吾は見て、話を続ける。

「本当なら、お前達が撤てつ退たいする時に持ってきて欲しかったんだがな。俺はてっきり真一郎に壊こわされたとばかり思ってたんだよ。紗英の報告を受けて、ようやくアレがまだ使えることを知ったってわけだ」

「フンッ、なんでも秘密にしてるアンタが悪いんだよ」

　紗英が吐はき捨てる。

「でも、あれは今いま頃ごろ瓦が礫れきの下なんじゃ？」

　零士が聞くと、獣吾がニヤリと笑う。

「瓦礫に押しつぶされるほど柔やわじゃねぇよ。掘ほり起こせば、問題なく使える」

「なるほど。でも、戦闘に使えないなら何の意味が」

「弓美香だ」

　獣吾が言った。

　そのたった一言が、零士の心に激しい痛みを伴ともなって突つき刺ささった。心臓が激しく動き、脳がカッと熱くなってくる。

　そんな零士の様子に気が付くこともなく、獣吾が話し続ける。

「弓美香が結界機の力を使えば、クシナダの結界なんてケチくさいレベルじゃない、もっと大がかりな法則の書き換かえが可能になる。それこそ、二度とこの世界にこれなくなるような強力な結界が張れるってわけだ」

　獣吾の言葉を黙って聞いていた弓美香が、静かに口を開いた。

「ですが、そのためには多くの人が生いけ贄にえとして犠ぎ牲せいになります。私の力を増ぞう幅ふくして大規模な書き換えを行うということは、それだけ生け贄の数も増えるということです。違いますか？」

　淡たん々たんとした口調だが、強い力が籠こもった問いかけだ。

　獣吾は、その問いにすぐには答えずに指先で頰ほおをポリポリと搔いた。

「力を振ふるうのは私です。私には知る権利があるはずです」

　弓美香が再度、問う。

　獣吾は軽く肩かたをすくめ、小さく息を吐いてから答えた。

「ああ、そうだ。お前には知る権利がある。そして何より、杵き築づき弓美香こそが俺達クシナダの頭であり、本来俺はお前に隠かくし事ごとが出来る立場じゃねぇ」

「分かっていただければ、よろしいのです」

　何一つ臆おくすることなく、弓美香は首しゆ肯こうした。

　それは、自分が獣吾の上にあることをはっきりとさせたのと同じだ。そして、それだけの責任を負うという宣言でもある。

「ちっ。強く育ちやがって」

　獣吾が忌いま々いましいと、髪かみを搔き毟むしった。

　弓美香を、責任感による恐きよう怖ふでこの問答から逃にげさせようとした、獣吾の魂こん胆たんがあっけなく潰ついえたのだ。

「仕方ねぇ、答えてやるよ。俺の見積もりじゃ、おそらく千万じゃ足りない。億に近い人間の、それも《竜因子》を持った連中の死が必要になるだろうな」

　獣吾の答えに、弓美香の顔がさすがに青ざめる。

「億……」

「クソオヤジ、そんだけの人数を集められると思ってるんか？　志願者なんてそういるわけないしな」

　紗英が、鋭するどく獣吾を睨んだ。

「ああ、志願者じゃ集まらねぇだろうな」

「なっ……まさか、強制的に集めるってんじゃないだろうなっ。大量虐ぎやく殺さつの片棒なんて担かつぐ気は、私にはないからねっ」

「おいおい、人聞きの悪いことを言うなよ。俺がそんなことをする人間に見えるか？」

「ああ、見えるね」

「ちっ、即そく答とうかよ」

　獣吾が舌打ちする。

「だがな、俺は本当に強制的に生け贄を集めようなんて思ってないからな」

「だったら、どう人数を集める気だよ。結界機があって弓美香ちゃんがいたって、生け贄が揃そろわないんじゃ意味がないじゃないか」

「なあに、俺達が集めなくったって生け贄は勝手に産まれるさ。何しろ、結界機のブーストがあれば生け贄対象は世界中だ。どこで死んでくれても生け贄になる」

「言ってる意味がわからねぇんだよ」

「………………もしかして」

　弓美香が、震ふるえる声を上げた。

「弓美香ちゃん？」

　怪け訝げんな顔を向けてきた紗英に、弓美香は少し息を整えてから言った。

「獣吾小父おじ様は、竜に殺される人々を生け贄にするつもりです」

「なっ」

　弓美香の推測に、紗英が息を吞のんだ。

「獣吾小父様の目もく論ろ見みが私には分かってきました。生け贄の数を確保するためにも、より多くの犠ぎ牲せい者しやが出る状況が望ましいんです。だから、獣吾小父様は各国の戦力を助ける気が無いんです。だって彼らが人々を守ってしまっては、小父様にとって都合が悪いから。そうですよね、獣吾小父様」

　睨むわけではなく、弓美香がじっと獣吾を見つめる。

　そんな弓美香に、獣吾はパチパチと手を打ってみせた。

「ご名答だ。心が強く育っただけじゃなくて、頭も切れるな、弓美香。クシナダの血統の中でも、今のお前さんはピカイチだな」

「今の貴方あなたに褒ほめられても、私は嬉うれしくありません」

「言ってくれるな。だがな、他ほかに何か手があるのか？　俺は俺なりに考え、これが一番犠牲が少ない勝ち方だと判断した。だから実行しようとしている。そんな俺の案に反対して、止めようっていうなら、お前達には代案を用意する義務がある。違うか？」

　獣吾はそう言うと、ゆっくりと司令室内を見回した。紗英、弓美香は、その獣吾の視線に押し黙り、唇くちびるを嚙かんだ。

　獣吾がやろうとしていることは、非人道的な行こう為いだ。それでも、竜から人類を守るための方法なのは確かなのだ。そして、自分達に獣吾の案以上に確かな案はない。理性で道徳心を抑おさえ込むしかないことが、彼女達の心を焼いている。

　と、獣吾の視線が止まった。

「なんだ、零士。お前には何かあるってのか？」

　零士と獣吾の視線が、ぶつかる。

　零士はゆっくりと立ち上がった。

「案なんてない」

「なら黙ってな、半人前」

「そうはいかない」

　怯ひるむことなく言う零士に、獣吾がちょっと意外そうな顔をする。

「……そうはいかないって言ったってな、俺達は竜に勝ち、人間を守らなきゃ、いや人間として生き延びなきゃならねぇ。そのために、億の生け贄がいるんだ。それが気にくわないなら、他の意見を出せ。俺はそう言ったはずだ」

「俺が問題にしてるのは、そこじゃない」

「なんだと？」

　意表を突かれて、獣吾が戸と惑まどう。

「俺は弓美香先せん輩ぱいを護まもるって誓ちかったんだ。だから、反対だ」

　きっぱりと零士は言った。

　その発言を理解するまで、獣吾はたっぷり十秒はかかってしまった。

　その間に、弓美香が零士に言葉をかけた。

「零士くん、貴方の気持ちは嬉しいわ。でも、これがクシナダヒメの宿命なの。確かに私は、世界の法則を書き換えることで消えてしまうわ。でも、人類を守るためには、仕方がないことなの。私は、この宿命を受け入れているわ」

「俺はそんな宿命、受け入れていません」

「ふざけるなっ、このガキ！」

　獣吾の怒ど声せいが、司令室を震わせる。

「ふざけてなんかない」

「だったら甘えるんじゃねぇっ。お前が言ってることは、ただの我が儘ままだ。ガキが駄だ々だこねてるのと同じなんだよっ」

　まくし立て、獣吾が一度息を整えた。

「いいか、よく聞け。このままじゃ俺達は竜に負ける。負けたら、俺達は殲せん滅めつされるか、良くて奴ど隷れいだ。そうならないために、必死に考えてんだっ。この十年、俺は辛つらい思いにも耐たえて、気持ちを押し殺して、なんとか闘たたかう態勢を作ってきたんだぞ。だが、悔くやしいがこの戦力じゃ竜には勝てねぇ。だから、クシナダヒメの力を使うしかねぇんだよ。俺が、弓美香を喜んで犠牲にするとでも思ってるのか？　俺だって、コイツを小さい頃ころから見てるんだ。耐えてるんだよ、俺だってな！」

　最後は結局、獣吾は怒ど気きのままに咆ほえた。

「違ちがう。犠牲に出来るのは、弓美香先輩に対する思いが、所しよ詮せんは本物じゃないからだ」

「なんだと？」

　獣吾の体から殺気が立ち上る。

「今、はっきりと分かった。貴方は、クラヒメ様を結界機の中で犠牲にした。そして、俺も利用しようとした。《屠竜戦争》の時の貴方は分からない。でも、その後の貴方はずっと他人を利用することで、人間を守ろうとしてきた」

「おい零士、その辺にしておけよ」

「貴方は自分で何かしようとして来なかった。周りを利用することしかしてない」

「その口を閉じろってんだよ！」

「自分を鍛きたえることも、自分を犠牲にすることもしてない。そんな貴方のことだ。弓美香先輩だって、ずっと利用するコマとしてしか見てないに決まってる。だから、平気で犠牲にするなんて言えるんだ」

「てめぇに何が分かるんだよ！」

　机に足をかけ、獣吾がその巨きよ体たいを躍おどらせた。

　右みぎ拳こぶしを握にぎり、零士の顔面に叩たたきつける。

「分かりますよ。貴方が、神みわ真一郎より弱いこと、そして、竜りゆうの血に目覚めた俺よりも弱いこともね」

　左手で獣吾の腕うでを取り、右拳でその腹を打った。

「がっ……」

　大きく息を吐はき、獣吾はその場に膝ひざを突つき、崩れた。

「人を利用することばかりしているから、そうなるんですよ。元、竜倒五将の英えい雄ゆうですか、それでも」

「て、てめぇ」

「神真一郎は、もっと強く怖こわかったですよ」

「あいつの名前は、ぐっ……出すんじゃねぇ」

　机に手を突きながら、よろよろと獣吾は立ち上がった。

　その姿を見ながら、零士は告げた。

「俺を出しゆつ撃げきさせて下さい。自分の力を試ためすこともしないで、弓美香先輩を失うことなんて出来ない。そして、俺に力があると分かれば、皇竜を倒たおすために全員で出撃すればいい。それで勝てる」

　そう言う零士に、獣吾が気け圧おされる。彼ひ我がの立場が、完全に逆転していた。零士の気に飲み込まれた獣吾が、口を開いた。

　が、返事はその前に紗英の口からなされた。

「提案は却きやつ下かだよ、零士」

「紗英姉っ。どうして！」

「アンタは今や、私達にとって重要な戦力なんだ。それをみすみす失うことなんて出来やしないよ」

「なっ」

「よく考えな。結界機を奪だつ回かいする私達を、竜がはいそうですかって見過ごすわけない。間ま違ちがいなく戦せん闘とうがある。その時、アンタがいないと困るんだよ。それに、竜だって弓美香ちゃん、クシナダヒメの存在くらい把は握あくしてるだろ。《屠竜戦争》じゃクシナダは派手に動いたからね。ザハールあたりが、探さぐり出してておかしくない」

「だったらなんだってんだよ、紗英姉」

「ったく、頭に血が上りっぱなしだね、この子は。いいかい、竜の目的も法則を書き換かえることなんだ。そして弓美香ちゃんにはその力がある。なら、連中が弓美香ちゃんを奪うばおうとするのは、自明の理じゃないか」

「なっ……そ、それは」

「弓美香ちゃんを護るのなら、零士は側そばにいてあげるべきなんだよ。弓美香ちゃんだって、最後の時まで出来るだけ零士に側にいて欲しいはずさ」

　少し辛そうに、紗英が言った。弓美香が立ち上がり、そっと零士を抱だきしめる。

「零士くん、紗英様が仰おつしやる通りよ。私は、出来るだけ零士くんに側にいて欲しいわ。それが私の望みよ」

「弓美香先輩……」

「私は、私のクシナダヒメという宿命を酷ひどいことだとは思ってないのよ？　むしろ誇ほこらしいわ。だって、私が全人類を守ることが出来るんですもの」

　弓美香が、そっと零士の髪かみを撫なでる。

「もしかしたら、私は神様として神社に奉たてまつられるかもしれないわね。その時は零士くん、毎日お詣まいりしてね」

　少しだけ笑いつつ言う弓美香の提案に、零士はその腕の中で頷うなずくことが出来なかった。
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「随ずい分ぶんと会議は長引いてるようだね」

　竜りゆう崎ざき忍しのぶは、皿に残った唐とう辛がら子しの欠片かけらをフォークの先で弄いじりながら呟つぶやいた。この皿に盛られていたペペロンチーノパスタが忍の胃い袋ぶくろに消えてから、もう三十分は経過している。オリーブオイルは安物だったし、ニンニクも保存用のもので、味は建速学園の食堂とは比べものにならなかった。

　もっとも、この第二司令部は避ひ難なん所じよなのだから仕方がないことではあるが、人間が作る料理というものをこよなく愛する忍としては、とても残念だった。

「霧雨理事長が生きていたのですから、長引くのも当然です」

　エミリーが、ティーバッグが入ったカップにお湯を入れる。

「そのティーバッグ、もう三回目だよね。味、出ないんじゃないかな」

「仕方有りません。今は非常時です、私達も我が慢まんしなければ」

「ティーバッグを我慢したところで、竜に勝てるとは思わないけどねぇ」

「こ、心構えの問題です」

「なるほどね。そりゃご立派だ」

　忍は後頭部で手を組んで、椅い子すの背もたれに体重を預けた。

「現状報告ならぱっぱと終わるだろうし、ホント何を話し合ってるのかねぇ」

　この食堂より二階下にある司令室を、忍は思い浮うかべた。もっとも中に入ったことはないので、入り口の扉とびらしか思い出せないのだが。

「案外、紗英さんと獣吾理事長が喧けん嘩かしてたりしてね」

「何を馬ば鹿かなことを」

　忍の妄もう想そうを一いつ笑しように付してから、エミリーは隣となりに座るリタの前に、新しいカップを置いた。

「リタ、貴方あなたも紅茶を如何いかがですか？」

「え……あ、う、うん」

　ずっと下を向いていたリタが、力なく頷く。

　その前にある皿には、ハンバーグが半分ほど残っていた。

「リタ、ちゃんと食べないといざって時に力が出ません。それに、今は物資を節約すべき時なんですから、残さず食べないと」

「うん、そうだよね。分かってるんだけどさ、リタも。でも、なんかお腹なかが……」

　答えるリタの声が、どんどん小さくなっていく。

「レティなら、間違いなく生きてるさ。アイツがそう簡単にくたばる玉じゃないのは、妹のリタが一番よく知ってるだろ？」

　忍は、努めて明るい調子で言った。

　竜りゆう槍そう師団が学園を襲おそった際、レティは救きゆう援えんに現れた。ただそこで、真一郎と闘い重傷を負ったところまでは、紗英が目もく撃げきして分かっていた。

　問題はその後だ。崩ほう壊かいした学園にレティの姿はなかったのだ。瓦が礫れきに埋うまってしまったのか、それとも自力でどこかに消えたのか、もしくは……。

「神真一郎が連れ帰ったって、忍は言うの？」

　リタが、丁度良く忍が考えていたことを口にした。

「そんな予感がするってだけさ」

「何故なぜです？」

　エミリーが、会話に入って来た。

「そうだね、一つにはレティの才能かな」

「才能ですか……。確かに、レティシアは強いけれど」

　忍が見るところ、一年生の中では零士を除いて群を抜ぬいている。弓美香には敵かなわないが、三年生の中に入っても、かなり上位の強さではないだろうか。

　ただ、そんな強さ程度で真一郎の目に留まるとは思わない。

「そうだね、お姉ちゃんが強くて気に入られたって可能性はあるよね。霧雨理事長だって、だから自分で特訓したんだし」

　リタが自分を納なつ得とくさせるように言う。

　獣吾が見たものを、真一郎が見み逃のがすわけがない。忍の中で、レティが真一郎に連れ去られたことは、確信へと変わった。

　だとすれば、次に忍がレティと出会う時は闘いになるかもしれない。

「やれやれ、僕はレティのことを気に入っていたんだけどね」

　思わず呟いた忍の言葉を、リタは全く違ちがう意味と捉とらえたようだ。再び暗い顔に戻もどって、俯うつむいてしまった。

「そうだよね。神真一郎に連れ去られたってことは、竜槍師団の仲間になってるかもしれないってことだもんね。そしたら、お姉ちゃんはリタの敵になっちゃうんだ……」

「ん？　あ……あ、ああ、そうだけど、あの気が強いレティがそうそう仲間にはならないんじゃないかな、うん、やっぱりそう思えてきたよ」

　忍は慌あわてて言いながら、心の中では全く逆のことを考えていた。

　十中八九、レティは真一郎の仲間になるだろう。

　ただそれが、竜槍師団の仲間になると同じ意味ではないかもしれないが……。

「でも……」

「ああ、そうだ。今夜、こっそり零士から会議の結果を聞けばいいんじゃないかな。ほら、理事長ならレティのことを知ってて、何か発言があったかもしれないし」

「でも忍、それは機密違い反はんになるのでは？」

　エミリーが、声を潜ひそめた。

「エミリー、キミだって勝手に零士を連れ出して闘たたかったことがあるじゃないか」

「それは……」

「味方の中で、こっそり情報を共有するだけさ。ま、段取りは僕に任せて欲しいね」

　そう言って、忍はエミリーとリタに笑ったのだった。




　　　　※　　※　　※




　その頃ころ、竜槍師団では一つの事件が起きていた。

　師団長である真一郎を、大勢の団員達が取り囲んでいた。しかも全員、《竜鱗機プラウダー》を装着した状態でだ。

　その団員達を背にして、一人の老人が真一郎を睨にらみ付けている。

「何の真似まねだ？」

　煙草たばこにマッチで火を点つけながら、真一郎が尋たずねた。椅子に座ったままで、特に見ようともしていない。

　そんな真一郎の背後に、三人の女性が並んでいる。

　左右には百五十センチ程度の身長で、黒くろ髪かみを短く切り揃そろえた黒いゴスロリファッションの二人の少女、加か藤とう明あきらと虎とらの姉し妹まい。真ん中には黒いスーツに赤いシャツを着た男装の少女、福ふく島しまライオットがいる。

　それぞれ七本槍やりの称しよう号ごうを持ち、明が三槍、虎が二槍、ライオットが一槍という竜槍師団の最高幹部達だ。

「何の真似だ？　とは、こちらの言葉ですよ。神真一郎、貴方は赤せき竜りゆう様に恐おそれ多くも手を上げ、弑しいした！」

　老人の声が震ふるえる。

　その僅わずか後に、団員達の咆吼が上がった。怒いかりの咆吼で、竜槍師団のアジトを揺ゆさぶっていく。

　老人が手を上げると、咆吼が徐じよ々じよに鎮しずまっていく。

「これは我々信しん奉ぽう者に対する重大な裏切りだっ。貴様のその裏切りによって、我々の竜りゆう神じん様への信しん仰こう心しんが疑われることになるではないか！」

「ほう、それで？」

「そ、そ、それでではないっ。我々の信仰心に一点の曇くもりもないことを竜神様に明かさねばならんっ。よいか真一郎、貴様には今ここで死んでもらう」

　その宣言と同時に、団員達が一いつ斉せいに武器を手にする。

　この状じよう況きように真一郎が取った行動は、大笑いだった。

「くっ、くはははははははははははははははは」

　大声を上げて笑う真一郎に、団員達があっけに取られる。十秒ほどして、ようやく笑いを収めた真一郎は煙草を一度吸って吐はいた。

「ふぅ。まったく、面おも白しろいことを言う連中だ」

「な、なんだとっ」

「良いことを教えてやろう。竜はお前達を最初から信用などしておらん。信用や疑念なんてものは、対等の相手とするもんだ。竜にとって人間は、そんな対象ではないからな」

「な、何を馬鹿なことを。竜神様は、我らの信仰心を認めてくださっている！」

　わめいた老人の顔に、真一郎は紫し煙えんを吹ふきかけた。
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「ぐっ、ゴホッ……何をっ」

「もう一つ教えてやる。お前らが持っているのは信仰心ではない。自分達だけでも生き残りたい、奴ど隷れいになってでも生き残りたいという、ゲスな奴隷根こん性じようだよ」

「き、き、貴様ぁぁぁぁぁぁぁっ、もういい、殺せっ、殺せ！」

「やっていいぞ」

　一言、真一郎が発した。

　その直後、背後で三人の少女が光を身に纏まとう。

　真一郎の脇わきを上へ躍おどるように飛び出して行く。

　それは、《竜鱗機プラウダー》ではない。竜将ハイドラゴンが身に纏う《竜殻ドラクーン》だ。

　明の持つ大おお鎌がまが左から右へと振ふられる。それだけで、無数の《竜鱗機プラウダー》が上下に分かたれた。

　虎の持つ長槍が突つき出される。幾いく筋すじもの閃せん光こうが、無数の《竜鱗機プラウダー》の胸に穴を穿うがつ。

　ライオットが大たい剣けんを振り下ろす。衝しよう撃げき波はが走り、無数の《竜鱗機プラウダー》が左右に斬きり裂さかれた。

　そのまま、三人が《竜鱗機プラウダー》の群れの中に飛び込んでいく。

　まるで紙細工のように《竜鱗機プラウダー》が切られ、血しぶきが上がっていった。

「ふぅ……」

　真一郎は、長い長い煙草の灰を灰皿に落として立ち上がった。。

　その視線の先には、《竜鱗機プラウダー》と戦士であったものが床ゆか一面に転がっている。三人の少女達は、互たがいに屠ほふった数を明るく自じ慢まんし合っている。

「さてとご老人、まだ何か言いたいことでも？」

　真一郎を糾きゆう弾だんした代表格の老人が、口をただパクパクと開け閉めする。言葉は、何も出てこない。

「言葉を失ったのでは、会話にならんな。俺が切っ掛かけを与あたえてやろう」

　もはやほとんど吸うところのない煙草の先せん端たんを、老人の額に押しつける。ジュッと嫌いやな、肉が焦こげる音がした。

「ギャァァァァァァァァァァァァァッ」

　大きな悲鳴が上がる。

「どうだ、これで喋しやべることが出来るだろう」

「この、こ、このようなことをしてっ、竜神様が絶対にお前を許さんぞっ。必ずや罰ばちが下されるぞ！」

　涎よだれを撒まき散らしながら、老人が咆えた。

　その顔を真一郎は殴なぐり飛ばした。

「汚けがらわしい顔を近づけるな」

　老人が転がり、死体の一つにぶつかった。

「ひっ、ひぃぃぃっ！」

　血にまみれ、老人が引きつった声を上げる。その醜しゆう態たいには目もくれず、真一郎は新しい煙草を取り出した。

「皇竜は確かに俺を許さないだろうな。だがそれは、このゴミを掃そう除じしたからではないな。俺が赤竜を殺したからだ。そして俺が竜を殲せん滅めつし、滅ほろぼそうとしているからだ」

「信じていいんだな」

　部屋に、新しい声が響ひびいた。

「ふむ。赤竜の《竜殻ドラクーン》が様さまになってるじゃないか。元の持ち主よりも、似合ってるくらいだ、レティシア・ベラスケスよ」

　真一郎の言葉を無視して、レティが真っ直すぐに歩いてくる。死体には一いつ切さい、目もくれずにだ。

「もう一度聞く。貴様が竜を滅ぼそうとしていることを、アタシは信じていいんだな」

「そうだ。俺はそのために、この十一年を過ごした。信奉者の中に入り、竜将ハイドラゴンが結界の揺らぎから侵しん入にゆうするという情報を手にする度たびに、狩かってきた。その成果が、そこの三人の《竜殻ドラクーン》と、俺の持つ《異則》の数々だ」

　ライオットと明と虎が、頷うなずく。そして三人を代表してか、ライオットが言う。

「さらに真一郎様は、竜によって孤こ児じとなった自分達を拾い上げ、復ふく讐しゆうする戦士として育てて下さった。いいえ、私達だけではなく、百人ほどの戦士が真一郎様によって育てられている」

「その点は、霧雨獣吾と同じわけだな」

　レティが言うと、真一郎が不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「同じにしないでもらおうか。俺は子供らに自分らで育つ機会を与えただけだ。大勢が戦せん闘とうの中で死んだ。何しろ俺は守ってやる暇ひまも気もなかったからな」

「なぜ」

「戦士は育てるものではなく、自分で育つものだ。そして、俺もまたこの十一年間自分を育て続けた。竜共を一いつ匹ぴき残らず滅ぼすためにな」

　真一郎は、目の前に来たレティを見下ろした。

「では聞こうか。レティシア・ベラスケス、お前は俺達と共に竜を滅ぼす気があるのか。それとも、獣吾の下もとに帰るのか」

「答える前に、アタシは一つ言わなければならない」

「お前の血か」

「……知っていたのか」

　レティの顔に驚おどろきよりも、納なつ得とくが広がった。

「獣吾が気が付くことを、この俺が気が付かないとでも思うか？」

「薄うす々うす、気が付かれているとは思っていた」

「《屠竜戦争》の時、一部に数年前から潜せん入にゆうしていたと思わしき竜将ハイドラゴンがいた。お前は、その血を継ついでいるのだろう？」

　レティは頷き、窓から空を見上げた。

「ベラスケス家は故郷では、まぁ名門と言っていい家いえ柄がらだった。そこに目を付けたんだろうな。母は、人間に化けていた竜将ハイドラゴンと結けつ婚こんをしてアタシを産んだ。ただ不思議なもので、竜将ハイドラゴンだった父は、アタシにとってはいい父親だった。幸せな家庭だったさ」

「《屠竜戦争》が始まるまでは、か」

「そうだ。父は竜となって人間と闘たたかった。その後は、あえて言わなくても分かるだろう。アタシと母はひどい差別にあった。母はついには気が狂くるってしまった。その精神を安定させるために、まだ小さかった、純じゆん粋すいに人間の子供のリタが妹として養女になったんだ。アタシといえば、山さん荘そうに隔かく離りだ」

　目を閉じ、レティはさらに続けた。

「そして思ったんだ。戦争の指示がなければ、アタシ達は幸せなままだったんじゃないかって。父は竜に戻もどることなく、幸せに暮らせたんだって。だからアタシは、あんな戦争を始めた竜が憎にくい。私が差別される原因である、この血が憎い。でも、だ」

「ほう、まだあるのか」

「アタシは、父を殺した真一郎、そして霧雨獣吾も憎い」

　その言葉と同時に、三人の少女がレティと真一郎の間に割って入る。だが真一郎は、そんな三人を手で下がらせ、さらにレティに近づいた。

「確かに、スペインの竜将ハイドラゴンを討うったのは俺と獣吾だ。紗英など、まだまだひよっこだったからな。それでどうする。今ここで俺と闘うか？」

「いや、やめておく」

「ほう」

「まずは竜を倒たおすことが先決だ」

「ならば、俺と手を組むか」

「一つだけ、条件を出したい」

　レティが言うと、真一郎はニヤリと笑った。

「いいだろう。竜を滅ぼした後、俺はお前と闘ってやろう。一いつ騎き打うちでいいな」

「もちろんだ」

　強い意志が籠こもったレティの返答だった。

　真一郎は満足そうに頷くと、三人に後始末を命じて、部屋を出て行こうとした。

「どこに行くんだ？」

「闘う理由の下へだ」

　短く、真一郎は答えた。




　　　　※　　※　　※




「酷ひどい男じゃな。レティシアをたらし込みおって」

　部屋に入った真一郎を見て、クラヒメは開口一番悪態を吐ついた。そんなクラヒメをただ一いち瞥べつして、真一郎は戸と棚だなからグラスを二つ取り出した。

「こんなご時世だが、シャブリのいいものが手に入った」

　二つのグラスを左手一つで取りながら、真一郎は白ワインのボトルを掲かかげた。

　子供姿ではなく、本来の豊満すぎるほど豊満な肉付きで成熟した女性姿のクラヒメには、ワインがよく似合う。

　だがクラヒメは、自分の話を続ける。

「獣吾といい、お主といい、あの子の不幸な生い立ちを利用して、心が痛まぬのか？」

「痛まんな」

　机にグラスとワインを置いて、真一郎はクラヒメの前のソファに座った。

「お主まで、利用出来るものは全すべて利用するようになったとは、初耳じゃ」

「獣吾と同じにするな。俺はただ、レティシアの願いを叶かなえてやっただけだ」

「願いじゃと？」

「復讐」

　コルクを抜ぬいて、ワインボトルからクラヒメのグラスに注ぐ。

「……竜りゆうと闘うにしても、暗い情念は払はらってやるべきじゃろう」

「そんなことは、平和な時代にやればいい」

　真一郎は自分のグラスにワインを注ぎ、そっと持ち上げた。クラヒメはその様子を見て、一度小さくため息を吐いた後に、自分もまたグラスを持って掲げる。

　優やさしくグラスとグラスを重ね、小さく澄すんだ音を響かせ、二人はワインを口にした。

「今、レティシアから復讐の念を消し去れば、戦場で倒れるだけだ。あの少女の強きよう靭じんさは、復讐の念があるからだからな」

「それはそうやもしれんが……」

「叶かのう零士の存在はあるのだろうが、男への想おもいは闘う力にはならん」

　そう言って、真一郎がワインを吞のみ干す。クラヒメもまた吞み干し、グラスを差し出した。

「お主がそれを言うか」

「なんだ？」

　真一郎がクラヒメのグラスに、ワインを注ぐ。

「お主はこの十一年間、儂わしへの想いだけで戦い抜いたではないか」

「恥はずかしげもなく言うものだな」

「照れる歳としではないのでな」

　注がれたワインを一息で吞み干す。

　その空になったグラスにワインを注ぎ、真一郎は言った。

「俺の場合は時間との勝負だった。急がなければ、獣吾の奴やつがお前を殺すからな。その前に、なんとしても竜を滅ぼすことが出来る強さを手に入れなければならなかった。想い人の命の危機があれば、人は戦える」

「なるほどな。それに対して、零士には死が忍しのび寄っておらんか」

「戦場で果てるかもしれんがな」

「ならば、レティシアを戻して零士を守らせれば良いではないか。それで、十分に力を発揮するはずじゃ」

「杵築弓美香を守る零士を、レティシアに守らせるのか？」

　真一郎の指し摘てきに、クラヒメが言葉を詰つまらせた。

　何かから逃にげるように、再びグラスを空ける。

「いささかそれは残ざん酷こくというものだろう。あの年ねん齢れいだ、やがて壊こわれ、結局は死ぬ。ならば今は、復讐を糧かてに闘わせてやるのがもっともいい。違ちがうか？」

「…………悔くやしいが、その通りじゃな。あの子が闘いを望む以上、確かにお主のやりくちしかなさそうじゃな」

「そういうことだ」

　真一郎が、ゆっくりとワインで唇くちびるを湿しめらせる。その様子を、クラヒメがムスッとした顔で、八つ当たりのように言う。

「ちびちび吞みおって」

「お前が昔からウワバミすぎるだけだ」

「ふん、最さい期ごが近いのじゃ。好きに吞ませろ」

「ああ、分かっている」

　真一郎が再び、少しワインを口に含ふくんだ。

「お主はそうやって、ワインを最後の一いつ滴てきまで楽しむのじゃな」

「繊せん細さいな性格なものでな」

「儂とは正反対じゃ」

「だからだろうな」

「…………悔しいが、否定はせん」

　ワインをあおりクラヒメが足を組んだ。そして、ニヤリと笑う。

「なんだ？」

「なに、お主もいい歳じゃからな。吞み過ぎると、夜に役に立たぬぞ？」

「ぬ……」

「そのつもりで、儂のところに今日も来たのであろう？」

「いらん世話だ。お前とて、満まん更ざらではなかったではないか」

「もちろんじゃ、何しろ儂は身持ちが堅かたくてな。この十一年、独ひとり寝ねの寂さびしい夜を過ごしてきたのじゃ。ま、久しぶりに、そして最後なのじゃ。楽しんでも文句はあるまい」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむクラヒメに真一郎は数秒見とれ、誤ご魔ま化かすように横を向いてワインを珍めずらしく一気にあおった。

「やれやれ、お主は本当に照れ屋じゃな」

　苦く笑しようとも微笑みともつかない笑みを浮うかべ、クラヒメは立ち上がった。そしてワインを口に含むと、座ったままの真一郎に歩み寄り、そっと唇を近づけたのだった。
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　夜、零士はベッドを下から突つかれて目が覚めた。

　学園の二人一組の個室だった寮りようとは異なり、第二司令部は大部屋にずらりと並ぶ二段ベッドが個人スペースだった。

　ベッドはカーテンで囲まれていて、確かに個室と言えなくはない。

　ベッドがやや大きめなのは、せめて個人空間を大きくしてやろうという親切心ではなく、単にでかい人間も同じく使えるように、大きな規格なのだろう。

　すると、カーテンの裾すそから折り畳たたんだ紙切れが入って来た。

　下で寝ている忍からのメモなのは、ほぼ間ま違ちがいないだろう。

　紙切れを受け取ると、下のカーテンが開いて忍が出て行った。

　間違いなく、何かまた企たくらんでいる。しかも、零士を巻き込む形でだ。

　苦笑しつつ、零士はメモを開いた。

『一時十五分、第三トイレに。偶ぐう然ぜん会った演技よろしく』

　単純な呼び出しだ。司令部内は、当然ながらあちこちに監かん視しカメラが設置してある。それを承知で何か話したいことがあるらしい。

「間違いなく、今日の会議のことだろうけどな」

　二段ベッドの梯子はしごを降りながら、零士は会議の内容を思い返した。

　忍達は仲間だが、クシナダヒメ関係のことを話してもいいものだろうか。当たり前だが、機密事じ項こうだ。

　ただ零士は、弓美香を人ひと身み御ご供くうにするがごとき作戦には納なつ得とくがいっていない。

　弓美香に諭さとされたとはいえ、やはりおかしいと思う。なんとか自分の手で事態を改善して、弓美香を護りたいと思っている。

　ただ、そのことを弓美香に納得させる術すべがなかった。

　なんとか、自分を認めてもらい、弓美香の考えを変える方法はないものだろうか。

　そう思うと、忍達に機密ではあるものの打ち明け、その意見を聞くのも悪くないと思えてくる。

　ただ、やはり機密は機密なのだ。

　そう思案しながら歩いていると、いきなり声を掛かけられた。

「よう、零士じゃないか」

「なっ……あ、ああ、忍か」

　演技でもなんでもなく、素すで零士は驚おどろいてしまった。考えごとをしながら歩いていたせいで、忍の存在に全く気が付かなかったのだ。

「オスカー並みの演技だね」

　小声でそう褒ほめる忍に、零士は曖あい昧まいな笑みを返した。

　そもそも、もう第三トイレに着いたことすら気が付いてなかったのだ。

「ア、アレ、零士に忍ダ。ドウシタノ？」

「奇き遇ぐうですね」

　女子トイレから、寝ね間ま着き姿でガチガチなリタとすました顔のエミリーが出てきた。どうやら、この二人にも忍の息が掛かっているらしい。

　にしても、リタの演技は見てられない。笑い出しそうになるのを堪こらえて、零士は二人に声を掛けた。

「本当に奇遇だ。俺と忍も、今ここで偶然会ったばっかりなんだよ」

「メ、珍シイネ」

「もっとも私とリタが一いつ緒しよなのは、リタが一人でトイレに行けないようなので、付き添そってあげたので偶然ではないんですけれど」

「エ、エミリーっ」

　抗こう議ぎの声を上げたリタに、エミリーがクスリと笑う。どうやら今のはアドリブだったらしい。

「それより零士、キミはトイレに行かないでいいのかい？」

「え……あ、ああ、そうだな」

　忍に言われて零士は、そそくさとトイレに入った。

　確かにトイレに来て、入らないまま立ち話をするというのは不自然だ。でも、そこまで演技する必要があるとも思えない。

「忍らしい、遊びかな」

　とりあえず用を足して、手を洗う。

「しかし、女の子をトイレの前で待たせるってのも、なんというか照れるな……」

　少しばかり照れてしまう。

「で、俺に何の用なんだ？」

　トイレから出て、案の定待っていた忍とリタとエミリーに、零士はいきなり聞いた。照れていたこともあって、やや不自然に急いでしまったかもしれないが。

「レティのこと、理事長は何か言ってたかい？」

　忍が声を潜ひそめる。

　その質問を聞いて、零士はリタを思わず見た。その真しん剣けんな瞳ひとみが、零士の心を申し訳ない気持ちで満たしていく。

　忍に言われるまで、零士はレティを心配することがほとんどなかった。

　もちろん学園から撤てつ退たいする際に、零士もレティの姿がないことは聞いていたし、紗英からも真一郎に敗れたことは聞いていた。

　その時は心配だった。

　でもすぐに、弓美香のことで零士の頭はいっぱいになってしまったのだ。

　獣吾達との会議でも、零士の脳のう裏りにレティの姿が過よぎったことは、一度もなかった。そのことが、リタに対して、何よりもレティ自身に対してあまりに申し訳がなかった。同じチームとして、何度も助けられたことがあったのだ。

「零士？」

　リタが、黙だまった零士を訝いぶかしんだ。

　一いつ瞬しゆん、零士はどう答えようか悩なやみ、ただ事実だけを告げることにした。

「悪い、リタ。レティのことが話題に上ることはなかったんだ」

「……………………そう」

　少し驚いた顔をしてから、リタが静かに俯うつむいた。

　その小さな姿に、零士はどう声を掛けていいか分からなかった。そんな零士と違い、忍がリタの頭をポンポンと優しく叩たたいた。

「そう気を落とすことはないさ、リタ」

「忍？」

「考えてみれば、竜槍師団の内情が僕達にそう分かるわけがないからね。まして、今の状態だ。新しい情報が一つもない方が自然かもしれないよ」

「そうかな」

「そうとも」

　自信満々といった風で、忍が頷うなずく。

　忍にしても、レティの状じよう況きようが分かっているわけがない。にも拘かかわらず、堂々と頷く確信は噓うそだ。それでも、リタの心情を慮おもんぱかれば、その噓は良い噓だろう。

　零士は、素直に忍に感心した。

　自分には、こういった気の回し方は出来そうにもない。

「でだ、零士」

　忍が、少しリタと話した後に零士を見つめた。

「今度は何だよ」

「僕が思うにだ、零士、キミは何か悩んでいるだろう？」

　思わず、ビクリと体を硬かたくしてしまった。

「忍……お前、勘かんが鋭するどすぎるだろ」

「そうでもないさ。何しろ僕と零士は、ずっと同じ部屋で寝しん食しよくを共にしてきたからね。零士の些さ細さいな変化に敏びん感かんになるのも、そう不思議なことではないさ」

「いやいや、俺はお前のことさっぱり分からないし」

「つれないことを言うねぇ」

　やれやれと忍が、頭かぶりを振ふる。

　そしてエミリーがボソリと一言「ずるい」と呟つぶやいた。

「さて零士。今のキミの答えからすると、僕の懸け念ねんは当たっていたようだけど、いったい何を悩んでるんだ？　僕達にも言えないことなのかな？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　零士は、壁かべに寄りかかり腕うでを組んで目を閉じた。

　先ほども悩んだことだ。そして、先ほども答えは出なかった。ただ、今の忍とリタのやりとりを見ると、忍には相談しても悪くない気がしてくる。

　仲間をしっかりと案じている姿に、頼たよりたい。そういう誘ゆう惑わくは抗あらがいがたい力があった。

（仲間……そうだよな、仲間だ）

　目を開き、忍とリタとエミリーを順に見る。三人ともが、しっかりと頷いてくれた。

　零士は組んだ腕を解ほどいて、背を壁から離はなした。

「機密事項だ。それもとびきりの。もしかしたら、知ったことで俺だけじゃなくて、みんなにも何かしらの罰ばつがあるかもしれない。それでもいいか？」

「構いません」

　エミリーが真剣な顔で頷いた。

「その代わり、お姉ちゃんのことが分かったら真っ先に教えてよね」

　リタも、同じだ。

「ま、僕はいざって時には口八丁手八丁で、なんとか誤ご魔ま化かすさ」

　忍だけが、笑って答える。

　その様子に、零士はなんだか気が軽くなって笑ってしまった。そして、再び顔を引き締しめてから口を開く。

「詳くわしいことは省く。竜りゆうに勝つために、弓美香先せん輩ぱいは人身御供になる」

「弓美香先輩が？　間違いないのかい？」

　忍が、顔を引き締めた。

「ああ、そうだ。それだけじゃなくて生いけ贄にえが……大勢の人の命、つまり死が必要になるんだ」

　億という数字を、零士はその重さのせいか口にすることが出来なかった。

「獣吾叔父おじさんは、その大勢の人の死を確保するために、竜と人間の闘たたかいを放ほうっておくつもりだ。犠ぎ牲せい者をどんどん出すために」

　零士の説明に、リタの顔が蒼そう白はくになり、エミリーの顔に怒いかりが浮うかぶ。

「俺は納なつ得とくが出来ない。もちろん、獣吾叔父さんのやり方、大勢の人が死ぬに任せることにも納得いかないけれど、弓美香先輩が人身御供になって死んでしまうことを、全すべての前提に置いた考え方に、全く納得出来ない。俺が違ちがうやり方で、竜に勝ちたい」

「零士、違うやり方っていうのは、どういうやり方なんだい？」

　蒼白にもならず、怒りもせず、淡たん々たんと忍が聞いてきた。

「皇竜を倒たおす」

「一つ聞くけど、そのことを会議でも言ったのかい？」

「ああ、言った」

「で、反応は？」

「却きやつ下かされたよ。紗英姉にも弓美香先輩にもね」

　答えながら、零士は肩かたを落とした。

「ま、当たり前と言えば、当たり前の反応だね」

　忍が肩をすくめる。

「しかし、私も納得しかねます」

　エミリーの声が、心なしか震ふるえている。それは、怯おびえではなく間違いなく怒りだ。

「と僕に言われてもね」

「何か良い案はないのかな。だって零士は、神真一郎と互ご角かくに闘ったんでしょ？」

　リタが、忍をじっとのぞき込む。

「そ、そんな目で見ないでくれよ。僕に頼たのまれたって……」

「弓美香先輩と紗英姉を説得出来ればいいんだけど、その方法がね」

　零士が呟くと、忍が振り向いた。

「理事長は説得しないでいいのかい？」

「ああ、平気だと思う」

　会議で獣吾を殴なぐった時を、零士は思い返した。あの時、間違いなく零士と獣吾の立場は入れ替かわった。今なら、獣吾を押さえつける自信が零士にはあった。

「なるほどね。そうなると、実質説得しなきゃいけないのは、紗英さんだけか」

「どうして、そうなるんだよ、忍」

「簡単な話さ」

「簡単？」

　忍が苦く笑しようした。

「やれやれ、自覚がない奴やつは困るよ」

　その言葉に、何故なぜかエミリーもリタも納得した顔をする。

「いや、俺にはさっぱりなんだけど」

「いいかい、弓美香先輩は零士、お前に大甘なんだよ」

「………………は？」

「お前の我が儘ままなら、きっと聞いてくれるさ。紗英さんさえ、納得していればね」

　忍が、今度は本当に自信たっぷりに確信を持って言う。

　零士としては、その確信にはイマイチ同意出来ないのだが……。

「しかし、紗英さんか。あの人の性格を考えると……やっぱり単純明快なのがよさそうか。あまり複雑なことを考えない人だし」

「あのな、一応、俺の姉さんなんだぞ」

「間違ってるか？」

「………………いや、否定出来ないけど」

「なら、文句言わないで欲しいね。うん、そうだ、そうしよう」

　忍が一人、納得する。

　何が「そうしよう」なのか、さっぱり分からないで零士は、リタとエミリーと見合ってしまった。

「今は内ない緒しよさ。ただ、僕を信用して待ってて欲しいね」

　そう言うと、忍は機き嫌げんがよさそうに鼻歌交じりで大部屋へと戻もどって行ってしまった。

　零士は、わけが分からずにまたリタとエミリーと見合ってしまったのだった。




　　　　※　　※　　※




「当番、お疲つかれ様さま」

「ひえっ！」

　コニーは思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。その反応に、弓美香が目を丸くする。

「な、なんだ弓美香か。やだなぁもう、驚おどろかさないでよ」

「心外ね。私としては普ふ通つうに声を掛かけただけで、貴方あなたが勝手に驚いただけよ」

　苦笑しながら弓美香が、紙コップに入ったホットコーヒーをコニーの前に置いた。そこにはモニターが設置されていて、分割画面の中には司令部内の監かん視しカメラの映像が映っていた。

「交代まで、あと一時間でしょ？　そろそろ眠ねむくなるかなって思って」

「弓美香こそ、こんな時間まで起きていて平気なの？　言っておくけど、アンタの寝ね起おきは最悪最低なんだから」

「ちゃんと起こしてね♥」

　悪戯いたずらっぽく弓美香が笑う。同性のコニーから見ても、可愛かわいらしく見とれてしまいそうな笑え顔がおだ。

「まったく、夜当番の相手に言う言葉かしらね、それ」

「頼りにしてるのよ」

「ま、いいけれどね。何しろお姫ひめ様のご命令ですから。でも、弓美香の仕事はもう終わったわけ？」

「ええ、一年生二年生の再編成はもう終わったわ。この司令部に逃にげてきてから今までの働きぶりをチェックして、少し弄いじるだけだったから」

「そうは言っても、哨しよう戒かいローテショーンを全部チェックするだけで、管制科としては頭がパンクしそうよ」

　両手を天てん井じようへ突つき上げて、コニーは大きく背筋を伸のばした。

　監視カメラの画像とにらめっこし続けて、硬くなった筋肉が心地ここちよくほぐされていく。

「それよりコニー。さっきは何か真しん剣けんな顔でモニターを見てたけど、何かあったの？」

「え……あ、あははは、何かあるわけないじゃない。何かあったら、すぐに報告してるでしょぉ？」

「……それはそうなのだけど」

「それより弓美香、コーヒーありがと。お姫様は、さっさと寝て頂ちよう戴だい。起こす苦労が増えて困るのは、こっちなんだから」

「そうね。ならお言葉に甘えるわ。おやすみなさい」

「ええ、おやすみ」

　弓美香が立ち去るのを確かく認にんして、コニーは先ほど切り替えたモニターを元に戻した。

　そこには、機嫌良さそうに歩く忍の姿がった。

「さてさて、何を考えたのかしらね。下らない計画が、しっかりと潰つぶれてくれればいいけれど……」

　そう呟きながらコニーは、零士達が話し始めてからの画像をそっと加工したのだった。話の内容が分からないように……。







　三章







『忍しのぶ、本当に御ご殿てん場ば方面に竜将ハイドラゴンが来てるんだろうな』

　樹海の中を、木々を縫ぬうように飛びながら零れい士じは近きん距きよ離り無線で忍に話し掛けた。

『司令部のシステムから拾った情報だからね。これでもし居なかったら、一昨日おととい哨戒にあたった三年のチームに文句を言うべきさ』

　すぐ後ろを、《竜鱗機プラウダー》を纏まとって飛ぶ忍が飄ひよう々ひようと返答してくる。

『でも、司令部に見つかって止められないかな？』

　忍のやや後ろでリタが不安げな様子で言う。そんなリタに、並んで飛ぶエミリーが冷静な声で否定した。

『この樹海は元々《竜りゆう因いん子し》の捕ほ捉そくが困難な土地です。その上、哨戒部隊である我々は竜に発見されないように識別信号も消しています。司令部への定期連れん絡らくも、無線の傍ぼう受じゆを警けい戒かいして行う必要がありません。つまり、司令部は樹海を抜ぬけるまで私達の行動を把は握あく出来ません。樹海を抜ければ、もう司令部に打つ手はありませんから』

　エミリーが言う通り、零士達は哨戒部隊として樹海の割り当て地域を巡じゆん回かいしていた。特に志願したわけではなく、当番が回ってきているだけだ。

　ただ忍は、夜の会議から四日後の今日をターゲットにして行動していた。そのために司令部のシステムに潜せん入にゆうして、情報を集めていた。

『しかし忍、竜将ハイドラゴンを倒すことで本当に紗さ英え姉ねえを説得出来るのか？』

『そうとも。あの人にとって、目の前の強さが真実さ』

『そう単純に行くもんかな』

『なら、やめるかい？』

『…………いや、他ほかに手が思い付かないしな』

『それに僕は思うのだけどね、神みわ真しん一いち郎ろうがやったっていう竜からの《異い則そく》簒さん奪だつを、零士、キミもやればいいのさ』

　唐とう突とつに忍が提案してきた。

『簒奪を？』

　思わず聞き返した零士に、忍が当然だと答える。

『そうとも。神真一郎に出来たんだし、そもそもキミのお姉さんの紗英さんだって簒奪したって聞いてるぜ？　それなら、弟のキミにだって出来るさ』

『気楽に言うなよな。どうやるか、俺にはさっぱりだぞ』

『僕だって知らないさ。紗英さんから何か聞いてないのかい？』

『うーん、紗英姉はなんだって気合いだとか言うしなぁ』

　そもそも紗英は、零士を竜の情報から引き離はなして育ててきた。その方針は徹てつ底ていしていて、紗英は自分の氏うじ素す性じようを隠かくし零士と暮らしてきた。

　おかげで零士は、紗英が竜りゆう倒とう五将の一人だということすら知らなかったのだ。

　そんな生活だったのだから、紗英から何か聞いているわけがない。

『ま、それならその気合いでやってみればいいさ』

　忍がけろりと言う。

『無責任に言うなよなぁ』

『ま、他人ひと事ごとだからな。それより、もうすぐ樹海を抜けるよ』

　忍の言う通り、樹海の切れ目が見えて来る。整備された遊歩道が眼下を通り過ぎていった。

『ここからは、司令部に捕捉されますね』

　エミリーが横に並んでくる。

『司令部だけじゃなくて、御殿場の竜将ハイドラゴンに見つかるんじゃないかな』

　リタがすぐ後ろについた。

『気合い入れて、闘たたかうとしようか。零士、僕達の安全もキミに掛かってること、忘れないでくれよ』

　忍が、深刻感の欠片かけらもなく深刻な言葉を吐はいた。

『だから忍、そう気楽に言わないでくれ……』

　ぼやきながら、零士は一度ギュッと目を閉じた。弓ゆ美み香かの顔が、瞼まぶたに浮うかぶ。

『よし、やってやるか！』

　自分を励はげますように呟つぶやき、零士は樹海から飛び出る。

　エミリーとリタがすぐに続き、忍はなぜか一いつ瞬しゆん遅おくれていた。




　　　　※　　※　　※




「零士達が、樹海の外に出ただと？」

　司令室から管制室に降りると同時に、獣じゆう吾ごは怒ど声せいを室内いっぱいに響ひびかせた。

「本当だよ」

　腕うでを組んで大モニターを眺ながめていた紗英が、苦々しい表情のまま振ふり返る。その横に立ち、獣吾もまたモニターを眺めた。画面には確かに、零士達四機のマーカーが樹海の外に表示されている。

「弓美香はどうしてるんだ」

　獣吾の問いに、紗英が一つため息を吐く。

「こっちに来てから、弓美香ちゃんには指揮を手伝ってもらってんだよ。編成や哨戒計画とかね。だから、哨戒任務からは外してたのさ。零士が入れば、五機編成でなくても平気だからね」

「分からなくはないが、裏目に出たな」

「否定しないよ。まさか零士がこんな行動に出るとは、思いもしなかったんだよ。にしたって、目的は何だってんだ」

　ギリッと歯ぎしりをして、紗英が呟く。

「零士達がこのまま進むと、どこに出る」

　獣吾はモニターから目を離して、管制室に声を放った。すると、すぐ前に座っていた生徒が立ち上がる。

「お前は？」

「二年管制科のコニー・ハーディーです。叶かのう零士隊の哨戒地域が受け持ちです」

「なるほどな。で、このままだとあの馬ば鹿かはどこに行く」

「このまま直進すれば、間もなく御殿場かと」

「御殿場だぁ？」

　獣吾の声のボリュームが上がり、コニーが思わずビクリと体を硬かたくした。だが獣吾は、そんな様子には目もくれず、隣となりの紗英に話し掛かけた。

「おい、御殿場ったら」

「六匹ぴきの竜将ハイドラゴンを確認してる」

　紗英が硬い声で返す。獣吾は腕を組んで、思わず唸うなった。

「ちぃ、どこでどうやってバレたか知らないが、御殿場に竜将ハイドラゴンがいるのを零士の奴やつ、知ってやがるな」

「だとして、何が目的なのよ」

「考え得うるのは一つだな」

「一つって？」

「自分の力を俺達に見せつけるためさ。その上で、弓美香を犠ぎ牲せいにするんじゃなくて、零士を中心として打って出る作戦にしようってんだろ」

　獣吾の推測を聞いて、紗英は額に手をあてて大きく息を吐いた。

「なんて馬鹿なことを考えたのよ、零士……」

「そうか？　零士の強さが分かれば、お前はあっさり納なつ得とくする気がしてるんだがな。お前だって本当は、弓美香を使うことには反対なんだろう？」

「感情では反対に決まってんでしょ。でもね、私だって、先の闘いで竜将ハイドラゴンと闘ったのよ。今、大量に湧わいて出ている竜将ハイドラゴンがあの時の六竜と同じレベルとは思わないけど、それでも百よ、百。しかも、皇コウ竜リユウに四竜なんてものまでいんのよ。正せい攻こう法ほうで勝てる相手じゃないくらい、頭は理解してるわよ」

　辛つらそうに、紗英が言う。

「流石さすがに《屠と竜りゆう戦せん争そう》の経験者は違ちがうな。弟とは大違いだ」

　獣吾は、少しの苛いら立だちを口にした。

「仕方ないわよ。何しろ弓美香ちゃんのことなのよ」

「と言って、このまま放置は出来んだろう」

「どうする気？」

「無事に帰って来たら、《竜殻ドラクーン》を取り上げて放ほうり出すか」

「なっ」

「弓美香を結界機に入れる作戦に、零士が必ひつ須すってわけじゃねぇ。結界機ってゴールに、弓美香を放り込みさえすれば俺達の勝ちなんだ。ああいう、馬鹿やる奴はいらねぇよ」

　そう吐き捨てた獣吾の胸むなぐらを、紗英が摑つかんだ。

「紗英、なんだこの手は」

「クソオヤジ、零士を傷つけてみ、この私が黙だまっちゃいないよ」

　紗英が怒ど鳴なる。

　その姿に、管制室がざわつく。

「自じ業ごう自得だろうが」

「そりゃ、アンタの自じ虐ぎやくかい？」

「あん？」

「子供一人納得させられない、ちっせぇ器うつわになったアンタ自信の自虐かって聞いてんだよ」

　獣吾が言い返そうと口を開いた瞬しゆん間かんだ。コニーが悲鳴のような声を上げた。

「竜ですっ。一、二……五……十、二十を超こえる竜が第二司令部に接近してきています！」

「なんだってっ」

　紗英が、獣吾から手を放してモニターを見た。

　樹海の外に設置された探知機が、樹海に近づきつつある竜を確かに捉とらえていた。

「既すでに樹海に潜入した竜もいます。カメラの画像を、出します」

　コニーの言葉と共に、モニターの一部に動画が表示される。《竜殻ドラクーン》を纏まとった竜が、三匹びきほど樹海の上を飛行していた。

　それは樹木の上部に設置された、ビデオカメラの画像だ。

「ちっ、零士の奴が竜に位置を教えたってわけか」

　襟えり元もとを直しながら、獣吾が吐き捨てる。そちらを向かずに、紗英は答えた。

「そうとも言い切れないね」

「あん？」

「コニー、竜が真っ直すぐ進むって条件で、連中の終結ポイントを割り出して」

「は、はい」

　紗英の指示に従い、コニーが急いで作業を行う。

　すぐに、モニター上に無数のラインが引かれ、一点に集約した。

「間違いないね。連中、真っ直ぐにこの司令部の入り口に向かってる。零士が樹海から出ただけじゃ、樹海のどこに司令部があるかまでは分からないさ」

「……なるほどな」

　獣吾が渋しぶ々しぶと認めた。

「とにかくだ。すぐに迎げい撃げき態勢を取らないといけないね」

「ああ、そうだな」

　獣吾は頷うなずくと、非常事態を宣言すべくマイクを取った。




　　　　※　　※　　※




『ねえ、忍。本当なんだよね』

　リタの《竜鱗機プラウダー》は手に二メートルを超える戦斧バトルアツクスを持っているが、イエローカラーで彩さい色しきされた遠えん距きよ離り攻こう撃げきタイプで両りよう肩かた、両りよう腰ごしに装備されたミサイルポッドと、背中に背負った大型機き銃じゆうが主兵装だ。

『クシナダ財団の情報が正しければ、一機を除いて竜将ハイドラゴンとは名ばかりのレベルなはずですよ』

　ブラックカラーの《竜鱗機プラウダー》を纏った忍が答える。彼の《竜鱗機プラウダー》は、他の《竜鱗機プラウダー》より一回り大きく見えるほど分厚い装そう甲こうを持ち、左手にはタワーシールドも装備していた。

『まあでも、財団の情報通り十機いるんだから、ま、情報の精度は高いんじゃないかな』

　忍の指し摘てきに、リタがやれやれとため息を吐いた。

『そりゃそうだし、作戦に乗ったのはリタだけど、やっぱり竜りゆうが十って怖こわいよぉ』

『ここで泣き言を言っても始まりません。強さは闘ってみれば、分かることです』

　エミリーが淡たん々たんと言い、槍鉾ハルバートを振り上げた。槍やりの穂ほ先さきがあり、その両りよう脇わきに斧おの刃はを持った強大な破は壊かい力を秘ひめた武器だ。《竜鱗機プラウダー》はレッドカラーで、近接戦せん闘とうに特化している。

『俺がまず突つっ込む。リタは援えん護ごしてくれ、忍とエミリーはその護衛を』

　日本刀を構えて、零士は背後の三人に告げる。

　零士が纏まとうのは、《竜鱗機プラウダー》よりも遥はるかに薄うすいスーツのような装甲を持った銀色に輝かがやく《竜殻ドラクーン》だ。

　零士の母タカヒメが纏っていた《竜殻ドラクーン》であり、その姉であるクラヒメが形見として持っていた。

　零士はその装甲を左手で一度撫なでると、速度を上げた。

　目の前で、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった風で待ち受けている竜の集団へ突っ込む。

「ほう、報告通りに人間風ふ情ぜいが《竜殻ドラクーン》を纏っておるわ」

　赤い《竜殻ドラクーン》を纏った竜が、長ちよう剣けんを零士に向かって突き出す。《竜殻ドラクーン》にしては珍めずらしく、各所に棘とげが生えた珍しいシルエットだ。濃こい緑色をした髪かみは長く、後ろで一本にまとめている。
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「ふむ、人数といい精度の高い情報だな」

「竜りゆう槍そう師団か何かの情報か！」

　剣けんを合わせた瞬間、零士は言葉もぶつける。

「さあての。どこの情報か、人間に教える義理などないわ！」

　長剣が零士の刀を押し返す。その瞬間、剣けん先さきが蛇だ行こうしながら伸のび、下がった零士の顔に襲おそい掛かってくる。

「ちぃっ」

　顔面すれすれで、なんとか切っ先を切り落とす。

　すると動きこそ止まったが、すぐに切っ先が復元されていく。

「ほう、防いだか。その幸運を祝して、我わが輩はいの名を教えてやろう。我が輩の名はダハーカ、蛇へびの《異則》を持つ竜将ハイドラゴンよ。ほれ、このようにな！」

　ダハーカの左手が蛇となり、零士の足へと猛もう烈れつな勢いで伸びる。

「不気味な奴だな！」

　刀を振ふり下ろそうとした瞬間、眼前を蛇となった剣がうねる。

「くそっ」

　左手を柄つかから放し、蛇となった剣を摑む。

「無む駄だだ、無駄！」

　摑んだ先から、さらに伸びてくる。

『零士、下がって！』

　リタの声が耳を叩たたいた。

　咄とつ嗟さに、数メートル距きよ離りを取る。目の前を誘ゆう導どう弾だんが斜ななめ上から横切った。激しい爆ばく発はつが起き、爆ばく風ふうによって零士はさらに十メートルほど飛ばされた。

　左手には、剣の姿に戻もどった残ざん骸がいが握にぎられている。

『よしっ、竜にも通じた！』

　リタが歓かん声せいを上げた。

「おのれっ、堂々たる勝負を汚けがしおって！」

　爆ばく煙えんの奥で、ダハーカが叫さけぶ。

『一対一の勝負なんて話、なかったよね』

　リタがボソリと呟つぶやいた。その呟きに、忍が苦く笑しようしながら答える。

『ま、思い込みが激しいんだろうね』

『一方通行な男なんですね』

　エミリーが、そう納得した後だ。

「おのれらっ、全すべて聞こえているぞっ」

　ダハーカが怒ど声せいを発した。

　薄くなった爆煙の奥で、右手を上げる。

「そういう考えなら、我が輩にも考えがある。全機、突とつ撃げき！」

　右手が下ろされた。

　背後に並んでいた竜九機が、三機ずつ左右と上へ散開する。

　そして、零士の目の前からダハーカが突っ込んでくる。

「貴様はそこを動くでないぞっ。我が輩が、そっ首落としてくれるわ！」

　ダハーカの《竜殻ドラクーン》から無数の蛇が生まれた。

《竜殻ドラクーン》にしては珍しく施ほどこされた棘の一つ一つが、蛇となって蠢うごめきだしたのだ。ざっと数えただけで、二十は超える蛇が上下左右から包み込むように襲い掛かかってくる。

　零士は刀を構えかけて、すぐに諦あきらめた。

　どれだけ刀を振るったところで、この蛇の群れ全てを切り落とせるわけがない。何よりも、そんなことをしている間に、今まさに突とつ進しんしてきているダハーカの長剣によって切り倒たおされるだろう。

《竜殻ドラクーン》の装甲が、《竜鱗機プラウダー》よりも優すぐれていることは知っているが、竜の攻こう撃げきをどれだけ防ぐかは知らないのだ。

　そのことを今、試ためす気にはとてもなれない。何よりダハーカが、切り伏ふせることを確信して突っ込んで来ている。

　零士は身を翻ひるがえし、飛んだ。

「おのれ、逃にげるのか！」

　背後でダハーカが叫ぶ。

　返事をしてやる義務も義理もない。零士は、飛びながらまず味方を確かく認にんした。

　リタを背後にしつつ、忍とエミリーが闘たたかっている。もちろんリタの援えん護ご射しや撃げきを受けながらだ。

　徐じよ々じよに徐々に高度を下げて行っているが、押し込まれているというよりは、自分から下がっているようにも見える。

　何か策があるのだろう。しかし、相手は九機の竜将ハイドラゴンだ。ダハーカの部下らしく、感じる威い圧あつ感かんもダハーカよりは随ずい分ぶんと劣おとる。それでも竜将ハイドラゴンは竜将ハイドラゴンなのだ。

（早く、ダハーカを倒して援護に行かないとまずいな）

　零士は思い、意識を確認することから闘うことへと集中させた。

　速度では零士が上回っているらしく、ダハーカとの距離は徐々に開きつつある。問題は、どう攻撃するかだ。

（遠距離攻撃が出来れば……やってみるか）

　零士の脳のう裏りに、一つの武器が浮うかんだ。

　零士が纏っていた《竜鱗機プラウダー》に装備されていたレイジキャノンだ。《竜因子》から生まれる《竜りゆう力りよく》をそのままエネルギーとして放出する。

《竜鱗機プラウダー》が《竜殻ドラクーン》を真似まねて作られている以上、可能性はあるように思える。

　速度を落とさずに、零士は体の向きを変えた。

　ダハーカと正対する。右みぎ腕うでを上げ、刀を握ったまま人差し指だけをダハーカに向ける。

　意識を研とぎ澄すませる。雑念を払はらう。ただただ、敵を倒すことで心を満たす。

《竜因子》から《竜力》が溢あふれ出し、体中を、いや《竜殻ドラクーン》をすら満たしていく。力を、敵を、倒す一点に絞しぼり込む。

「いけっ！」

　指先が光る。光が放射され、ダハーカへと突き進すすむ。

「ぬうっ、怒いかりの光を操あやつるか。だが！」

　ダハーカが大きく口を開けた。

　口から光が放たれる。それは零士が放った光と比べると、かなり細く輝きも薄い。

　二筋の光は、空中で衝しよう突とつすると火花を一いつ瞬しゆん散らせた。

　ダハーカの光が霧む消しようし、零士の光が力を弱めつつ迫せまる。

「喰くらえ！」

　ダハーカが叫ぶ。

　無数の蛇が、光に群がった。

　ジュッ。

　食らいつく蛇の頭が蒸発する。それでも蛇たちは諦めることなく次々と群がる。

　光がかき消える頃ころには、蛇は半分ほどが頭を失っていた。

「ちっ、思ったよりやるではないか」

　言った側そばから、蛇の頭が復活していく。

　ものの数秒で、全ての蛇が元通りになってしまう。

「くっ、くくくく、だが無意味と言うものよ」

　ダハーカが勝ち誇ほこったように笑う。

　しかし零士は、その数秒間にこそ勝機を覚えた。

　再び右腕を上げ、人差し指を伸ばす。

「ぬっ、性しよう懲こりもなく。無駄だと分からんのか！」

　叫ぶダハーカを無視し、敵を倒す一点に心を絞り込む。

「いけ！」

　再び、指先から光が放たれる。

「無駄だと言ったろう！」

　ダハーカの口から再び光が放たれ、威い力りよくが弱まったところで蛇が群がる。

　一回目と全く同じことが繰くり返されていく。

　蛇の頭が蒸発し、それが半分に至ったところで零士が放った光は喰らい尽つくされてしまった。

「まったく、これだから人間は愚おろか──ぬぅっ！」

　ダハーカが驚おどろきの声を上げた。

　目の前に、一直線に零士が突っ込む。今、自分が出せる最大の速度で零士は突っ込んだ。蛇が回復する数秒間。

　その数秒間を黄金の時間とすべく、零士は突き進んだ。

「小生意気な！」

　残る半分の蛇が鎌かま首くびをもたげ、零士に襲い掛かってくる。

　その数、十と七。

　意識を研とぎ澄ました零士には、全ての蛇がハッキリと把は握あく出来た。

　右上から襲しゆう来らいする蛇は、間に合わない。

　無視し進む先に、下から蛇が来る。

　体を横に倒して、躱かわす。

　その背中に蛇が来る。体を回転させ、刀で斬きり裂さく。

　次々と襲い掛かってくる蛇を、抜ぬき去り、躱し、斬る。

「ぐっ、お、おのれっ！」

　ダハーカが、歯がみした。

　蛇を操っているせいで、倒された蛇を回復させることが出来ない。もう、眼前に零士が迫ってきている。

「うおおおおおおぉぉぉぉぉぉ！」

　零士が咆ほえ声と共に、刀を袈け裟さ懸がけに振り下ろす。襲い掛かろうとしていた蛇が三匹びき、巻き込まれ斬り捨てられる。

「ぬおおおお！」

　ダハーカもまた、長ちよう剣けんを気合いと共に振り下ろした。

　キィィィンと澄んだ音が響ひびいた。

　長剣が、切られていた。

「俺の勝ちだ！」

　宣言と共に、零士はもう一度刀を振ふり下ろす。ダハーカが、長剣を手放し左ひだり腕うでを上げた。

「ぐおおおおおっ！」

　ダハーカが呻うめき声ごえを上げる。刀身がダハーカの左腕に立つ。

　零士ははっきりと感じた。

　ダハーカの《竜力》が、左腕に集まってくる。左腕の装そう甲こうの強度が、確かに上がっていくのだ。

「これが《竜殻ドラクーン》の使い方か！」

　意識を集中させることで、装甲を強化出来る。そのことを、零士は初めて知った。

「だがっ」

　力を入れ、刀を引く。

「ぬがっ！」

　ダハーカが息を大きく吐はいた。

　刀身が、彼の左腕を断たち切っていた。

　左腕を抱かかえながら、ダハーカがよろめき退く。

「逃のがすか！」

　刀を振り上げ、零士は間合いに踏ふみ込んだ。

「甘いわっ」

　左腕を抱えたままダハーカが叫さけぶ。

　その顔の後ろから、顎門あぎとが飛び出して来た。それは、今までの蛇へびよりも数倍巨きよ大だいだ。

　濃こい緑色をした太い胴どう体たいを持つそれは、ダハーカのまとめた後うしろ髪がみが変化したものだった。

「なっ！」

　零士の左腕に食らいつく。

　瞬しゆん間かん、意識を左腕に集中させる。《竜力》が集まり、装甲が強化される。

　ガキンッと音がして、蛇の牙きばが止まる。

　ミシミシと音を立てながら、牙と装甲が闘う。

　刀で蛇の頭を切り落とす。

「ぐあぁっ！」

　ダハーカが頭ず突つきをしてくる。一瞬、目の前が白くなってしまう。

　直後、ダハーカの足が零士の脇わき腹ばらを蹴けった。

　ミシリと肋ろつ骨こつが悲鳴を上げて、零士は吹ふき飛ばされた。
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『エミリー、左下！』

　リタが叫ぶと、エミリーが即そく座ざに反応した。槍鉾ハルバートを構えたまま下へ回転し、左下へ穂ほ先さきを突つき出す。

　すると竜りゆうは、その場で止まり、エミリーから離はなれていく。

　エミリーはその竜を追わずに、上へ回転すると同時に槍鉾ハルバートで大きく薙ないだ。

　ブォンと空気が鳴り、前から近づこうとしていた竜を威い圧あつする。

　その様子が、エミリーにはどうも気にくわない。

『おかしくないですか』

『うん、リタもそう思う』

　エミリーの疑問に、リタも同調する。

『おかしい？　何がだい』

　忍が、前方の竜を睨にらみながら聞き返して来た。

『なんというか、戸と惑まどってるっていうか……』

『動きが不自然です。そもそも、相手は竜だというのに、プレッシャーが全くありませんし動きが鈍にぶいと思いませんか？』

　エミリーは前方に展開している九機の竜を見た。時折、突っかかってくるものの、基本的にはこうやって距きよ離りを取っている。

　攻こう撃げきしてくる時も、どこかおっかなびっくりなのだ。

　そして何より、動きが《竜鱗機プラウダー》とあまり変わらない。下手をすれば、弓美香などの方が機き敏びんかもしれない。

　さらには、頻しきりに自分達の動きを気にしている気配すらある。

『合点がいきません』

『彼らも初めての世界に、戸惑ってるんじゃないかな。ほら、ここってばもう樹海の側そばで、空気が美味おいしいとか』

『忍、ふざけないで下さい。戦せん闘とう中です』

『はは、ごめんごめん。でもさ、彼らが積極的に攻せめてこないのは、僕達としては大助かりじゃないか。出来れば僕は、このまま睨み合いを続けたいところだね』

　確かに、忍の言う通りではあった。

　今回の目的は、零士の強さを証明することだ。無理をして闘たたかう必要はない。ただそうは言っても、やはり竜の様子がおかしいことは気になる。

　何か理由があるのだとすれば、それは今後の闘いに利用出来るかもしれないのだ。

『でもでも、リタ達がここで勝てば、零士の手助け出来るんじゃない？』

『リタ、気持ちは分かりますが、それでは意味がないんです』

『そうともリタ。零士には、まず一人で上級の竜将ハイドラゴンに勝ってもらわないとね。せっかく手て頃ごろな相手なんだ、しっかり《竜殻ドラクーン》での、いや、竜としての戦闘を覚えないとさ』

　忍が笑う。その発言が、エミリーには引っかかった。

『忍？』

『ん、なんだいエミリー』

『上級の竜将ハイドラゴンという言葉は、初耳です。司令部では、そういう種別をしているんですか？』

『ん、あ、ああ、そうみたいだね。なんか、そんな文字を見た気がするのさ。そんなことより、彼らはまた動き出すみたいだよ』

　忍の返答は、如によ実じつに誤ご魔ま化かしが入っていた。

　が、エミリーはそれ以上追及することが出来なかった。忍が言う通り、九機が再び間合いを詰つめてきていたからだ。

　そして今度は、やっと決心したのか一いつ斉せいにだ。

『リタ、話し合い通り、山を背に低空に一度下がって下さい』

『うん、エミリー』

『では、忍。頼たのみました』

『任せてよ。立派な盾たて役をしてみせるさ』

　忍が、一歩前へ出た。

　エミリーは槍鉾ハルバートを構え、敵の動きを待つ。

　九機が突とつ出しゆつした忍に、一斉に攻撃をかけ始めた。

　その中の一機に、エミリーは突とつ進しんする。

　竜の動きが、やはり遅おそい。

　いや、忍に近づくにつれて竜の動きが緩かん慢まんになっていく気すらする。

（私の集中が高まっているから？　ランナーズハイの一種とでも）

　一いつ瞬しゆん、疑問が脳のう裏りに過よぎる。

　が、槍鉾ハルバートを振り上げた時には、もう闘うこと以外は綺き麗れいさっぱり消し飛ぶ。

「覚かく悟ご！」

　竜が槍やりを突き出してくる。その穂先を、槍鉾ハルバートで粉ふん砕さいする。そのままエミリーが腰こしを突き出すように捻ひねった。

　ザシュッ。

　腹部に槍の部分が刺ささる。《竜殻ドラクーン》の装甲を確かに突き破って、竜の本体に刺さった。

　そのまま右へ薙ぐ。

「グアァァァァァァァァ！」

　竜が悲鳴を上げた。腹をかっさばくと、まるで人間のような臓器が空中に散らばった。腹を抱だきかかえるように屈かがんだ竜の頭に、槍鉾ハルバートを叩き込む。

　ビクッと竜の体が一度だけ跳はね、そのまま落下していく。

　直後、エミリーの右上と真下で爆ばく発はつが起きる。

　リタの援えん護ご射しや撃げきだ。

　エミリーは素す早ばやく目を動かして確かく認にんすると、より体勢を崩くずした右上の竜へ飛んだ。

　爆ばく煙えんの中でうっすらと見える竜に、槍鉾ハルバートを突き立てる。

　ガキンッと音がして、相手の持つ剣けんが槍鉾ハルバートの斧おの刃は部分と交差した。

　押す。

　押し返される。

　だが、押す。徐じよ々じよに、穂先が竜の体に近づいていく。

「ぐっ、な、何故なぜだっ。何故こんなことがっ。我らの《竜力》が、人間風ふ情ぜいに負けるわけがないっ。なんで、なんで……ぐっ……」

　わめく竜の胸と穂先が触ふれる。

　ミシッと音を立てて、《竜殻ドラクーン》にひびが入っていく。

「こんなことがっ、どうしてだ、どうして力が出ないっ」

『力が出ない？』

　思わずエミリーは聞き返し、押す力が弱まってしまった。

　その瞬間、竜が後ろに下がり──頭を打ち抜ぬかれた。

『エミリー、キミらしくもない。戦場で油断しちゃダメだよ』

　忍の無線が入る。

『しかし、今の竜は何か言いかけていたんです』

『敵の言葉に惑まどわされちゃダメでしょ。今は闘いに集中しないとね』

　忍が言っていることは正しい。間ま違ちがっていない。

　それでも、どこか釈しやく然ぜんとしないものがある。

　エミリーは、次の敵に向かいながら、無理矢理疑念を押し込んだのだった。
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「グッ、ハァッハァッ……」

　零士は荒あらい息を吐はいた。

　前方には、無数の蛇を生やしたダハーカが同じく荒い息を吐いている。切り落とした左ひだり腕うでの先には蛇が生え、後頭部では一ひと際きわ大きな蛇が鎌かま首くびをもたげている。

　零士を蹴り飛ばした後、ダハーカは蛇を回復させた。

　零士は再度《竜力》を放ち突とつ入にゆうしたが、既すでに用心しているダハーカに有効なダメージを与あたえることは出来なかった。

　ダハーカ、零士共に打つ手がなく、同じことを既に三回繰くり返していた。

　と、ダハーカが大きく大きく息を吐いた。

「ふぅ……人間よ、貴様を侮あなどっていたことを詫わびようではないか」

「なんだと？」

「蛇の《異則》だけで勝てると思ったのだがな、貴様には我わが輩はいの全力で当たるとしよう」

　そう言い終わるやいなや、いきなり零士は背後から殺気を感じた。

　本能のまま、何も考えずに左に避さける。すると、右側頭部を掠かすめて蛇へびが現れた。

　体を仰のけ反らせる。顔面の前を蛇が通り過ぎる。

　なんとか右に倒たおれる。左ひだり脇わきを蛇が通った。

　その時、零士の視界に虚こ空くうから蛇が現れるのが見えた。眼前で、辛かろうじて捕つかまえ、握にぎりつぶす。

「良い反応だな」

「何をした！」

「これが、我が輩のもう一つの《異則》である転移だ。ま、そう遠えん距きよ離りまでは転移させられんが、この距離ならば楽勝というわけだ。では、人間よ、よく闘ったが死んでもらうぞ」

　零士の全方位から、殺気が襲おそってくる。

　逃にげようが、ない。

『零士っ、キミが闘う理由を思い返せ。自分が何をしたいかをだ！』

　いきなり、無線から忍の叱しつ咤たが聞こえて来た。

　その言葉を零士は疑わなかった。

　闘う理由を、脳の中で摑つかむ。

　探す必要なんてない。自分が闘うのは、たった一つの理由によってだ。

　そう、杵き築づき弓美香を護るためだ。

　そのために、自分は闘う。

　だからここで負けるわけにはいかない。

　弓美香の姿が、頭に浮うかぶ。

　いや、ここにいないはずの弓美香がはっきりと見て取れる。

　彼女を護るために、自分は負けるわけにはいかない。自分に出来ることは、自分の全すべてを振ふり絞しぼって、護る。

「なっ！」

　疼うずいた。《竜因子》が確かに疼いた。

《竜因子》から《竜力》が、なにか別の物に吸われ始める。

　理由は分からない。ただ、零士は確信した。

　だから、前へ進んだ。

　虚空から、やけにスローに蛇が顔を出してくる。その顔一つ一つを見る余よ裕ゆうすら、今の零士にはあった。

　転移の穴を避け、包囲から飛び出る。

　ダハーカの表情はまだ変わっていない。零士が包囲を抜けたことを、まだ認識していないようだ。

「悪いが、このまま行くぞ！」

　刀を振り上げる。

　ようやく、ダハーカの顔に驚おどろきが広がっていく。だがそれは、零士が刀を振り上げたことにではなく、包囲の外に零士が出たことにだろう。

「ハァァァァァァァァァァ！」

　ダハーカの真正面で、何一つ防ぼう御ぎよ行動を取っていない無防備な体に刀を振り下ろす。

《竜殻ドラクーン》に《竜力》を籠める暇ひまもない。

　ダハーカの脳天に、深々と刀身が入り、真下へ斬きり裂さく。

　その瞬しゆん間かん、零士の世界が元に戻もどった。

「ガァァァァァァァァァァァァ！」

　ダハーカの悲鳴が、遅おくれて聞こえる。

　目の前で、ダハーカは真っ二つになって地上へと落ちていった。

「はぁっ、はぁはぁ……な、なんだったの今の……」

「《異則》さ」

　忍が、近寄って来た。

「他ほかの竜りゆうは？」

「エミリーが片付けてくれたよ」

「九機もっ！　凄すごいじゃないか」

『いえ、相手の竜が何かおかしかったんです』

　会話を聞いていたエミリーが、入ってくる。

「ま、竜にも色々とあるんだろうね。不思議不思議」

　忍が吞のん気きに答えた。そんな忍の《竜鱗機プラウダー》の肩かたを、零士は摑んだ。

「忍、お前はさっき俺に《異則》って言ったよな」

「ん、ああ、そうだっけ」

「そうだ。どういうことだ？」

「どういうことって僕に言われてもね。ただ、端はたから見てる限り、キミが使ったのは《異則》に見えたってだけさ。そうだね、加速の《異則》なのかな、見た感じだと」

　わざとらしく考え込む素そ振ぶりをしながら、忍が答える。

「忍、お前は何か知ってるんじゃないのか？」

「僕が？　何を？」

「いや、何をって言うか……」

「ま、僕はシステムに入り込んだりするのが好きだからね。キミ達より余計な知識があるのは認めるよ。でも、それだけさ」

　忍が苦く笑しようし、今度は逆に聞いてくる。

「で、さっきのダハーカの《異則》は簒さん奪だつ出来たのかい？」

「え……あ、すまない。倒すのに必死で忘れてた」

「はぁぁぁぁ、本当に皇竜に勝つ気があるんだか。これじゃ、今日は《異則》の使い方を覚えたことしか収しゆう穫かくがないじゃないか。まったく、人の気も知らないで」

「人の気って、忍、お前には何か目もく論ろ見みでもあったのか？」

「ん、別にないけど──」

　一いつ斉せいに、エマージェンシーが鳴り響ひびいた。

『零士っ、敵てき襲しゆうよっ。急いで戻れ！』

　紗英の切せつ迫ぱくした声だ。

「敵襲？　そんなっ」

　零士の頭に、自分達の行動が第二司令部の存在を教えてしまった可能性が浮かぶ。

『アンタ達のせいじゃない。どこからか漏もれてたとしか考えられないよ』

　零士が不安を言わずとも、紗英が気が付く。

「紗英姉、すぐに向かう。こっちは十機をもう倒し終わってるし」

『十機？　六機じゃなくてかい？』

「え？」

『ま、そんなことどーでもいいか。とにかく急いでっ。かなりの大規模な襲しゆう撃げきだ』

「了りよう解かい！」

　答えて、零士は忍、エミリー、リタを見た。

　全員が頷うなずいた。
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「我が儘まま坊ぼう主ずは、こっちに戻れそうか」

　紗英が交信を終えると、背後の獣吾が嫌いやみを言ってきた。

　それを無視して、紗英はモニターに映る各隊の動きを確かく認にんした。紗英が作成した作戦通りの配置が出来つつある。

　獣吾もまたモニターを見つめ、顎あご鬚ひげを弄いじった。

「正面ゲートがある風穴に主力を置いて、第二第三は一年二年中心か。裏口から来られたらどうすんだ」

「第二第三は、一部の人間しか知らない脱だつ出しゆつ口でしょうが。この情報が漏ろう洩えいしているとは、考えにくいでしょ」

「それはそうだけどな。ん、なるほど」

　獣吾の目が、一点を見つめる。

「弓美香が第二の指揮か。脱出用か？」

「面おも白しろくないけどね。弓美香ちゃんが、私達の希望である以上、いざって時には逃げやすい場所にいてもらわないと」

「で、零士達はどこから戻るんだ」

「零士は第二第三を知らないわ。つまり、正面からよ」

「挟はさみ撃うちか」

「そうできるように、アンタも私も今から前線に出るのよ」

「おいおい、指揮は誰だれが執とるんだよ」

　呆あきれた様子で、獣吾が頭を搔かく。

「現場で執るわよ。コニー、逐ちく一いち情報を私に包つつみ隠かくさず全部送るように」

　急に呼ばれたコニーが、慌あわてて立ち上がって敬礼する。ただ、すぐに不安そうに紗英を見た。

「けっこうな量の情報になっちゃうと思うんですけど……」

「構わないわよ。ああ、あと、弓美香ちゃんにも同時に送ってね。彼女なら、自分で撤てつ退たいのタイミングを計れるでしょうから」

「…………分かりました」

　コニーが深々と頷く。

　その仕草に紗英は、優やさしく微笑ほほえんだ。

「いざって時よ、いざって時。この叶紗英が負けるわけないっての」

　ドンッと胸を叩たたいて紗英はまた笑った。

　そして、獣吾を引きずるようにして、共に管制室を出て行ったのだった。

　前線へと。
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　常緑樹が生おい茂しげり、鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。

　上空から見ると、まるで濃こい緑色の大おお海うな原ばらのようで人々が『樹海』と呼び習わすこともよく理解出来た。

　その海が弾はじけ、波打った。

　爆ばく音おんが鳴り響き、暫しばらく後に炎ほのおが立ち上る。

　海から《竜殻ドラクーン》を纏まとった竜と、《竜殻ドラクーン》を模した《竜鱗機プラウダー》を纏った人間が飛び出てきた。

　木の葉が飛ひ沫まつとなって舞まう。

《竜鱗機プラウダー》が機き銃じゆうを放つ。その弾だん道どうに無造作に身をさらして、竜が突つっ込んだ。

《竜殻ドラクーン》の表面で火花が散り、重く硬かたい音が響く。

　一いつ瞬しゆん、竜の右手が後ろに大きく弾かれた。

　苦痛に顔を歪ゆがませながら、竜が大きく口を開く。

　一筋の光が放たれる。

　咄とつ嗟さに《竜鱗機プラウダー》が機銃を捨て、両りよう腕うでを顔の前で交差させた。左手から先が樹海に沈しずみ、右手がだらりとぶら下がる。

《竜鱗機プラウダー》が悲鳴を上げる。その首に、竜の剣けんが吸い込まれた。

「ザハール。どうやら、情報は確かだったようだな」

　上空で、青せい竜りゆうは満足げに頷いた。

　やや後ろに控ひかえたザハールが、右手を胸の前に置いて腰こしを屈かがめた。

「ありがとうございます、青竜様。この仕し込こみには自信があるんですよ」

　マリンブルーの《竜殻ドラクーン》を纏った姿は、シルエットだけならスーツを着た紳しん士しのようにも見える。青竜は振ふり返かえることなく、あちこちで始まった戦せん闘とうに目を遣やった。

「木こっ端ぱ共が湧わいて出ておるな」

「木っ端と言いましても、今の人間にしてみれば最強の戦力かと」

「《竜殻ドラクーン》のまがい物を作った連中のアジトだからな。クシナダとか言ったな」

「ええ、そうです。クシナダ財団。千年前に我らと闘たたかった者共の末まつ裔えいのようです。そして彼らが守る巫女みここそが、皇竜様が探し求めておられた鍵かぎです」

「巫女の当てはついているのだな」

「もちろんです。そのために、私の貴重な手下を潜せん入にゆうさせたのですから」

　ザハールが、メガネの位置を直しながら答えた。竜であるザハールの視力は人間を遥はるかに凌りよう駕がする。つまりメガネは偽ぎ装そうに過ぎない。

　もう外していい物なのだが、ザハールはなんとなくこのメガネという装そう飾しよく品が気に入っていた。

「よく潜入させられたものだな。クシナダのガードも堅かたかっただろうに」

　青竜の疑問に、ザハールは再びメガネの位置を直した。

「本隊には無理でも、学園にならばと考えましてね」

「ふむ。さすがは、皇竜様が直々に任命しただけはある。竜槍師団が使えぬ今、お主の情報がなければ、些いささか手間取っただろうな」

「神真一郎にはしてやられましたな。信しん奉ぽう者共は壊かい滅めつ状態です」

「飼い犬に手を嚙かまれたな」

「全くです。この借りは、しっかり返しませんとね」

「ん？」

　青竜が、小さく声を上げた。

　眼下で竜が海原を突き破って姿を現した。その姿は明らかに、逃にげている。背後に迫せまる、何かから必死に逃げようと飛ぶ。

　樹海から、もう一機の《竜殻ドラクーン》が姿を現した。

　逃げる竜の背中に躍おどるように飛び、大剣を振り下ろす。

《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうを、まるで紙切れのように破り、竜を真っ二つに斬きり捨てる。

「ほう。なかなかやるではないか」

　そう笑う青竜の前に、ザハールは出た。

「青竜様、ここはお任せを」

「ふむ。知った相手か」

「ええ、いささか因いん縁ねんがありますので」

　青竜に頭を下げてから、ザハールは竜を斬り捨てた《竜殻ドラクーン》に視線を移した。

　口元が自然と、獰どう猛もうに綻ほころぶ。

　霧きり雨さめ獣吾、ハワイで殺し損そこねた相手だ。




　　　　※　　※　　※




「ちっ、厄やつ介かいなのに目を付けられたな」

　獣吾は顔を上げ、ザハールの機き影えいを睨にらんだ。太陽を背にしながら、一気に間合いを詰つめてきている。

《竜殻ドラクーン》を纏まとうことを許された竜将ハイドラゴンの中でも、上級の竜将ハイドラゴンとの勝負はなるべく避さけ、四十近い数を減らしておきたかった。

　上級以外、下級の竜将ハイドラゴンといえども《竜鱗機プラウダー》とは段だん違ちがいの性能を持っている。五機のフォーメーションで、なんとか闘える程度だろう。

　結界機を奪だつ回かいする作戦のためにも、なるべく数を減らしたくはなかったのだ。

「だって言うのに、くそっ、迂う闊かつに上に出た俺が馬ば鹿かってことだな」

　大剣の柄つかを握にぎり直して、獣吾は上じよう昇しようした。

　ザハールが右手を伸のばし、曲刀シヤムシールを出現させる。

　間合いが、もうない。

「ハワイでの逃げっぷり、見事なものでしたよ」

「褒ほめてもらえて光栄だな」

　馳はせ違ちがう。

　獣吾の肩かたが浅く斬られた。だが、装甲を破るには至っていない。ただ獣吾の大剣は、ザハールに触ふれすらしなかった。

　獣吾は大剣を構え直して、息を整えた。

　と、背後に強い視線を感じ慌てて振り返った。

　青竜が、腕うでを組んでじっと見下ろしている。

「二人がかりって奴やつか、ザハール！」

　向き直り、ザハールを睨む。

　すると、ザハールが肩をすくめて笑った。

「それは誤解というものですよ。不利と見るや、乱戦に飛び込んで味方を囮おとりにして逃げた貴方あなたです。青竜様に監かん視しをお願いするのは、当然の用心ではありませんか？」

「……逃げだそうとした瞬しゆん間かん、攻こう撃げきするってわけか」

「理解が早くて助かります」

　ザハールがまた笑う。

　どうやらここは、いつの間にかコロセウムか何かに変わっていたようだ。

「意地でも決着を付けようってわけか」

「意地ではありませんよ。計算です。人間共の中で、我らの脅きよう威いになり得るのは三人だけです。貴方、叶紗英、神真一郎、この三人を一人ずつ始末しようというのは、当然の考えでしょう？」

「三人、なるほど三人ね」

　獣吾は小さく笑った。

　どうやら、まだ零士やレティの存在は把は握あくしていないらしい。その計算違いは、こちらにとって有利に働くだろう。

　いきなり、獣吾の体が見えない何かに縛しばり付けられた。

　ザハールが、躍りかかってくる。

「懲こりねぇ奴だな！」

《異則》によって体を硬こう化かさせ、無理矢理振りほどく。大剣を振り下ろす。

　刃はと刃が重なり、金属がギチギチと擦こすれる不快な音が響ひびく。

「誰だれが同じ手だと言いました？」

　ザハールが嘲ちよう笑しようした。

　瞬間、獣吾の本能が警告を鳴らす。

　慌てて、大剣を引く。

「遅おそいんですよ！」

　ザハールが咆ほえた。同時に、大剣の刀身が粉々に砕くだけ散った。

「私が持つ振しん動どうの《異則》を甘く見ましたね」

「ちっ、やってくれるぜ」

　柄だけになった大剣だったものをチラリと見て、獣吾は間合いを取った。ヒヒイロカネ製の大剣すら砕いた以上、《竜殻ドラクーン》の装甲も砕かれる可能性がある。

「下手に接せつ触しよくは出来ないってわけだな」

「せいぜい、用心して下さい」

　ザハールが、メガネの位置を直した。

「人間くさい仕草しやがって」

「五年ほど、人間の芝しば居いをしていましたからね。慣れというのは、恐おそろしいものです。もっともそのおかげで、私には貴方達人間の思考が分かるのですけどね」

「どういう意味だ」

「そうですね。たとえば、貴方が自分と叶紗英を使ってなるべく私達の数を減らそうとしている、とかですか。私達、竜は犠ぎ牲せいを惜おしむという感覚があまりありませんからね」

「何を考えている」

「叶紗英には、私と同レベルの竜将ハイドラゴンを三名送り込んでいるということですよ」

「なっ」

「ああ、ショックを受けないでください。冷静な判断です。叶紗英には私と同レベルの竜将ハイドラゴンが三名必要で、貴方には私一人で十分。実力を考えれば、妥だ当とうな判断ですから」

「へっ、随ずい分ぶんと甘く見られたもんだな。なら、その判断が間ま違ちがっていたと、体で分からせてやらぁ！」

　柄を、ザハールに向けて投げつける。

「おっと、癇かん癪しやくを起こさないで欲しいですね」

　ザハールが避けた瞬間、一気に獣吾が間合いを詰める。

「おらぁっ！」

　硬化した拳こぶしを、ザハールの顔面に叩たたきつける。

「なんだとっ！」

　獣吾は思わず声を上げた。拳を避けようともせず、ザハールが口を開いた。

　咄とつ嗟さに左手で顔を庇かばう。

　光が、顔の前で爆ばく発はつした。左手が焼けるように痛む。

　だが、何が起きているか分からない。閃せん光こうによって、視界が一時的に奪うばわれたのだ。

「おやおや、辛つらそうですね。掌てのひらが焼けただれていますよ」

　ザハールが、獣吾の左手首を握った。

「患かん部ぶを除去しましょう」

「くっ！」

　声と握られた感かん触しよくを頼たよりに、殴なぐりかかる。

「がぁぁぁぁぁっ！」

　左手に激痛が走った。

　辛かろうじて戻もどって来た視界に、獣吾の左手首から先が映ることはなかった。




　　　　※　　※　　※




「私はね、しつこい男は嫌きらいなんだよ！」

　咆えると同時に、紗英は目の前の竜将ハイドラゴンの腹に膝ひざを叩き込んだ。

「ぐおおおっ！」

　竜将ハイドラゴンの頭が下がる。その首を脇わきに抱かかえ込む。

「私みたいな美人の脇で死ねるんだ。光栄に思いやがれ」

　首を捻ひねる。ゴキッと嫌いやな音がして、竜将ハイドラゴンの首はあらぬ方向に曲がった。

　放すと、そのまま地面に落下していく。

「やれやれ、竜の身体構造が人間と同じで助かるよ」

　胸の前で、手を組み関節をゴキゴキと鳴らした。

　紗英の前には、倒たおすべき竜将ハイドラゴンがまだ二人いる。

「なんとも野や蛮ばんな戦い方だとは思わんか、ボイナ」

　灰はい褐かつ色しよくの《竜殻ドラクーン》を纏まとった、大おお柄がらで筋肉質な竜将ハイドラゴンが低い声を出した。話し掛かけられた、ボイナという紺こん色いろの《竜殻ドラクーン》が軽けい薄はくそうに笑う。

　華きや奢しやで、異様に長い四し肢しを持った竜だ。

「ケヒッ、ゴリニチさささんよぉ、俺はこーいう野蛮な女は大好きだぜぜぜ」

　四肢と同じく、異様に長い舌で唇くちびるを舐なめ回す。顔色は、病人に思えるほど青白い。

「自分は好かんがな。闘たたかいとは神聖なものであるべきだろう」

　ゴリニチが大おお真ま面じ目めな顔をする。

「ケケッ、ケヒッ、どーでもいいじゃねぇか、ゴリニチさささんよぉ。俺達は、命令通り殺せせせばいいのよぉ。ちったぁ、楽しむがね」

「そうだな、ボイナの言う通りだ。二対一であることを、恨うらむなよ、女」

「けっ、三人で散々追いかけ回しておいて、よく言いやがるっ」

　紗英は、背中に手を回して柄を摑つかむ。

　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうをゆっくりと構えた。腰こしに軽く乗せ、左手を前へ出す。

「さ、かかって来な！」

「ケヒッ、人間風ぜぜぜいがよぉっ！」

　ダランと垂らしたボイナの両手に、長ちよう剣けんが現れる。

　隣となりではゴリニチが、巨きよ大だいなハンマーを手にした。

　二頭が左右に分かれる。左からは、ゴリニチが巨大なハンマーで木々をなぎ倒しながら迫せまってくる。

　右からは、ボイナが木々を縫ぬうように迫る。

　速度からすると、ボイナが数秒早くやってくる。紗英は判断すると、ボイナとの間合いを詰つめた。

　青龍偃月刀をボイナに叩きつける。

　ボイナが樹木の陰かげに隠かくれる。

「無む駄だだよ！」

　叫さけび、力を入れる。

「ケヒヒッ、どうかなぁ？」

　樹木ごとボイナを斬きろうとした瞬間、樹木がいきなり紗英に向けて倒れた。いや違ちがう、曲がったのだ。

　太い幹が、あり得ないことに曲がって紗英に向かってくる。

「なっ!?」

　慌あわてて左手を柄から放して、樹木を弾はじき飛ばす。

「もらったぞ！」

　ゴリニチが、ハンマーを振ふり下ろす。青龍偃月刀は樹木に半ばまで食い込み、戻せない。左手も木を弾いたばかりで間に合わない。

　巨大なハンマーが、紗英の頭部に迫る。

「ざけんな！」

　吐はき捨て、紗英は頭を後ろに下げ、回転するように大きく足を空へ向けた。

　両足で、ハンマーを思いっきり蹴けり飛ばす。

「なんとっ！」

　ハンマーが押し返されて、ゴリニチが体勢を崩くずした。

　紗英は、そのまま背中から樹木に衝しよう突とつした。バキバキと樹木が倒れる。

「つぅ……」

　首を振りながら、紗英は立ち上がった。

　大したダメージはない。ただ二頭同時というのは、改めて厄やつ介かいだと思う。

　コニーから送られてくる情報によれば、状じよう況きようはかなり不利だ。押されっぱなしとすら言える。

　財団所属の二百機と、三年生の四十機の内、既すでに十数機が落とされている。

　早くサポートに行きたいところだが、獣吾もザハールと闘い、自分もこの状況だ。

「早いところ、零士に戻ってもらわないと厳しいな、こりゃ」

「ケヒッ、油断大敵だぜぜぜ！」

「まったくだ」

　ボイナとゴリニチが、二人並んで正面から突つっ込んでくる。

「そうでもないよ！」

　自分から飛び込む。

　ボイナに青龍偃月刀を叩き込みながら、振り下ろされるハンマーを避よける。

　その時だ。

　ボイナの長い足が、ゴリニチのハンマーに触ふれた。

　ハンマーの柄つかが折れ曲がる。

　折れ曲がったハンマーの落下地点が、紗英の頭上となった。

「なんだよ、それ！」

　青龍偃月刀を慌てて戻し、頭上に両手で掲かかげる。

　ミシリと青龍偃月刀が悲鳴を上げた。それでもなんとか持ちこたえた。そう思った途と端たん、爆発した。

　柄が爆発し、粉々に砕け散る。

　爆ばく風ふうで、紗英は地面に叩きつけられた。

「自分の《異則》、爆ばく破はは如何いかがかな」

　ゴリニチが勝ち誇ほこった顔で、地面にめり込んだ紗英を見下ろす。

「は、叩かれるより、叩く方が好きなんだけどね」

　柄だけになった方を投げ捨て、刀身が残った方を握にぎって紗英は、立ち上がった。爆風が《竜殻ドラクーン》によるガードをすり抜ぬけ、顔に火傷やけどが幾いくつか出来ている。

　と、樹木がいきなり蛇へびのように紗英に巻き付いてくる。

「なぁっ！」

　予想外の出来事に、紗英の反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　その隙すきに、樹木が紗英の体にがっしりと巻き付く。その上から、もう一本の樹木がさらに巻き付いた。

　ギチギチと紗英の体を締しめ上げる。

「ケケケ、ケヒッ、やっぱり野蛮な女が苦しむ顔ってなぁ、好みだねぇ」

　ボイナが長い舌を垂らして笑う。

「ボイナ、お前の曲げる《異則》は歪いびつだな」

　ゴリニチが苦く笑しようする。

「曲げる《異則》だって……」

「ケヒッ、そうともさささ」

　ボイナが、紗英の前に降り立った。巻き付く樹木に乗り、紗英の顔をのぞき込む。

「ケヒケヒッ、だからよぉ、こーいうことも出来るってわけさささ」

　ボイナの長い右手が紗英に伸のびた。

　そのまま、関節などないかのように右手が紗英の顔に絡からみついてくる。

　右耳から後頭部に這はい、うなじを通り、首筋から鎖さ骨こつへと進む。そのまま紗英の胸むな元もとへ指が這い寄ってくる。

「ちっ、竜りゆうだなんだと言っても、そこらの下げ衆すな男と変わらないね」

　ボイナの顔を、紗英は睨にらんだ。

　そして、唾つばを吐きかける。

「ケヒッ、ケヒケヒ、定番って奴やつだなぁ」

　長い舌が伸び、紗英の唾を舐め取り、口内でくちゃくちゃと味わう。その姿に、紗英は思わず鳥とり肌はだが立った。
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「いい顔だぜぜぜ、そーいう目で見られると、俺はぞぞぞくってすらぁ。いきり立つぜぜぜぇ、ケヒッケヒッ」

「ったく、本当にそこらの下衆と変わらないね。あっちまで同じか」

「ケヒッ、当たり前さささ。そそそーじゃなきゃ、混血なんて出来てねぇさささぁ」

「なるほどね、そりゃそうだ」

「ケヒッ、ケヒケヒ、ちったぁ楽しんでもいいよなぁ、ゴリニチさんよぉ」

　ボイナが顔を近づけ、長い舌を伸ばしてくる。

　ピチャリと頰ほおに舌が触れた。

「ふんっ、そうかい。なら、もっと刺し激げき的なことをしてあげるさ」

　頰を舐められながら、紗英は笑う。

「あん？」

「こういうことさ！」

　意識を集中させる。

「バースト！」

　咆ほえる。

　同時に、紗英に絡みついていた樹木が一気に燃え上がる。

「なぁっ！」

　驚おどろいたボイナが飛ぶ。その足を、解き放たれた紗英が握る。

「は、はなせせせっ！」

「放すか、馬ば鹿かが！」

　煙けむりが充じゆう満まんしだした中、足首を握ったまま燃える樹木に叩たたきつける。

「はがぁぁぁぁぁっ！」

　グシャァと樹木が燃えたまま砕くだけ散る。そんなことはお構いなしに、紗英は踏ふんだ。右足で、ボイナの股こ間かんを思いっきり踏み抜く。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　声にならない悲鳴が上がった。

　だがそれでも容よう赦しやせず、紗英は踏んだ足をねじ込んだ。

　確かに、何かが潰つぶれた感かん触しよくが足の裏に伝わる。

　ボイナが白目を剝むき、泡あわを吹ふく。

「おのれぇっ！」

　ゴリニチが、煙を突き破って紗英に曲がったハンマーを振り下ろして来た。

「アンタも酷ひどいことするね！」

「何がだ！」

「こういうことさ！」

　紗英が振り回す。

　ボイナを、だ。

　ハンマーにボイナの頭部が当たり、グシャリと潰れた。

　そして、ボイナの死体が爆ばく発はつする。

「なぁっ！」

　ゴリニチのハンマーの勢いは止まらず、燃える木々ごと地面にぶつかった。

「ま、あの変態にしては火か葬そうになったんだ。僥ぎよう倖こうだね」

　自分の体に飛び散ったボイナを、火の中へと払はらいながら紗英は笑う。その笑えみを、ゴリニチが強く睨んだ。

　青筋が立ち、全身から怒いかりが漂ただよっている。

「なんだい、アンタらでも仲間が死んだら怒おこるのかい」

「何を見けん当とう違ちがいなことを言っている。自分の怒りは、我ら高貴なる竜を殺すという大罪を犯おかした貴様に向けたものだ。ボイナの死など、どうでもいい。ただ、竜が下等な猿さるに殺された。この事実が、自分に怒りを覚えさせるのだ」

「見当違いはアンタだよ。何しろ、ボイナにトドメを差したのは、アンタ自身なんだからね」

「む……屁へ理り屈くつを言うな！」

　ゴリニチが、持ち上げたハンマーを頭上で大きく回転させ始める。

「潰す！」

　炎ほのおを斬きり裂さいて、猛もう然ぜんと紗英へ迫せまる。

　紗英は、微び動どうだにしない。

「いい度胸だっ。だが、無む手てでどうするつもりだ！」

「武器なら、ここにあるんだよ！」

　地面を蹴り上げた。

　長ちよう剣けんが、ボイナの武器が舞まう。

　宙で柄を握り、倒たおれ込む。

「死ねい！」

　ゴリニチのハンマーが、紗英の後頭部を掠かすめる。それだけで、脳が激しく揺ゆさぶられて失神してしまいそうになる。

　だが、紗英はもう何も考えていない。

　体が、前もってインプットされていたかのように勝手に動いた。

「ぐあっ！」

　ゴリニチの左足を、灼しやく熱ねつとなった長剣が斬り裂く。膝ひざから崩れ落ちる。その横を紗英は転がった。

「くっ……」

　転がった先で、紗英は立ち上がろうとして転んだ。

　視界がドロドロに歪ゆがんでいる。ジンジンと揺さぶられた頭が痛い。

　ゴリニチが、ハンマーを杖つえとして立ち上がった。

　そして飛ひ翔しようする。紗英の頭上で、ハンマーを振ふり上げる。

　もがきながら、紗英はなんとか立ち上がった。だが、まだ頭が朦もう朧ろうとして、まともに動くことが出来ない。

「下等な猿の分際で、また竜に傷を付けたな。その罪、万ばん死しに値あたいする。死んで償つぐなえ」

　ハンマーを振り下ろす。

「させません！」

　十二筋の光が、ゴリニチの背を打った。

「ぐおっ！」

　ゴリニチがよろめく。

「邪じや魔まをするのは、何者だ！」

　怒りに歪んだ顔で、ゴリニチが振り返った。その視線の先に、碧あおく輝かがやく《竜鱗機プラウダー》があった。

　十二門のレイジキャノンを纏まとい、次々とゴリニチに放つ。

「まがい物が！」

　大きく口を開く。

　光が、巨きよ大だいな光が放たれる。

「戦場で怒りに任せる。未熟な戦士だね、アンタ」

「っ！」

　ゴリニチの胸から、剣けんが突つき出た。溶よう鉱こう炉ろのように赤く輝く剣が、ゴリニチの心臓を刺さし、焼いた。

「が……ぐ………………」

　ハンマーがゴリニチの手から落ちる。それでも必死に腕うでを振り上げ拳こぶしを作り、落ちた。

　頭も落ち、ゴリニチの全身から力が抜ける。

　紗英はその背に足をかけ、剣を引き抜いた。

「ふぅ……危ないところで助かったよ、弓美香ちゃん」

　息を吐はき、紗英は顔を上げた。

　弓美香が彼女専用の《竜鱗機プラウダー》である《碧へき雷らい》を纏い、いた。

「で、だ。どうして、アンタがここにいるんだい。私は、第二ゲートで待機と命令したはずだけどね」

「命令を無視しました」

　弓美香がきっぱりと言い放つ。

「な……いっそ清すが々すがしいほどに、酷いことを言うね」

「仕方有りません。紗英様と獣吾小父おじ様が足止めされたせいで、かなりの損害が出ています。ですので、二年生を再編成して竜の側面を突きました」

「脱だつ出しゆつタイミングのために情報を弓美香ちゃんに教えてたってのに。まったく。いいかい、このことは後でしっかり問題にするよ」

「覚かく悟ごの上です」

　弓美香が迷いなく頷うなずく。

「やれやれ、零士の影えい響きようか、それとも零士が弓美香ちゃんの影響を受けたのか、言うことを聞かない子ばっかりで、私は頭が痛いっての」

　ボリボリと頭を搔かくと、紗英は顔を上げた。

「クソオヤジでも戦力は戦力だ。私は獣吾を助けに行く。弓美香ちゃん、アンタは全体の指揮を頼たのんだよ」

「分かりました」

　弓美香の返事を聞き、紗英は飛翔した。

　樹海の上に広がる空へと。
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「がはっ」

《竜殻ドラクーン》の肩かた装そう甲こうが吹き飛んだ。それでも止まらず、獣吾は右拳をザハールに叩き込んだ。

　ザハールが、左ひだり肘ひじで獣吾の拳をかち上げる。

　よろめき、獣吾は間合いを取るべく下がった。

「逃にがすと思うんですか？」

　即そく座ざに間合いを詰つめ、ザハールが曲刀シヤムシールを振り下ろす。

「逃がしてもらいたいもんだな！」

　手首から先がなくなった左ひだり腕うでを、曲刀シヤムシールにぶつける。刃はが装そう甲こうを破って肉に食い込み、血が噴ふき上がった。

　その出血を、ザハールの顔に向ける。

「なっ！」

　ザハールのメガネに血が飛び、その視界を封ふうじた。その隙すきに獣吾は間合いを取った。

　チラリと上空を見上げる。青竜が変わらず、獣吾を睨にらんでいる。とてもではないが、あの視線を盗ぬすんで逃げ出すことなど出来そうにない。

　ザハールがメガネを取り、ハンカチで血を拭ふき出した。

「その左腕、惜おしくはないようですね」

「ま、もう手がねぇからな」

　獣吾が喋しやべる間に、出血がピタリと止まった。

「ほう……なるほど、硬こう化かの《異則》を血液に使ってるわけですね。面おも白しろいことを考えるものだ」

「失血死はしたくねぇんでな」

「なるほど。ならば、私に惨ざん殺さつされることはイヤではないということですか」

　メガネに息を吹きかけ、二枚目のハンカチでキュッキュッと拭く。

「出来れば腹上死といきたいもんだな」

「お盛さかんなことだ。さてと」

　ザハールがメガネをかけ直す。

「それでは、そろそろ決着を付けるとしますか」

「ちっ、どうにも嫌いやなもんしか想像出来ねぇがな」

「さすがは竜りゆう倒とう五将の一人だ。正確な戦力分ぶん析せきですね」

　ザハールが、曲刀シヤムシールを斜ななめ右下に構えた。

「死になさい！」

　間合いを一足飛びに詰める。

　曲刀シヤムシールを振り上げた。
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「下だ、ザハール！」

　青竜の声が飛んだ。ザハールには、それが何を意味したのか分からなかった。

　目の前で、獣吾が体を横にする。左腕を盾たてにしてくる。

　だがそれはザハールの想像の範はん疇ちゆうだ。

　獣吾の脇わきに刃を入れ、肩かたを斬り上げる。左腕が飛んだ。

　そのまま獣吾の頭上で刃を返し、脳天に振り下ろす。

　振り下ろす。

　振り下ろした、はずだ。

　腕は、確かに振り下ろされていた。

　だが、肘ひじから先が、ない。

「じゃあな」

　自分と獣吾しかいないはずなのに、違ちがう声がした。

　誰だれだ。この決けつ闘とうを汚けがす奴やつは。

　顔を上げる。

　瞬しゆん間かん、脳天に剣が振り下ろされた。

　酷ひどく熱い。

　何より、自分が獣吾にやろうとしたことが真似まねされた。その怒いかりが湧わいた。

　そして、ザハールの思考は止まり、息絶えた。
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　胸から上を真っ二つに断たち切られたザハールが、樹海に消えた。

「紗英、助かった」

　獣吾が青い顔で、腕がなくなった左ひだり肩かたを右手で押さえている。

　止血はしているようだが、それでもかなりの血を失っているらしい。

「また早い気がするよ、私は」

　紗英は、降りてくる青竜を見つめた。

　今までの竜とは、プレッシャーが全く違う。紗英の戦士としての経験が、はっきりと伝えてくる。

　勝てない、と。

　なんとかして、逃げるしかない。

「ふっ、悪くない面つら構がまえだな。歪ませ甲が斐いがあるわ」

　青竜が鞭むちを振り、宙で空気を斬きり裂さいた。

「クソオヤジ、こいつは……クラヒメ様を襲おそった連中だぞ。皇竜と最初にこっちに来た竜だ」

「ザハールは青竜って呼んでやがったな」

　紗英と獣吾の会話が聞こえたらしい、青竜が口を開いた。

「我が名を知りたいか。我は青竜。皇竜様に従う四竜の一人よ。他ほかの雑魚ざこ共とはわけが違うぞ」

　堂々と言い放つ。

「叶紗英と霧雨獣吾よ。お主らは人間にしては、よくやった。褒ほう美びに、この我が自ら死を与あたえてやろう。望外の幸いに、喜びながら死ぬがいい」

　そう言った青竜が、怪け訝げんな顔をした。

　そして、紗英と獣吾がまるでいないかのように、平然と横を向く。樹海の一角を睨み付ける。

「この気配、まさか……」

　青竜の顔が引きつる。

　その隙に、紗英は長ちよう剣けんを構えた。

　が──鞭が音も無く飛び、長剣に巻き付き締しめ上げ、砕くだいてしまった。

「な……」

「お主達は、処しよ刑けい台に乗ったのだ。大人しくしておれ」

　感情なく青竜が言い放つ。

　だがその視線は、相変わらず樹海の一角を睨んでいるままだ。

　すると、いきなり樹海から一筋の光が襲い掛かかってきた。

「この威い力りよくっ、くぅっ！」

　青竜が慌あわてて光を躱かわす。だが、光は曲がり青竜を追つい尾びした。

「あやつの《竜因子》ではないだと！」

　青竜が回転して光を睨み、口を開く。

　同じく光が放たれる。

　互たがいにぶつかり、火花を散らし、爆散した。

　青竜の放った光がか細くしばらく進み、消失する。

「お、おのれ、なんだこの《竜力》の強さは！」

　樹海の一角に向き直り、咆ほえる。

　その視線の先で、樹海が波打った。

　四十機ほどの《竜鱗機プラウダー》と、五機の《竜殻ドラクーン》が姿を現した。







　四章







　一直線に、まるで赤い弾だん丸がんのように《竜殻ドラクーン》が飛んだ。

　閃せん光こうが幾いく筋すじも飛来するが、その全すべてを左右の手に握にぎった二本の曲刀シヤムシールで、切り裂いていく。

　何者にも目もくれず、ただただ真っ直すぐに飛ぶ。

　その目に浮うかんでいるのは、ただ一つ。明確な殺意だ。視界に映る竜、青せい竜りゆうを殺す。その意思しか、ない。

「お、おのれぇっ！」

　青竜が鞭を振ふるった。

　無数の増ぞう殖しよくした鞭が、囲むようにして襲い掛かってきた。

　曲刀シヤムシールをやや左右に広げ、回転する。それだけで、無数の鞭は斬り裂かれ力なく落下する。

「油断だな！」

　青竜の言葉と同時に、鞭が溶とけた。液化して降り注いでくる。

「小細工をっ」

　咄とつ嗟さに目を閉じたことを恥はじながら、手で顔を拭ぬぐう。

　が、その目の前にはもう青竜はいない。

「どこにっ」

「樹海に逃げ込まれたな、レティシア」

　真しん一いち郎ろうが、ゆっくりと近づいてくる。

　レティは、小さく息を吐はいた。そして、追うべく下を向く。だが、その肩を真一郎が摑つかんだ。

「青竜を追う必要はない。アイツはこのまま撤てつ退たいするだろうからな」

「しかしっ」

「それよりも、俺達の目的はクシナダだ。ライオット達は、既すでにクシナダの連中の掃そう討とうに入っている」

　真一郎の言葉に、レティは少しの胸の痛みを感じた。それでも、今は頷うなずく。

「掃討だ？　どういうことだ！」

　左ひだり腕うでを失った獣じゆう吾ごが、声を荒あららげた。

　その姿を真一郎は、特に感傷もなく見たようだ。

「言葉通りの意味だ」

「そんなこと、させると思ってるのか！」

「どう思うかはお前の自由だ。だが獣吾、お前が十一年間やって来たことは、無意味だったということだ」

「なっ」

「お前の作った玩具おもちやと人形では、竜は倒たおせん」

　平然と真一郎が言い放ち、獣吾が怒りで顔をどす黒く変色させる。

「真一郎、アンタの好きにはさせないよ」

　紗さ英えが真一郎を睨にらみながら、ゆっくりと下がる。

「俺の好きにさせたくないなら、それだけの力が必要だ。だが、青竜ごときに勝てぬお前に何が出来る。今のレティシアにも劣おとるお前にな」

「レティ……そうだ、真一郎。レティになにをしやがったっ」

「何も。素質が開花しつつあるだけだ。惜おしいが、お前とは素質が違う。今のレティシアは、お前では絶対に届かぬ強さにある。それだけだ」

　真一郎が、大たい剣けんを手に取った。

「お前はよく努力した。そのか細い《竜りゆう因いん子し》で、よくぞここまでと感心はしている。俺の下もとにくれば幹部の一人にもなれたが、残念だよ。かつての仲間のよしみだ。せめて俺が、屠ほふってやろう」

　紗英が長剣を構える。

　長剣が赤く燃え上がる。

　が、その様子を真一郎は一いつ笑しように付した。

「高熱の《異い則そく》か。だが俺は、その上の《異則》を赤せき竜りゆうから簒さん奪だつしているぞ」

　ゆっくりと大剣を振り下ろす。

「させねぇってんだろ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いが、飛んだ。

　獣吾の右みぎ拳こぶしが大剣の腹を殴なぐる。真一郎がよろめき、よろめいた自分に驚おどろく。

「紗英、行け。他の連中を逃にがせ！」

「クソオヤジっ……分かった。あばよ」

　頷いた紗英が、身を翻ひるがえし樹海に向けて飛ぶ。

「師団長、叶かのう紗英が逃げるぞ！」

　レティが叫さけんだが、真一郎は反応しない。ただ驚いた顔で、大剣を眺ながめている。

「師団長！」

　二度目の叫びで、真一郎はようやく顔を上げた。

「あ、ああ、すまんな。あまりに予想外だったので、少々自分を失っていたか。レティシア、紗英を追え。ああは言ったが、ライオット達では苦戦しかねん」

「了りよう解かいした」

　端たん的てきに答え、レティもまた樹海へ向かった。

　獣吾はレティが横を通り過ぎるのを無視して、真一郎だけを見み据すえた。

「一つ聞くが、何が予想外だってんだ」

　獣吾は拳を握り、構えた。

「お前の行動がだ、獣吾。他人を利用することしかしなくなったお前が、まさか自分の身を張るとはな」

「痛いことを言いやがる」

「なんだ、自覚があったのか」

「なぁに、若いのにぶん殴られたんでな。いやでも自覚する」

　その記き憶おくが、獣吾は不思議と不快ではなかった。

「……叶零れい士じか」

「勘かん働きがいいじゃねぇか」

「お前が利用し尽つくそうとしている存在を、誰だれよりも守ろうとしているのが、あの少年だからな」

「ああ、そうだ。おかげで俺は、えらい嫌きらわれてるようだがな」

「お前のことを好きな人間が、俺にはあまり思い当たらないがな」

「奇き遇ぐうだな。俺もだ」

　クスリと二人が笑った。

　どちらともなく、誘いざなわれるように二人が動く。

　頭上に高々と掲かかげた大剣を、渾こん身しんの力で振り下ろした。獣吾はその切っ先だけを睨み続けた。

　眼前に刃はが迫せまる。

　微かすかに頭を右に倒す。切っ先が耳を落とした。その瞬しゆん間かん、側頭部で力の限り刀身を叩たたく。ガンッと重い音が響ひびき、太刀たち筋すじが流れる。

　左ひだり肩かたに刃が食い込んだ。

　肩から胸に掛けて、斬きり裂さかれる。

　肺に刃が入り獣吾は血を吹ふいた。

　妙みように落ち着いて、獣吾は自分の状じよう況きようを把は握あく出来ていた。痛みを痛みとして感じない。どこか搔かかれているような、痒かゆさしかない。

　ゆっくりと獣吾は、右拳を突つき出した。

　獣吾を斬るために踏ふみ込んだ真一郎の、胸に拳がめり込む。骨が折れる感かん触しよくがした。このまま打ち抜ぬけば、心臓を潰つぶせる。

　確信した。

　その瞬間、全てが正常に戻もどった。

　激しい痛みが全身を覆おおい、肺の損傷による呼吸難が胸を締しめ付ける。

　真一郎が呻うめき声ごえを上げながら、剣を振り切った。

　左肩から胸に入った刃が、そのまま獣吾の体を斜ななめに斬り裂き、右みぎ脇わき腹ばらから抜けた。下半身が樹海の中に消えていく。

「俺は存外、お前が好きだったぞ、友よ」

　真一郎が、落下し始めた獣吾の頭を摑んだ。

「照れくさいことを真顔で言うんじゃねぇよ、ダチ公──」

　その言葉を聞きながら、真一郎は握りつぶした。

「ふん。それに、俺の死もそう遠い話ではなさそうだしな」

　視線を東へやる。真一郎にははっきりと感じられた。青竜などではない、もっと強大な力が近づいてきていることを。
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「邪じや魔まだってんだろ！」

　紗英の怒ど号ごうが、樹海の中に響き渡わたった。

　その前に、福ふく島しまライオットと加か藤とう明あきら、虎とらの姉し妹まいが立ちはだかっている。

　竜は既に撤退していた。今の敵は竜りゆう槍そう師団の百機ほどの旧式《竜鱗機プラウダー》だ。真一郎さえいなければ、通常の状態で負けることはなかっただろう。

　だが竜との闘たたかいで大勢が戦死し、疲つかれ果てている今の状況では、クシナダ側に勝機はなかった。現に、敗色濃のう厚こうだ。

　だからこそ、自分が直接指揮を執とらなければならなかった。

　明と虎が、全く同じタイミングで左右から斬りかかってくる。

　大おお鎌がまを剣で弾はじき、槍やりを摑んで引き寄せる。

　槍を持った虎の顔に肘ひじを叩き込む。

　その瞬間、正面からライオットが大剣を振り下ろしてくる。

　舌打ちと共に、紗英は虎の体をライオットへ放ほうり投げ、退ひく。

　先ほどから、ずっとこんな調子だ。

　三人の連れん携けいは、敵ながら憎にくたらしい程ほどにしっかりしていて、ずっと足止めを喰くらっている。

「足止めが任務で、アンタら満足なのかよ！」

　苛いら立だち、紗英は怒ど鳴なった。

　クスクスと明と虎が笑う。そしてライオットが、生き真ま面じ目めな顔で言う。

「お前を足止めすることが、我々にとって勝利への近道だ。そうである以上、足止めすることになんの屈くつ辱じよくがある？」

「ちっ、優等生めっ」

　右の虎へ向けて一歩踏み出す。背後から明が、横からライオットが襲おそい掛かかり、紗英は攻こう撃げきを断念した。

　いきなり、レイジキャノンの閃せん光こうが木々の間を縫ぬって飛来した。

　三人が驚きの声を上げた。

　そのチャンスを、紗英は逃のがす気はなかった。明へ突とつ進しんする。

「しまったっ」

「明ちゃん！」

　ライオットと虎が、慌あわてて攻撃に出る。だが、その行動を再び飛来したレイジキャノンが阻そ害がいする。

「ちぃっ！」

　明が大鎌を打ち下ろしてくる。

「百年早いんだよ！」

　大鎌の中に潜もぐり込む。剣で大鎌の柄つかを叩き、弾く。

　大鎌が上へ弾かれ、明の体勢が崩くずれる。空中で手首を返し、切っ先を明へ向け、振ふり下ろす。

《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうと切っ先が火花を散らす。

「おらぁっ！」

　気合いと共に、切っ先が赤く燃え上がる。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　首筋から剣が明を刺さし貫つらぬいた。

　明が、その場でゆっくりと紗英に抱だきつくように崩れ落ちた。

「恨うらみっこなしだよ。成じよう仏ぶつしな」

　小さく小さく呟つぶやいて、紗英は明の体を引きはがした。あまり下草のない溶よう岩がんが固まった大地に明が落ちた。

「明ちゃんっ。よくもぉぉぉっ！」

「虎、落ち着くんだ」

　突進しようとした虎を、ライオットが制した。

「今は足止めだ。それが真一郎様の恩義に報むくいる方法だ、違ちがうか、虎」

「………………うん」

　虎が頷うなずく。

　その背後に、《碧へき雷らい》を纏まとった弓ゆ美み香かが姿を現した。

「弓美香、アンタが指揮を執らないでどうすんだっ」

「紗英様、他ほかの方がいますから。それに、今は紗英様の足止めを解くことが、勝利への近道です。違いますか？」

　弓美香の言葉は、間違っていない。

　ただ、弓美香がここにいるのはいかにもまずい。何しろ、弓美香こそが今や護るべき対象であり、弓美香の安全こそが勝利条件でもあるのだ。彼女は、その優やさしさから自己犠ぎ牲せい精神が強すぎる。

　ここは、他の連中と弓美香の役割を交こう換かんすべきだった。たとえ飛ひ車しやでも、それを護るために玉ぎよくが犠牲になってはならないのだ。

　紗英が判断し、そのことを伝えようとした直前だ。

「なるほど。悪くない状況だ」

　レティの声が、全員の耳を打った。

「ライオット、虎、叶紗英を変わらず抑おさえ込め。アタシは、杵き築づき弓美香の身み柄がらを確保する」

　レティが正確に、現状を把握する。

「弓美香っ、アンタはとにかく逃にげるんだ！」

「逃のがすか！」

　紗英が叫さけんだ時には、もうレティが弓美香に近接していた。

《竜殻ドラクーン》の性能もさることながら、《竜鱗機プラウダー》に乗っていた時とは《竜りゆう力りよく》の強さが段だん違ちがいだった。

「速いっ」

　弓美香が驚おどろきの声と共に、咄とつ嗟さに飛ひ翔しようする。そこは弓美香も天才と謳うたわれるだけのことはあり、咄嗟に距きよ離りを取ってレイジキャノンを放った。

　その動きには、一いつ切さいの無む駄だがない。

　だが、戦せん闘とう力の差は絶望的だった。

「無駄だっ。諦あきらめるんだな、杵築弓美香！」

　レイジキャノンを、レティは片手で弾いた。なんの躊躇ためらいもなく、一直線に弓美香へと向かう。

「くそっ、てめぇらどけ！」

　紗英が長ちよう剣けんを薙ないだ。

　ライオットが大剣で受け止める。その瞬間、横から虎の槍が突いてくる。

「ちぃっ！」

　紗英が下がる。槍が、腹部の装甲をかすめて不快な音を立てた。

「くそ、私としたことが焦あせったか」

　長剣を握にぎり直し、一度小さく深呼吸をする。

　とにかく、この目の前の邪じや魔ま者ものを倒たおさなければ話にならない。




　　　　※　　※　　※




　十二の閃光を悉ことごとく、レティは片手で弾いた。少々、手がひりつくがどうということはない。

　すると、弓美香が後退しながら樹木の陰かげに入った。

「ちょこまかと！」

　その後を追って樹木の陰に入る。同時に、弓美香が十二門のレイジキャノンを一つに合わせた。

　碧あおく輝かがやく閃光が、レティ目め掛がけて放たれる。

「しまったっ」

　叫びながら決める。レイジキャノンが弓美香の《竜力》そのものである以上、ある程度進行をコントロール出来る。

　つまり、下手に逃げても追つい尾びされるだけだ。

　二振りの曲刀シヤムシールを目の前で交差させ、自らレイジキャノンに突つっ込む。

「ハァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　気合いを入れながら、レイジキャノンと衝しよう突とつした。

　目の前で、青白い火花がバチバチと幾いく度ども破は裂れつする。曲刀シヤムシールが勢いで震ふるえる。腕うでが押し込まれる。

　それら全すべてを、レティは気合いで強ごう引いんにねじ伏ふせる。

　じりじりとレティが、押し返し始める。

　火花の向こうで、弓美香もまた真ま一いち文もん字じに口を結び気合いを入れる。

　汗あせが、共に流れ、共に顎あごから滴したたり落ちた。

「アタシの勝ちだ！」

　交差させた曲刀シヤムシールを勢いよく開く。

　レイジキャノンが爆散した。

　ほぼ同時に、レティは躍おどり出て弓美香との距離を一気に縮める。

「まだです！」

　弓美香が機き銃じゆうの銃口を向けてくる。

「まだじゃない！」

　レティは、左の曲刀シヤムシールで機銃を下から斬きり上げた。そのまま突き進み、右の曲刀シヤムシールを斜ななめ上から斬り下げる。

　レイジキャノンの一つが、小さな光を放った。

「なっ！」

　刀身を撃うつ。砕くだけはしない。だが弾かれ、曲刀シヤムシールが泳ぐ。

　その時にはもう、弓美香は機銃から手を放し、刀を握っていた。そのまま、レティの胴どうを薙ぐ。

　レティは考えるより先に体が動き、後方へ下がる。だが、弓美香の斬ざん撃げきは速く、その切っ先は確かに装甲に届いた。

「ぐっ……やってくれる」

《竜殻ドラクーン》の装甲が斬り裂さかれていた。薄うす皮かわ一枚の負傷とはいえ、レティの腹部から血が滴る。

「《碧雷》と《竜殻ドラクーン》……いいえ、違うわね。今の私と、レティさんの実力差なら、私は貴方あなたを殺す気で闘たたかわないと、戦闘にすらならないわ。私はね、レティさん。それが分かれば、人を殺す気で闘える。その程度には冷れい酷こくなのよ」

　弓美香が慎しん重ちように間合いを取りながら、言う。

　それは告げる必要がない言葉だ。そう、まるで言い訳のようだ。

　レティは低く笑った。

「杵築弓美香、そういうことは殺してから言え。さもないと、見み透すかされるだけだぞ」

「…………そうね。レティさんの忠告に従うわ。でも、一つ聞いてもいいかしら」

「好きにしろ」

「レティさん、貴方、本当に竜槍師団、いいえ神みわ真一郎の側についてしまったの？」

「そうだ。師団長には、本物の強さがある。それは霧きり雨さめ獣吾にも、叶紗英にもないものだった」

「そう……。とても残念な結果だわ」

　弓美香が小さく頭を振る。その仕草が、何故なぜかレティの心を締しめ付ける。それに抗あらがうように、レティは口を開いた。

「もう、いいな」

「ええ。何しろ、貴方と会話を楽しむ場ではないものね」

「そうとも。アタシがお前を捕つかまえるか、お前がアタシを殺すか。それを楽しむ場だ」

「あら、私としては、私が無事に逃げる選せん択たく肢しも欲ほしいところだけど」

「アタシが許さない」

　曲刀シヤムシールを構え直し、弓美香を見み据すえる。

　弓美香もまた、レティの一挙手一投足を見み逃のがすまいと見据えてくる。

　ふっとレティは息を吐ついた。

　傷つけまいと考えるから、手間取るのだ。

　生きてさえいれば、なんとでもなる。

　何も考えず、全力で弓美香に突とつ進しんする。弓美香が、一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をした。だが即そく座ざに、レイジキャノンを合わせ放ってくる。

　レティは口を開き、咆ほえた。

　眩まばゆいばかりの赤い光が放たれ、弓美香が放った光を吞のみ込んでいく。いや、弓美香自身をも吞み込んでいく。

「キャァァァァァァァァァァァァァッ」

　絹を裂さくような悲鳴が上がる。

　次いで、ドスンと樹木にぶつかる音がした。

　落下しかけ、弓美香が樹木に手をやりなんとか踏ふみとどまる。彼女の《竜鱗機プラウダー》は、今の一いち撃げきだけで見るも無む惨ざんな状態だ。

　顔を庇かばったのか、両りよう腕うでの装そう甲こうはほとんど残っていない。右みぎ肩かたの装甲は半はん壊かいし、自じ慢まんのレイジキャノンの砲ほう門もんは、半分ほどが破壊されてしまっている。

　長く艶つややかな髪かみも焼け、半分ほどの長さに変わっていた。

「ハァッ……ハァッ……ここで、捕まるわけにはいかないのよ」

　弓美香が呟つぶやく。それは、レティに対するものではなく自分を叱しつ咤たする言葉なのだろう。レティはそう考え、だから言葉は返さなかった。

　ただ捕まえるために、前進する。

　弓美香が、背を向け逃げた。

　必死に全速で飛ぶ。

　その姿は哀かなしいものだった。学園で、彼女はレティにとって超こえるべき壁かべの一つだった。それほどに、彼女は強かった。

　だが、今の姿は無残なものだ。

　怒いかりが、レティの中で生まれた。それは、自分でも理り不ふ尽じんなものだと思う。それでも、必死に逃げる弓美香の姿に、レティは苛いら立だつ自分を止められなかった。

「ふざけるな！」

　叫び、レティは弓美香を追った。

　あっさりと、その背中に追いつく。その事実がまたレティを苛立たせる。

　背中を蹴けり飛ばす。

「キャァァァァッ」

　悲鳴と共に、弓美香が樹木に激げき突とつし、地面の岩に落ちた。俯うつぶせの状態から、よろよろと立ち上がろうとする。レティは近寄り、蹴り上げた。

　悲鳴を上げることも出来ずに、弓美香の体が宙を舞まい、仰あお向むけに落ちた。

　レティは、弓美香の顔の側そばに屈かがむと頭を握った。そして、無理矢理立ち上がらせる。

「勝負は付いたんだ。もう無様な真似まねはするな」

　その言葉に、弓美香は何も答えない。いや、瞳ひとみを動かしレティを見ることで応こたえた。その瞳には、何故か哀あわれみの輝きがある。

　苛立たしい。

　自分でも意識せず、レティは弓美香の頭を締め上げていた。

「──────！」

　息を吐くような、声にならない悲鳴が上がる。その悲鳴で、レティは自分がしていたことに気が付いた。慌あわてて握る力を緩ゆるめる。

「弓美香先せん輩ぱいを放せ、レティ！」

　零士の怒ど声せいが轟とどろいた。

　僅わずかに遅おくれて、閃せん光こうがレティに襲おそい掛かかってくる。

「随ずい分ぶんな挨あい拶さつだな、零士」

　咄とつ嗟さに弓美香から手を放してバックステップで躱かわし、レティは零士を見上げた。言葉自体は落ち着いて言えたが、内心は冷や汗ものだった。少しでも迷えば、躱すことは出来なかっただろう。

　その証しよう拠こに驚おどろき慌て、弓美香を手放してしまった。舌打ちしたくなる失態だ。

「レティ、弓美香先輩に何をした」

　零士が近寄って来て、レティは仕方なく弓美香から離はなれて距きよ離りを取った。

「見て分かるだろ。アタシ達の下もとに連れ帰るつもりだ」

「それを俺が許すと思うのか」

「零士、貴様に許可を得る必要はないだろ。杵築弓美香は、アタシに負けた。だから連れ帰る、それだけのことだ」

　レティが喋しやべっている間に、忍しのぶとエミリーが弓美香の下に降り立った。リタは、少し離れたところからじっとこちらを見ている。

　その目は、驚きや悲しさに溢あふれて、混乱しているリタの心情をよく表していた。

「レティ、どうして神真一郎なんかのところへ行ったんだ」

「アタシが行ったわけじゃない。気が付いたら、竜槍師団のアジト、そのベッドの上だった」

「そういうことを聞いているんじゃないっ。どうして、神真一郎の味方をするんだ！」

「杵築弓美香にも聞かれたな。彼女に聞けと言いたいが、アタシのせいで今はしゃべれないな」

　レティの言葉に、零士が面おも白しろいように怒りを表す。
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「ふん。いいか、神真一郎は強い。貴様達より遥はるかに強い。だから、今は従う。それだけのことだ」

「俺達だって、強くなる。現に、俺はさっき竜将ハイドラゴンを倒たおしてきた」

「それが──」

　どうしたと、嘲ちよう笑しようしようとしてレティは止やめた。

　考え込む顔を作る。

「そうだな」

「そうさ。だから、帰って来いよ。リタだって待ってるんだ」

「ああ、それも一つの手かもしれない」

　ゆっくりとレティは零士に歩み寄った。リタが喜色を浮うかべる。その表情が、レティは辛つらい。

「レティ……」

「甘すぎるんだ！」

　零士を蹴り飛ばす。驚きで目を見開き、零士が吹ふっ飛ぶ。レティは、蹴った瞬しゆん間かんから走った。

　エミリーを肩かたで弾はじき、弓美香の下へ走り寄る。

　弓美香が辛かろうじて立ち上がる。

「レティ！！！！」

　零士の怒りが、背後で爆ばく発はつした。レティは、また苛立った気分になった。何だかよく分からないが、面白くない。

　さっさとこの場から立ち去りたい。

　そのために、弓美香の頭を握にぎる。

　と、手が弱々しく弾かれた。弓美香の背後で、六門になったレイジキャノンの砲ほう口こうが、レティに向く。

「みっともない悪あがきをっ」

　苛立ちのまま、レティは弓美香を殴なぐっていた。

　何かが弾けた。自分ではない。それでも、何かが弾けたことがレティにははっきりと感じ取れた。

　慌てて、いや怯おびえて振ふり返る。

　零士が、いや叶零士だったものがそこにはいた。

　考える暇ひまなどなく、目の前に迫せまってくる。

「くっ、いいだろうっ。零士、貴様を倒して弓美香を連れ帰る！」

　正面から振り下ろされる、殺気が籠こもった刀を曲刀シヤムシールで受け止める。衝しよう撃げきで、地面が抉えぐれる。

　押し返すことが出来ず、レティは力を斜ななめ下へ逃にがした。

　地面に零士の刀が刺ささる。その隙すきに、レティは曲刀シヤムシールを振り上げた。零士が体当たりをしてくる。

「ぐふっ」

　かち上げられ、レティは一瞬宙を舞った。すぐに体勢を整えて、肉体のコントロールを取り戻もどす。肺の空気が全すべて押し出されたかのような衝撃だった。

「すぅ……はぁっ……はぁはぁ……」

　深呼吸をしながら、零士を見下ろす。零士もまた、レティを睨にらんだ。その瞳には、理性ではなく殺気しか宿っていない。

　すぐに、零士が飛ひ翔しようした。

「速いっ！」

　レティの想像を超える速さで、零士が飛ぶ。目で追うことが出来ない。

　殺気が左首に触ふれた。曲刀シヤムシールを首下に上げる。

　ギンッという硬かたい音と、火花が散った。その圧力で、レティの体が右へ泳ぐ。曲刀シヤムシールを右の首下に上げる。硬い音と火花が散る。レティの体が左へ泳いだ。右みぎ脇わき腹ばらが蹴られた。背中が殴られる。鳩尾みぞおちに膝ひざが入った。

「げぇっ」

　耐たえきれず、レティが吐と瀉しやする。それでも、本能が曲刀シヤムシールを上げさせる。刃はと刃が激突する。手首が蹴られ、左手の曲刀シヤムシールが手から落ちた。

「ぐっ……な、なんだ、なんなんだ、これは！」

　叫さけんだ。この理不尽な状じよう況きように我が慢まん出来ずに、レティは空を見上げて叫んだ。

『これが竜りゆうが持つ本当の《異則》さ。《竜殻ドラクーン》の真の強さは、《異則》を増ぞう幅ふくすることにあるってわけだ。つまり、《異則》を持っていないキミは半はん端ぱ者ものってことになる』

　右手に持った曲刀シヤムシールが弾かれた時、忍の声が響ひびいた。

「い、《異則》だと」

『ま、キミは嫌きらいじゃなかったんだけど残念だよ』

「どういう────っ！」

　目の前に、零士がいた。その顔は、なぜか呆ぼう然ぜんとしている。

　いきなり、痛みがレティの腹部で暴れ回りだした。わけが分からず見ると、刃が深々と刺さっている。

　痛みの中で、この様子だと背中まで突つき出ているのだろうなと、妙みような感想を抱いだいた。そんな自分が、少し可笑おかしい。

「ぐふっ」

　食道を血が駆かけ上がり、吐はく。

「こ、こんな……」

　零士が、呆然としたまま呟いた。

　その瞳にはもう殺気はなく、戸と惑まどいと恐きよう怖ふだけがあった。

　どうしたものか、そんな場ば違ちがいなことをレティは考えた。ただ考えがまとまる前に、体から力が抜ぬけていき、零士に抱きつくようにレティは倒れた。

「レ、レティっ……今っ、た、助けるから」

「貫つらぬいておいて……、よく言うな、零士」

「レティ……お、俺は」

「自分の……ためでなく、ぐっ……弓美香先輩のために、はぁっ……怒おこって……理性を失ったんだぐふっ」

　血が喉のどにどうしようもなく絡からみ、吐いた。

「はぁ……零士、貴様はアタシよりだいぶ、マシだよ」

　微笑ほほえもうとして、どうにも出来ない。

　急速に力が抜けていく。死というものを、レティははっきりと感じた。

「……れ、れいじ…………アタシの代わりに、竜を……倒して……」

　擦かすれる声で、レティはなんとか呟つぶやいた。

　もう一つ、伝えたかったこともあるが、どうやらもう声が出ないらしい。

　零士の顔は、見えない。どんな情けない顔をしているのか、ちょっと見ておきたかった。そんな残念な気持ちに、レティは心の中で自分自身に苦く笑しようした。




　　　　※　　※　　※




「いっや──────────────────────────────────────────────────────────────────────！」

　リタの絶ぜつ叫きようが木霊こだました。

　その絶叫に包まれながら、零士は落下した。背中を激しく打ち付けたが、気にならない。ただただ、抱だきかかえたレティのことしか考えられない。

　まだ温かい。

　それでも、この体にはもうレティがいないことがはっきりと分かってしまう。

　自分が○○した。

　仲間を殺してしまったのだ。

「今一歩だったんだけどね。零士は、思ったよりも随分と頑がん固こで人間だ」

　忍が何かを言っている。

　零士はぼんやりと、逃げるように忍を見た。

「忍、貴方あなたは何を知っているんですか。いいえ、何者なんですか」

　エミリーが、忍に詰つめ寄った。

「ん、どういう意味だい？」

「レティシアに話し掛かけた内容です。《異則》のことを、貴方は確かに言っていた」

「ああ、キミ達にも聞こえちゃったんだ。そうだね、確かに僕はキミ達が知らないことを知っている」

　忍が、何故なぜか《竜鱗機プラウダー》を脱ぬぎ捨てた。

　そのまま、弓美香のところへ向かう。何かを感じたエミリーが、咄とつ嗟さにその前に立った。と、エミリーの、《竜鱗機プラウダー》を纏まとったエミリーの右みぎ腕うでを摑つかみ、軽々と放ほうり投げた。

　空中で止まったエミリーが、驚おどろきで言葉を失う。

　それは、人間には決して出来ない行こう為いだ。

「零士、さっきは見事だったけど、今一歩足りてないね」

　今度は忍が、零士に話しかけて来た。

「僕としては、レティの死をもう少し役立てて欲しかったんだけどね」

「忍っ！」

　リタが跳はね起き、忍に駆け寄った。

「今、なんて言ったの！」

「ああ、リタ。僕はね、キミのお姉さんの死をもう少し零士は、有効活用すべきだった、そう言っているんだよ」

　リタが、手を上げた。《竜鱗機プラウダー》を着たままで忍の頰ほおを打とうとする。

「おっと、さすがにそれはキツイな」

　バックステップをした忍の体が光る。光が黒くなり、忍の体を包み込んだ。

　その姿は、間ま違ちがいなく《竜殻ドラクーン》だ。竜が持つ《竜殻ドラクーン》を、忍が纏った。

「ああ、これは別に盗ぬすんだものでもなんでもないよ」

　飄ひよう々ひようと忍が言う。

「どういうことよ！」

「ああ、リタ。少し黙だまっててくれないかな」

　忍がリタの腹を打った。リタが腹を抱かかえて、うずくまる。その隣となりを忍は、平然と歩いた。そして、まだレティの亡なき骸がらを抱いたままの零士の前に立った。

「零士、キミは弓美香先せん輩ぱいを護まもるためにレティを殺したね」

　零士は、忍を睨んだ。

「なんだい、怒っているのかい。でも事実だ」

「………………」

「いいかい、キミは弓美香先輩を護るためにレティを殺したんだ。つまり、弓美香先輩を護りきれなかったら、レティの死は意味が無くなる。キミは、ただレティを殺しただけの殺人者ってわけだ」

「し、忍、お前……」

　怒いかりで、声が震ふるえる。

「そして僕は思う。今のキミでは、弓美香先輩を護ることは出来ない。何故かって？」

　零士は、レティの亡骸をそっと地面に横たえた。

「それはね、キミがまだ全力を出し切れていないからさ、おっと」

　零士は刀を忍に突きつけた。

「忍、お前は何を考えてるんだ。お前は何者だ」

「僕かい。僕はね、この世界になじんでしまったのさ。そして、キミ達の友達ってわけだ」

「ふざけるな！」

　零士が振った刀を、忍が軽かろやかに躱かわす。

「怒るのは、僕が言っていることが正論だからかな」

「ふざけるなと言ってるんだよ！」

「心外だな。ふざけてなんかいないさ。至って真ま面じ目めさ。いいかい、今のキミでは弓美香先輩を護ることが出来ない。でも、キミだけが弓美香先輩を護る可能性を持っているんだ」

　忍が、フワリとリタとエミリーの間に降り立った。

　リタが怒りにまかせて突っ込み、エミリーが槍鉾ハルバートを構えた。だが、二人が武器を落とす。それだけではなく、膝を突いた。その瞬しゆん間かん、地面にドンッと大きな音が響いた。

　考えられることは一つ、《竜鱗機プラウダー》が本来持つ重量が戻っているのだ。

　そんな二頭の《竜鱗機プラウダー》を、忍が楽々とレイピアで斬きり裂さいた。

　バラバラと装そう甲こうが地面に落ちていく。

「これからの舞ぶ台たいに、キミ達は上がる資格がないもんでね。悪いね」

　忍が微笑んだ。その笑みに悪意は感じられず、リタとエミリーが思わず呆然と見上げてしまった。

「何をした！」

　零士は叫び突っ込んだ。が、零士もまたいきなり体が重くなる。《竜因子》の働きが、急激に弱まっていく気がする。

　それでも歯を食いしばり、《竜因子》を再び活性化させる。

「ははっ、さすがは零士だ。そこらの竜将ハイドラゴンなら、なんなく弱体化出来るんだけどね」

　忍が感心したと笑った。

「でも、今の一いつ瞬しゆんは僕には貴重な一瞬だったようだね」

　忍が、弓美香の脇わきに立った。傷ついた弓美香が、静かに忍を見上げる。

「忍っ、弓美香先輩に手を触ふれてみろ！」

　零士の叫びを忍が笑った。

「どうなるのかい？」

　弓美香の髪かみを、忍がそっと手に取る。

「忍！」

　駆け寄ろうとした零士の前で、忍がレイピアの切っ先を弓美香に向けた。零士は、歯がみしながらその場で止まらざるを得ない。

「ほら、何も出来やしない。いいかい零士、今のキミでは弓美香先輩を護ることなんて出来ないのさ」

「なら、どう、どうすればいいんだよ！」

「キミが、キミを認めればいいのさ」

「俺が、俺を？」

　思わず呟いた零士の前で、忍が小さく息を吐はいた。

「ま、いいさ。もう分かっていると思うけど、僕は竜りゆうだ。そうとも、ザハールに命じられて人間として学園に潜せん伏ぷくしていたわけだ。今日の攻こう撃げきだって僕の手引きだし、弓美香先輩のことを竜が知っているのも、僕が教えたからだ。ああっ、なんて憎にくむべき敵なんだろうか！」

　大おお仰ぎような身み振ぶり手振りと共に、忍が言う。

「だから、憎むべき敵である僕は思うのさ。弓美香先輩を手て土産みやげに皇コウ竜リユウ様の下もとに行こうとね。そうすれば、僕の出世は思うがままだ」

　忍が、弓美香の手を取った。弓美香が素す直なおに、よろめきながら立ち上がる。その腰こしに手をやり、抱き寄せた。

「忍っ、お前……お前、本当に裏切るのかよ！」

「零士、この期ごに及およんでまだそんなことを言うのかい？　僕は裏切ってなんかいないさ。初めから、キミ達の敵なんだよ」

　苦く笑しようした忍が、弓美香を抱だいたまま飛ぶ。零士もまた、その後をすぐに追う。一瞬、レティの亡骸が目に入った。

　一度目を閉じ、零士は再び忍を追うべく速度を上げた。




　　　　※　　※　　※




「まさかお前が助けに来るとはな」

　真一郎は、背後の紗英に声を掛けた。目の前には、黒こく竜りゆうに率いられた竜将ハイドラゴンが二十機ほど展開している。その向こうには、皇竜が青竜と共にいた。

　そして、竜将ハイドラゴン三機が巨きよ大だいな一つの装置を下から支えて飛んでいた。

「結界機を運んでるなんて報告が入った以上、来るしかないんだよ。アレを奪だつ回かいしない限り、私らはどうしょうもない。ったく、分かってて聞きやがる」

　紗英が、背後で吐き捨てる。紗英の前には、白はく竜りゆうが竜将ハイドラゴン二十機を率いて展開していた。

「真一郎、アンタのところから漏もれた可能性は？」

「俺は結界機の存在を、他ほかの誰だれにも話していない。そもそも俺が、結界機と杵築弓美香を使うのは、竜を倒たおすためではなく個人的な理由だったからな」

「クラヒメ様の力を戻もどすためか」

「よく分かっている」

「けっ、アンタは昔っから女め々めしかったからね。しかし、だとすると漏れたのはこっちか。潜せん入にゆう者が最後の最後までいやがったのか、くっそっ」

　紗英が、右みぎ拳こぶしで左ひだり掌てのひらを打つ。

　話しながら、徐じよ々じよにクシナダと竜槍師団の戦士達が集まってくる。総勢で、二百を幾いくつか超こえる程度だろうか。

　竜槍師団の中には、ライオットの姿も垣かい間ま見みえる。

「紗英、明と虎はどうした」

「殺した」

「そうか」

　真一郎の問いに、紗英があっさりと答え、真一郎もまたあっさりと認めた。

「人間よ。クシナダヒメを余に差し出せば、猿さるに相応ふさわしき世界を与あたえてやってもよいぞ」

　皇竜が、告げた。その声は、耳ではなく脳に直接響ひびいてくる。

「ふむ。心動きし者もおったようだが、お主ら二人は微び動どうだにせんか。頑がん迷めいな者共よな」

　皇竜が嘆たん息そくした。

「真一郎、アイツ、私らの考えを勝手に読み取ったようだね」

「竜の親玉だ。その程度の《異則》は持っているんだろうよ」

　真一郎と紗英は頷うなずきあった。

「ならばよい。闘たたかいという儀ぎ式しきを始めるとしようか。青竜、余の下に参れ」

　皇竜の言葉に従い、青竜が前に出て頭こうべを垂れる。

「よい、顔を上げよ」

「ははっ」

　青竜が顔を上げ、固まった。皇竜が青竜の顔を見つめる。

「お主の口から、罪を告白せよ」

「わ、わわ、我は人間ごときに恐きよう怖ふし、逃にげました」

「ふむ。その罪、いかほどかの」

「万ばん死しに値あたいします」

「ならば、そうせよ」

「はは……い、いやだ、お、お助けを……ぐふっ」

　青竜が、自ら喉のどを摑つかみ絞しめる。ジタバタともがき、悲鳴を上げるが、手だけはしっかりと絞め続け──そして、潰つぶした。

　死し骸がいとなった青竜が、落下していく。

「陛下、《竜殻ドラクーン》を一つむざむざ捨てることになりますが、回収はしなくてもよろしいのですか？」

　黒竜の問いに、皇竜は哄こう笑しようした。

「クハハハハハハハハハハ、黒竜、お主も吝しわい男よな。よいか、間もなくこの世界は余のものとなるのだ。《竜殻ドラクーン》の一つや二つ、惜おしんでどうする」

「御ぎよ意い」

　黒竜が頷く。

「では、闘いの生いけ贄にえも献ささげたことだし、猿共を殲せん滅めつするとしよう」

　皇竜の宣言を聞いて、竜達が一いつ斉せいに動き出す。

「おおそうだ。忘れておった。クシナダヒメを殺すわけにはいかんからの。猿の雌めすは殺すでないぞ」

「良かったな、紗英。お前は殺されないらしい」

　そう言った真一郎に、紗英が肩かたをすくめた。

「嬉うれしい話じゃないね。それに、アンタは皇竜を殺すんだろう？　だったら気にする必要ないさ」

「全くだ。だが、この数、それに黒竜と白竜とやらは厄やつ介かいだ。露つゆ払はらいは、ライオットや加藤姉し妹まい、そしてレティシアに任せるつもりだったんだがな」

「レティは死んだよ。零士に殺された。竜りゆう崎ざき忍から報告が来た」

　紗英が感情を込こめずに言った。いや、正確に言えば感情を込めまいと努力しながら言った。

　真一郎はどう答えるべきか迷い、ただ頷いた。

「ま、いいさ。黒竜と白竜は私とアンタで倒す。雑魚ざこは、他の連中に任せる」

　紗英が、努めて明るい声を出す。

「雑魚か、威い勢せいがいいことだ。《竜鱗機プラウダー》では、何機生き残るか分からんぞ」

「結界機を奪うばえれば、こっちは勝ちさ。仕方ない」

「なるほどな。ならば、俺は白竜に当たろう。紗英、黒竜とやらは青竜よりも遥はるかに強敵だぞ」

「開き直った人間の強さって奴やつを、アンタに教えてやるよ！」

　紗英が黒竜に向かって、空を翔かける。

　真一郎は、白竜を睨にらんだ。白竜が、少し口元を上げて微かすかに笑う。そして、前に出てくる。

　真一郎もまた前へ出る。

　誰も、邪じや魔まをしようとしてこない。

　白竜が、鉄てつ爪そうのようなものを嵌はめた両手を、大きく広げた。それはまるで、虎が立ち上がったかのような姿だ。

　真一郎もまた大たい剣けんを構える。

　声なく、二人がぶつかった。




　　　　※　　※　　※




「まったく、弱体化させてなお、この速度とはね」

　忍が、折れたレイピアを呆あきれた顔で見た。

「どういうつもりだ、忍」

　忍の首筋に刃は先さきをあて、零士は睨んだ。

「やれやれ、レティがとんでもなく強かったことがしみじみと分かったよ。竜の僕なら、もう少し役立てると思ったんだけどね」

「どういうつもりかと、聞いてるんだ！」

「零士、キミは人間なのか？」

　忍が、真しん剣けんな眼まな差ざしで零士を見た。

「なっ……あ、当たり前だ」

「どうしてそう言えるんだい」

「どうしてって……」

「だって、キミの母親は人間ではない。竜だったタカヒメだ」

「………………」

「つまり、キミは人間と竜のハーフだ。違ちがうか？」

　忍が言っていることは正しい。でも、自分は人間だ。化け物ではない。そう思い続けて闘ってきた。

「化け物とでもいうわけか、竜を」

「っ！」

「僕は化け物だったかい？　クラヒメ様は化け物だったかい？　そして、キミの母親であるタカヒメは化け物だったかい？」

　忍が矢や継つぎ早ばやに聞いてくる。

「そ、それは……」

「レティを殺したキミは、化け物かい？」

「なっ…………」

「あの時、零士、キミは弓美香先せん輩ぱいを護まもることで頭がいっぱいだった。そして、暴走した。自分で《竜因子》を飼い慣らすことが出来ずに、暴走した。殺すことなんて、なんとも思わなかったはずだ」

「やめて、くれ……」

　今になって感かん触しよくを思い出す。レティの腹に、刀を突つき刺さした時の手の感触をだ。

「キミはね、人の心を捨てないまま化け物になったのさ」

「やめろ！」

　刀を握にぎった手に、力を込こめる。スッと忍の首筋に血のラインが出来て、零士は慌あわてて刀を放した。

「人でもあり、竜りゆうでもある。そのことを認めるんだ、零士」

「なにを……」

「それは事実だ。竜である自分を、しっかりと見つめてみろ」

「……竜である、俺を？」

「そうだ。いいか、《竜因子》の暴走なんて竜には起きない。当たり前だ。竜が元々持っているものだからな」

「竜が元々、俺は竜……」

　自分が竜であることを、考える。忍が言う通り、零士の血の半分は竜なのだ。それは、どう考えても自分が半分は竜であるということだった。

　それでも、零士は人間として生きてきた。

　そうでなければ……。

「零士、竜が人間を愛してもいいんだ。キミは見てきただろう。キミの父親と母親を。神真一郎とクラヒメを」

　忍の言葉が心に染しみこんでくる。

　そして、弓美香の顔が浮うかぶ。護ると誓ちかった人、そして愛している人だ。

　弓美香という女性は、自分が竜であっても拒きよ絶ぜつしない。変わらずにいてくれる。何故なぜか、はっきりと確信出来る。

「ああ、そうか、俺の半分は竜なんだな」

　思わず口を衝ついて出る。

　分かってくる。

　自分の中の《竜因子》がはっきりと感じられる。それは、二つあった。

　遥か昔に、ヤマタノオロチから分かれ脈々と受け継つがれてきた《竜因子》。

　そして、母親であるタカヒメから簒さん奪だつした《竜因子》だ。

「そうだ。キミは二つの《竜因子》と、二つの《異則》を持っている。タカヒメが持っていた《異則》、加速と簒奪さ」

　忍が、零士の手を取って胸に押しつけた。

「忍、何を」

「簒奪を使ってみろ。キミの持つ簒奪の《異則》は、《異則》を簒奪するものじゃない。《竜因子》そのものを簒奪するものだ。キミはタカヒメから、《異則》を簒奪し、また《竜因子》をも奪っていたわけさ。さ、僕のを奪ってみろ」

「あ、ああ」

　よく分からずに、零士は《異則》を思い浮かべた。

　その瞬しゆん間かん、何かが確かに零士に入ってくる。強い光の玉のように感じる。それが、零士の中に入って来た。

「……確かに《竜因子》だ」

　三つ目の《竜因子》が、確かに零士に入って来た。同時に、忍が持っていた弱体化の《異則》まで零士は奪っていた。

「それでいい。これで、皇竜に勝つ見込みが出来たよ」

　忍の顔が、急速に土色に変わっていく。

「おい、忍っ！」

「忍さん、貴方あなた、最初から死ぬ気だったのね」

　いつの間にか、弓美香が背後に立って忍を見下ろしている。

「竜にとって《竜因子》は、魂たましいと言ってもいいですからね。奪われたら、そりゃ死にますよ」

「なっ！」

「いいんだ、零士。僕は人間として生きて、この世界が好きになった。もちろん竜だって嫌きらいじゃないさ。でもね、欲よく望ぼうのまま相手の世界を奪おうとする皇竜のやり方が、どうしようもなくイヤになったのさ。だから、皇竜を倒たおす術すべを考えた」

「それで、零士くんに近づいたのね」

「偶ぐう然ぜんですよ。ただ、知り合い、見ているうちに、タカヒメのことを僕は思い出した。そうして、零士に託たくすことを決めたんですよ。ただ、レティには悪いことをしたなぁ……」

　徐じよ々じよに力を失っていきながら、忍が話す。

「あの場で、零士を止めようとしたら僕まで倒されていた。それは避さけなければいけなかった。だから、僕はレティを見殺しにしたんだ。はは、あの世ってやつが、竜の僕でも行けるなら謝らないとね……」

「忍……」

「零士、皇竜の《竜因子》を奪うんだ。《竜因子》を二つ持ってる奴なんて、過去のタカヒメか、キミしかいないからね。それで、皇竜は死ぬ。ただ」

　忍の手を、零士は取って頷うなずいた。

「分かってる。皇竜の《竜因子》を、俺はきっと受け止めきれない。何しろ、竜だと自分が分かってから、ずっと感じてるんだ。上空に皇竜が来ている。その《竜因子》のでかさが、はっきりと分かるよ」

「そうか……はは、悪いね、零士。僕の我が儘ままに付き合わせて」

「我が儘に付き合うのも、友達ってもんだろ」

「…………嬉うれしいことを言ってくれる、ね」

　それが、忍の最後の言葉だった。

　零士は、忍の体を樹木の根元にそっと横たえた。レティに続いて二度目のことで、同じように哀かなしいくせに、動どう揺ようがない。そのことがまた哀しい。

「さてと、弓美香先輩。そういうことなんで、俺は行ってきます」

「零士くん……」

「弓美香先輩、貴方を護れて俺は幸せです」

　微笑ほほえむと零士は飛び立った。

「零士くんっ、待って！」

　その言葉に、零士は振ふり返らなかった。振り返れば、決心がもろく崩くずれてしまいそうなのだ。

「弱いなぁ、俺も」

　零士は、哀しみと共に苦く笑しようした。




　　　　※　　※　　※




　白竜の右みぎ爪づめが、真一郎の右みぎ腕うでをかすめた。

《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうが、何の抵てい抗こうも出来ずに斬きり裂さかれる。

「ちぃっ！」

　大たい剣けんを振り上げる。左爪が迎げい撃げきしてきて、真一郎は斬撃の角度を変化させた。辛かろうじて、爪の攻こう撃げき範はん囲いから大剣が逃にげおおせる。

「厄やつ介かいな《異則》だな」

　呻うめいた。目の前で白竜は、表情一つ変えない。

　白竜の《異則》、それは斬ることだ。彼の爪に掛かかれば、どんなものでも斬り裂かれる。真一郎の《龍殻》は、そのおかげであちこちが既すでに斬り裂かれてしまっている。

《竜力》を放っても《竜力》を斬り、振しん動どう波はを放っても振動波を斬ってしまうのだ。

「仕方ない。斬らせてみるか」

　呟つぶやき、真一郎は氷結の《異則》を使った。両りよう腕うでを、巨きよ大だいな氷が取り囲んでいく。白竜が氷を気にした様子もなく、襲おそい掛かってくる。

　真一郎もまた剣を振るう。

　両手の爪が、何の抵抗もなく氷を斬り裂く。

　その瞬間だ。氷が、白竜の腕にも伸のびる。真一郎の腕を包む氷が、白竜の腕をもまた包み込んでいく。

「────！」

　白竜が力任せに氷から、自分の腕を引き抜ぬこうとする。

「遅おそい」

　真一郎が言った。腕を引き、白竜の体を引き寄せる。

　その鳩尾みぞおちに右みぎ膝ひざを叩たたき込んだ。

「ぐぇっ」

　白竜が初めて悲鳴を上げる。

「燃え死ぬがいい」

　叩き込んだ膝ひざから、白竜に熱を送り込む。赤竜が持っていた《異則》だ。

「がっ、がっ……がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　白竜が苦しみ悶もだえながら、それでも耐たえようとする。

「さすがだな。だが、決着は付いた」

　大剣が、苦しみ悶える白竜の首を落とした。

「ほう、やりおるのぉ。白竜は、こと戦せん闘とうに関しては余の配下の中でもっとも強き者であったのだがな」

　皇竜が、ゆっくりと手を打ち合わせた。

「その方が、神真一郎とやらか。今も、倒す際に斬撃の《異則》を簒奪しおったな？　やれやれ、野や蛮ばんなことをするものよ」

　真一郎は、用心深く皇竜を探さぐった。

《竜力》の巨大さは、探るまでもなく分かる。真一郎が何人いても、これだけの《竜力》は生み出せないだろう。

《異則》は、如何いかなるものを持っているか見当も付かない。

　ただ体つきは、大おお柄がらではあるがとても戦士のものとは思えなかった。どこかのっそりとすらしている。

「なんだ、余と闘たたかうつもりか？　やめておくがよい。無む駄だなことぞ」

　皇竜が苦笑する。その顔には、真一郎を思いやる感じすらある。

「やってみなければ分かるまい」

　大剣を構える。

「やれやれ、これだから猿さるは知能が低くて嫌いだ。ほれ」

　皇竜が指先で空中を弾はじいた。

「ガァァッ！」

　真一郎は堪たまらず胸を押さえる。心臓に、いきなり叩かれたかのような激痛が走ったのだ。

　皇竜がまた指先で空中を弾く。

　心臓がまた叩かれる。

　堪らず真一郎は、皇竜から距きよ離りを取った。だが、それでも叩かれる。

　脂あぶら汗あせが滲にじみ始めた。その汗あせを拭ふく暇ひまもなく、真一郎はとにかく動いた。皇竜に目標を見定めさせないためだ。

「考えたの。次は、脳みそでも叩いてやろうと思ったが……ならば、これはどうかの」

　皇竜の体の周囲で空気が、いきなり激しく渦うず巻まき出す。と、真一郎の足が斬られる。

「馬ば鹿かなっ。カマイタチ程度で、《竜殻ドラクーン》の装そう甲こうがっ」

「超ちよう圧縮では不満かの。なら、こちらでどうだ」

　嵐あらしが去ったかと思うと、今度は無数の水が真一郎に襲い掛かってくる。

「水のカッターか！」

　好き放題、あちこちから水が襲い掛かってくる。皇竜は、まるで猫ねこがネズミをいたぶるように遊んでいるとしか思えない。

「だがっ！」

　それこそがチャンスだった。

　水に斬られて真一郎がよろめく──フリをした。

「なんだ、もう終わりか？　もう少し余を楽しませて欲しいものだがな」

　真一郎の指先から、《竜力》が放たれる。

「無む駄だ無む駄だ」

　皇竜が、片手で弾く。

「分かっている」

　大剣を細かく振動させながら、振り抜く。皇竜が大剣を摑つかもうと、手を出した。その掌てのひらに叩き込む。

　振動と共に、皇竜の手と腕を装甲ごと真っ二つに斬り裂いていく。肩かたまで斬り裂き、そのまま体を回転させて背中に大剣を叩きつける。

　胸から下を斬り落とす。

「いや、用心だ」

　大剣を返し、脳天に落とした。グシャリと皇竜の頭部が崩れる。

　が──潰つぶれた先から、皇竜の姿が元に戻もどり出す。

　ものの三秒もせずに、皇竜はまた元通りになった。

「…………ば、馬鹿な、回復すると言っても」

「回復？　違ちがうぞ、余のこれは復元だ。余の《竜因子》が傷つくと同時に、復元の《異則》が発動する。余の復元は、死んだものすらも復元するのでな。故ゆえに余は」

「不死だというのかっ！」

　真一郎が再び、皇竜を切り刻む。

　だが、元通りに復元してしまう。

「こ、こんな、こんな馬鹿なことがあるか。あってたまるものか！」

　切り刻み、また元に戻る。

「ふむ。そろそろ飽あきてきたの」

　振り下ろされる大剣を、皇竜が触れた。それだけで、砂のようになって崩れ落ちる。

「風化の《異則》よ。では、真一郎とやら死ぬがいい」

　皇竜が手を握にぎった。

　真一郎は、潰れたことを知った。心臓が、握りつぶされた。

　最後の力で大剣を振り上げ、皇竜に振り下ろす。自由落下と共に大剣は皇竜の右腕を斬り落とした。

　それで終わりだ。

　ただ真一郎は、落下していった。

「すまぬの。もはや儂わしの力では、お主を救うことが出来ぬ」

　幻げん聴ちようだろうか、クラヒメの声が聞こえる。

「空を飛ぶことすら、一苦労じゃ」

　間ま違ちがいなく、クラヒメの声だ。

「皇竜は倒たおせなんだか。お主よりも獣吾が、正しかったようじゃな」

　真一郎は、クラヒメを睨にらんだ。言葉はもう出ない。ただ視線で、抗こう議ぎを伝えたかった。

「事実は事実じゃ。じゃが、どうにかなるやもしれん。零士が、希望じゃな」

　脳のう裏りに零士の姿が浮うかんだ。少し、自分に似ているかもしれない。

「そろそろお主も儂も、限界じゃな。故に、最さい期ごに言っておくぞ」

　暗くなる視界の中で、クラヒメが囁ささやいた。

「お主の行動は愚おろかじゃった。じゃがな、一人の女として、それは嬉うれしいことでもあったぞ」

　真一郎は、視線で伝えることも出来なかった。

　ただ、最後に口元を綻ほころばせることだけは出来た……そう思い、暗くら闇やみに沈しずんだ。




　　　　※　　※　　※




「零士くん……」

　弓美香は、零士の姿が見えなくなると同時に頭を垂れた。

　何も、伝えていない気がする。

　何も、返してあげられていない気がする。

　ただただ、自分は零士に甘えてばかりだったのではないだろうか。

　クシナダヒメとして生を享うけた。ただそれだけのことで、大勢の人間に護まもってもらってきた。でも、零士だけは杵築弓美香という女性を護ってくれた。彼だけは、弓美香をクシナダヒメとしては見なかった。

　そして、クシナダヒメとして生を享けたが故に、弓美香は零士と共に戦えない。零士の後を追うことが出来ない。

　ふと、視界に入った。

　頭を垂れたが故に、それは目に飛び込んできた。

　忍の右手に嵌はめられた、ブレスレット。

　それは、《竜殻ドラクーン》でもあった。

　その誘ゆう惑わくに、弓美香は抗あらがう気になれなかった。戦えないとしても、戦ってはいけないとしても、せめて最後まで零士の姿を見ていたい。
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　弓美香は、そっと手を伸ばした。




　　　　※　　※　　※




　樹海から上に出た途と端たん、零士の視界にクラヒメと真一郎が落ちていくのが入って来た。真一郎の顔は分からないが、確かにクラヒメは微笑ほほえんでいた。

　クラヒメの口が、小さく動いた。

『動き続けろ』

　確かに、そう言っていた。

　零士は、頷うなずいた。それを、クラヒメはもう見ることは出来なかっただろう。

　顔を上げれば紗英が、傷だらけになりながら黒竜と闘っている。《竜鱗機プラウダー》は大おお幅はばに数を減らしながらも、まだ竜に抵てい抗こうを続けていた。

　全すべてに後うしろ髪がみを引かれたが、零士はそのまま上じよう昇しようする。

　皇竜が、悠ゆう然ぜんと構えている。

　周りには誰だれもいない。いや、誰も近づこうとしないのだ。敵も味方も、皇竜を恐おそれている気配があった。

　皇竜が、視線を下げた。零士を見る。

　その瞬しゆん間かん、嫌いやな予感がした。加速をする。《竜因子》を三つ持ったことで、加速はさらに強力になっている。

　瞬またたく間まに、皇竜の上へと飛び出る。

　やや遅おくれて皇竜が顔を上げた。その顔には、驚おどろきが広がっている。

「何者だ、貴様。その《竜力》の強さ、竜の中にもおらんぞ」

「叶零士、人間と竜のハーフだ」

　堂々と零士は言った。刀を構えながら動く。理由は分からないが、クラヒメが確かに動き続けろと言ったのだ。その助言を無視する気には、零士はなれなかった。

「ほう、神真一郎との闘たたかいでも見ていたのか。余の遠えん隔かく操作を用心しているな」

　皇竜が感心したように頷き、哄こう笑しようした。

「そうであれば、分かるであろう。余は死なぬぞ。何をされても、死ぬことはない。無む駄だなあがきはやめにせぬか？」

　零士は、無言で突つっ込んだ。

　皇竜は防ぼう御ぎよしようとすらしない。

　その頭に、刀を振ふり下ろす。確かに、刃はが入る。真っ直すぐに、あっさりと皇竜を斬きり裂さいた。だが、すぐに元通りの姿に戻る。

「分かったであろう。これが余の復元よ。《竜因子》が、勝手に余を復元してくれる。故に、余が死ぬことはない」

　動き続けながら、零士は今の復元を思い返した。

　復元が終わるまで三秒も掛かからなかっただろう。

「いや、出来るな」

　零士の脳のう裏りに、忍の顔が浮かんだ。忍は、零士を導き、《竜因子》を授さずけてくれた。しかし、どうやらそれだけではなかったらしい。

「行くぞ、皇竜」

「ほう、まだ諦あきらめんか。どうして、こうも猿さるは知能が低いのか。不思議でならん。だが、余はもう飽きた。次の復元後が、貴様の最期よ」

　皇竜が手を広げる。復元と同時に、零士を抱だきしめ殺そうというのだろう。

　それが分かった上で、零士は正面から突っ込んだ。

　刀を振り上げ、正面から斬り下ろす。

　同時に零士は、忍から授かった弱体化の《異則》を発動させた。

「な、なひぃ？」

　斬られながら、皇竜が驚きの声を上げる。復元速度が、遅おそくなる。だが、それでも皇竜の顔から余よ裕ゆうは消えない。時間が掛かろうとも、復元することは確かなのだ。

《竜因子》の力によって。

「終わりだ、皇竜」

　刀を手放し、零士は右手を皇竜の二つに斬られた頭ず蓋がいに置いた。

「簒さん奪だつする」

　巨きよ大だい、巨大過ぎる《竜因子》を零士は知覚した。大きすぎる。それは、零士の魂たましいを間違いなく破は壊かいする大きさだ。

「なひを、ふぉのれ、おぬひっ」

　皇竜がもがく。だが、頭脳を破壊されているため、まともに体が動かない。復元も、弱体化によって遅ち々ちとして進まない。

　大きく息を吐はきながら、零士はゆっくり、ゆっくりと皇竜の《竜因子》を奪うばっていく。

「陛下！」

　黒竜が叫さけぶ。紗英が追おうとするが、もうその力は無い。

「くっ」

　弱体化と簒奪に全ての力を注いでいる零士に、黒竜の攻こう撃げきを避よける余力はなかった。眼前に迫せまった黒竜が、怒いかりに満ちた顔で斧おのを振り上げた。

　中断することは出来ない。すれば、皇竜はすぐに復元してしまう。そして、二度目の機会があるとは、到とう底てい思えない。

「死ねぇぇぇっ！」

　黒竜が咆ほえた。

「どきなさい！」

　日本刀の刀身が、零士の眼前にいきなり現れた。斧おの刃はとこすれ不快な音を立てる。

「小こ娘むすめが！」

　斧を戻し、黒竜が睨んだ。その先には、弓美香の姿が確かにある。忍の《竜殻ドラクーン》を纏まとい、傷つきながらも凜りんとした美しい姿を見せている。

「零士くん、今回は私が貴方あなたを護るわ」

「弓美香先せん輩ぱいっ」

「そう、それよ。私はね、貴方に言いたかったの。その先輩っての、いつまで付けてるの。私はご不満よ？」

「え……」

「弓美香、そう呼び捨てにしてちょうだい」

「何を遊んでいる！」

　黒竜が踏ふみ込んでくる。弓美香が零士の前に出て、右手を刀身に添そえ正面から斧刃を受け止める。同時に、右足が上がり爪つま先さきが黒竜の腋わきの下したを刺さした。

「ぐおっ」

　黒竜の右みぎ腕うでの力が弱まり、弓美香は斧を弾はじき返した。

「さ、零士くん。さん、はい」

「あ……え……ゆ、弓美香」

「……ありがとう」

　弓美香が振り返った。その瞳ひとみには涙なみだが溢あふれている。

　最後に、一回でも聞きたかった。

　そう瞳が、言っていた。

　零士は頷き、《竜因子》を奪う。

「や、やめれ……ひゃめるのだっ」

　皇竜がわめく。

「悪いな。これで、終わりだ……お前も、俺もな」

　全てが、入って来た。

　巨大過ぎる《竜因子》が、零士の全てを押しつぶしていく。

「零士くんっ！」

　落下しはじめた零士を、弓美香が慌あわてて抱き留めた。

「弓美香……お、俺、やり遂とげましたよ…………」

　言葉を考えることすら、もう厳しい。零士が白くなっていく。

「ええ、貴方が皇竜を倒たおしたのよ。貴方が、世界を救ったのよ」

「…………いいえ、俺が……やったのは、弓美香を護ること、だから」

「………………零士、愛してるわ」

　弓美香がそっと零士と唇くちびるを重ねた。

「俺も、弓美香を愛してます」

　その言葉だけは、はっきりと思えた。そして、口に出来た。

　零士は笑い、意識を断たった。

　弓美香は零士を抱きしめ、そして顔を上げた。

「最後に一つ、私にはやることがあるから。零士くん、一いつ緒しよに闘いましょう」

　零士を抱いたまま、弓美香は空を翔かけた。

　零士の意思だったのだろうか。キスと共に、彼の《異則》が弓美香に渡わたされていた。加速し、一気に進んでいく。




　　　　※　　※　　※




「へ、陛下……」

　呆ぼう然ぜんと、黒竜が呟つぶやいた。抱き留めた皇竜の体は、もう死し骸がいだ。《竜因子》など欠片かけらもない。命もない。無数に持っていたはずの、彼だけが持っていた《異則》も、全て消えてなくなっている。

　この信じられない状じよう況きようを理解するために、黒竜は十分以上の時間を掛けなければならなかった。それほど、黒竜にとって皇竜とは絶対の存在だった。皇竜が死ぬなどということは、あってはならないことだったのだ。

　ゆっくりと、黒竜は顔を上げた。

「よ、よくもっ、よくも、よくもよくもよくもっ、よくもぉぉぉぉっ！」

　咆ほう吼こうが、一帯を支配する。

「いい、もはやこの世界の支配もどうでもよいわっ。猿共、この黒竜が必ずや貴様らを全て殺し尽つくしてくれる！」

「それはどうかね」

　紗英が、黒竜の前に立った。と言っても、既すでに黒竜との闘いで肋ろつ骨こつを数本、さらに左ひだり腕うで、右足が折れ、戦せん闘とう力など皆かい無むに等しい。

「お主から死にたい。そういうことか」

　黒竜が、紗英を見た。それは睨にらんだなどという生やさしいものではなく、心が弱いものなら視線だけで殺されてしまいそうなほど、強い光がある。

「死んだって構わない。そうとも思うけど、ここで死んだら、死んでいった連中に悪いもんでね。その気はないさ」

　紗英が、強く言う。

「分かった。死に触ふれすぎて、戯たわ言ごとを吐いたか」

「そうじゃない、そうじゃないんだよ、黒竜。アンタ達は、この世界から消えるのさ。永遠にね。ただ、それだけのことさ」

「何を言っている？」

　紗英が顎あごで示した。その方向へ黒竜は振り向いた。

　そこには結界機があった。

　その瞬しゆん間かん、黒竜の頭に名案が浮うかぶ。

「そうか、あれがあった。あれで、クシナダヒメを使い、陛下を復活させればいいのだ！」

「ちょっとばっかし、遅かったようだね」

　紗英が、辛つらそうに笑った。

「なに？」

　紗英を振り返り、嫌いやな予感と共にまた結界機に振り返る。

　それを支えているのは、人間たちだ。そして、カプセルの中にいる杵築弓美香と叶零士の姿を、黒竜は見た。

　それが、彼がこの世界で見た最後の光景だった。







　最終章







「零れい士じくん、ごめんね。貴方が護まもってくれた命だけど、私は使うわ」

　零士の頭を胸に抱きしめながら、結界機の中で弓ゆ美み香かは囁ささやいた。零士に、もう意識はない。ただまだ辛かろうじて、肉体は生きていた。

　それも、もうあと幾いくばくもないだろう。

　もう一度、ぎゅっと零士の頭を弓美香は抱きしめる。

「でも、貴方が奪った皇コウ竜リユウの《竜りゆう因いん子し》があれば……生いけ贄にえなんて、誰だれもいらないわ。今ここで、竜をこの世界から永遠に追放出来るの」

　零士が奪った皇竜の巨大過ぎる《竜因子》が、皮肉にも一人の生け贄も必要としないエネルギーになることを、クシナダヒメである弓美香は感じている。

「零士くん、本当によく頑がん張ばったわね。今度は、私が頑張る番ね。貴方に笑われないように、しっかりと務めを果たすわ」

　そっと零士の髪かみの毛けを撫なで、弓美香は目を閉じた。

　意識を集中させる。

　人々の魂、その繫つながり、全すべての生き物の命の繫がり、土や石、風、光、全ての繫がりへと弓美香の意識は昇のぼっていく。

　願うことはただ一つだ。

　この世界で、竜りゆうの存在を二度と許さない。

　ただそれだけだ。




　　　　※　　※　　※




　紗さ英えは、暖かく優やさしい風のようなものが、黒こく竜りゆうを、いや全ての竜を包み込むのを感じた。そして、一つ瞬まばたきをした後には、もう竜の存在はかき消えていた。

「ったく。弓美香ちゃんめ、竜を消しよう滅めつさせたんじゃなくて、ただ追放したか。ほんと、良い子だったね……つぅっ」

　頭を左手で搔かこうとし、痛みで骨折を思い出す。

「零士、アンタってば女を見る目があったんだねぇ」

　空を見上げ、紗英は呟いた。

　それから折れていない右手で、頭を搔く。

「さてと、生き残った連中をなんとかしないとね」

　クシナダの戦士達に、学園の生徒、そして竜りゆう槍そう師団。みんな死んでしまった今、紗英が彼らを導くしかないだろう。

　それはきっと、死にそうなくらいに忙いそがしいに違ちがいない。

　今の紗英にとって、その忙しさは宝石よりも価値があるものに思えた。

　哀かなしみは、もう少し時間が経たたないと抱かかえきれないほどに大きそうだから。







　あとがき







『落ちこぼれの竜りゆう殺し』第四巻を手に取っていただきありがとうございます。




　三巻からちょっと間があいてしまい、申し訳ありませんでした。

　読んでからあとがき派の人にはお分かりだと思いますが、『落ちこぼれの竜殺し』は今巻をもって終わりとなります。

　つまり、最終巻です。長かったような短かったような……。

　まずは、毎巻素敵なイラストを描いてくれた呉くれマサヒロ先生と、綺き麗れいな装丁をしてくれた木き緒おなち先生、本当にありがとうございました。

　そして、毎度毎度へろへろ進行で、担当さんには本当にご迷めい惑わくをかけっぱなしで、ほんとすんませんでした。




　前作『だから僕は、Ｈができない。』とは、かなり違ちがった方向の作品でしたが、とても楽しく書くことが出来たなぁと、今は満足しています。

　内容的には……ネタバレになりますので、読んでいただければ！




　さて最近の橘たちばなぱんですが、がっつり艦かん隊たいこれくしょんにはまってます。

　角川さんも怖こわいゲームを生み出したもんだぜ！

　モバマスの廃はいプロデューサーから、廃はい提てい督とくにジョブチェンジですよ。いやぁ、課金とかあまりしないで遊べるので、とっても良心的ですね。

　モバマスの頃ころが噓うそのようだ。

　もう八ヶ月ほど遊んでいて、イベントは全てクリアしているのですが、それなのに長なが門とが来ません。

　雪ゆき風かぜはついこの間、ようやくウチの鎮ちん守じゆ府ふに来てくれました。

　いったい何時いつになったら長門は来てくれるのか。

　まぁでも大型建造で大たい鳳ほうも出ないんですがね。大鳳狙ねらって大型建造やってるとボーキサイトがすぐに枯こ渇かつするんで、課金したくなったりするわけですが……。

　お気に入りは不知火しらぬいでして、日夜ピクシブなどで不知火を検けん索さくしてはニヤニヤしている、とてもダメな状じよう況きようです。

　あのゴミ屑くずを見るような視線に痺しびれます。

　デンジャラスクールビューティーな割には台詞せりふ嚙かんだり、とっても素晴らしい子です。愛してるって告白して、唾つば吐はかれたいです。

　Ｍ心をとても擽くすぐりますね。最高ですよ！

　同人誌もいっぱい買いましたしね！

　不知火と陽かげ炎ろうの百合ゆりとか、もっと増えればいいと真しん剣けんに思っています。

　一回、同人誌にも書いたくらいですし。そんな暇ひまあるなら原げん稿こうしましょうって話ですよね、ほんとすいません。




　で……今回、あとがきが六ページもあるんです。

　ネタが続きません。




　そういえば、最近はとてもよく肥えました。

　年末年始に大好物の数の子を貪むさぼり喰くったせいか……。

　というか、夕飯を自分で作るようになったら、これがまたしっかり太ったわけです。普ふ通つうは外食の方が太ると思うんですが、摩ま訶か不ふ思し議ぎな話です。

　このあとがきを書いている今は、二月初しよ旬じゆんで雪が降っているんですが、寒いじゃないですか。

　そうすると必然的に鍋なべが増えるわけです。

　一人鍋ですけどね！

　で、お気に入りが豚ぶたバラと白菜の本だし鍋。まぁ、料理なんて呼べる代物じゃないんですけれど、これが美味おいしい。豚バラ二百グラムとか、軽く食えてしまい……そりゃ太るなぁと。

　で、食べ終わった後は鍋をそのまま保存して、翌日にうどんぶっ込んで煮にて、美味しいお昼ご飯にするわけですよ。

　うん、太る。

　あと、白菜を買って使うわけですが、なんせ一人鍋。そんなに白菜を使うわけではないので、余るんです。

　その時は、白菜でベーコンを挟はさんで焼く。

　その上に炒いためたみじん切りタマネギとポン酢ず、そして鰹かつお節ぶしをぶっかけるわけです。これがなかなか美味しい焼きサラダに。ベーコンの肉にく汁じゆうが焼いた白菜を甘くしあげてくれましてね……ベーコンって肉ですよね、太ります。しかもビールにとてもマッチして、これまた太る。

　哀かなしい。

　まぁ他にも卵とスパムでポーク卵とか、ほうれん草をハムステーキで炒めたりとか、そりゃ太るよなぁと。

　運動しようと思います。

　最近、寒いこともあってジムサボリ気味ですし。

　なんとかして、夏までに瘦やせるというか絞しぼらねば……。今の肉体では、夏の愛用品であるタンクトップなんてみっともなくて着れません。




　いっぱい溜たまっている仕事から逃にげ出して、スキーとか行きたいもんですよ。白銀の世界で思う存分滑すべりまくりたい。

　あれはかなり疲つかれますからね。いい運動になります。

　まぁ、たぶん一人で……。




　まぁ、ひどい近きん況きよう報告でした。

　そんなこんなで最終巻でした。担当さんと新作については話をしたりしているのですが、特に決まった企き画かくがあるわけではありませんので、しばらく富ふ士じ見みファンタジアではご無ぶ沙さ汰たになるかも知れません。

　なるべく早く皆みなさんに新作を届けられればとは思っていますので、お待ちいただければ幸いです。




　それでは、最終巻までお付き合いしていただきありがとうございました！





二〇一四年二月某ぼう日じつ　今夜は湯ゆ豆どう腐ふにしようと思っている橘ぱん












落おちこぼれの竜りゆう殺ごろし４








橘たちばな　ぱん
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